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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　◇　◇　◇




　灯あかりひとつない暗くら闇やみの部屋で、見事な装そう飾しよくの施ほどこされたアンティークの椅い子すに座った男は、憔しよう悴すいしきった様子でうなだれていた。

　邸やしきに戻もどってからというもの、誰だれも入ってくるなと命じた男は、食事もせずにずっとここに籠こもっている。もしかしたら眠ねむることすらしていないかもしれない。

　一気に三十も老ふけたように見える様相ながら、瞬まばたきもせずに床ゆかを睨にらむ男の眼まなこはぎらぎらと異様な輝かがやきを放っており、鬼き気き迫せまるものがあった。

　男の唇くちびるが小さく動いた。

　ディートリヒ。

　可か哀わいそうに。

　クラーンの始祖エーアストに異端者ケツツアーと決めつけられ、執行者イエーガーに追われることになった愛する息子むすこよ。

　可哀そうに。可哀そうに。可哀そうに。

　イェーガーは必ず狩かりを遂すい行こうする。これまでずっとそうだった。イェーガーの手から、ケッツァーは決して逃のがれられない。

　これまで自分たちを守ってきたクラーンの鉄則が、愛する我が子の命を奪うばうのだ。

　男は両手で顔を覆おおった。

　可哀そうに。

　こんな最さい期ごを迎むかえるほど、あの子は罪深かったのか。いいや、そんなことはない。そんなことはなかったはずだ。

　ほんの少し、道を間ま違ちがえた。僅わずかに逸それただけだ、誰かが呼び戻せば帰って来られる、その程度の。

　そう、あの子は寂さびしかったのだ。なのにほかの誰もそれに気づいてやれなかった。

　自分も含ふくめて。

「……ディートリヒ…」

　どうにか救ってやりたい。

　あの子は自分を認めてほしいと渇かつ望ぼうして、それが少しだけ歪ゆがんだ形で発はつ露ろしてしまっただけなのだ。

　ばかな子だ。認めているからこそ、重荷を負わせないように、自由にさせてやっていたのに。

　あの子は本当は、気が弱くて繊せん細さいで怖こわがりで。だから必要以上に自分の力を誇こ示じして、わざと乱暴な振ふる舞まいをして、虚きよ勢せいを張るのだ。

　父である自分以外の誰も、あの子のそういうところをわかってやれない。だから、なんとかして自分が。

　たとえエーアストの命令に反することになっても。

「……そうだ」

　前カルネオル伯はくオイゲンは、低く唸うなってやおら顔をあげた。

　そのとき、控ひかえめに扉とびらを叩たたく音がした。










「……あの、お父様」

　アンゼルマは、いやに静かな扉の向こうに、遠えん慮りよがちに呼びかけた。

「お父様に、お客様がいらしています」

　メイドではなく彼女が来たのは、館やかたに真っ青な顔で戻ってくるなり書しよ斎さいに閉じこもったままの父を案じていたからだった。

　伴ともの者たちに何があったのかを尋たずねても、彼らは困こん惑わくした様子で首を振ふるばかりで答えない。

　黄昏たそがれの城に同行していったはずの長ちよう兄けいザムエルの姿はなく、アンゼルマは言葉にできない不安を覚えた。

　父と兄が、ヴァンピーア・クラーンの長おさベルンシュタイン家を追い落とし、名実ともにヴァンピーアの頂点に取って代わろうとしていたことを、彼女は知っている。

　けれども、クラーン内部の権力争いなど、アンゼルマにはどうでもいいものだった。

　父や兄が喜ぶなら、それはきっと良いことなのだろう。

　人間を妻に娶めとったカール・ブラントはクラーンの長には相応ふさわしくないと、父や兄、それに長老たちも言っていた。

　ならばそうなのだろうとアンゼルマは素す直なおに思った。

　ヴァンピーアと人間の間に生まれたアルベルトはダンピールだから、彼がヴァンピーア・クラーンの頂点に君臨するのは筋が違ちがう。

　そう聞けば、確かにそうだろうとも思った。

　だから、ダンピールとの間にお前が子をなし、その子にヴァンピーア・クラーンの長を継つがせるのだ。

　父にそう言われたとき、さすがに動どう揺ようした。けれども、父や兄が言うことに、これまで一度も間違いはなかった。だからきっと、そうすることがクラーンにとって望ましいのだ。

　そう考えた。

　ダンピールのことは、好きでも嫌きらいでもない。正直いって、よく知らない。大して興味がなかったから、よく見たことも、話をしたこともない。

　記き憶おくの中にかろうじて残っていたアルベルトの姿は、カール・ブラントの子だけあって見目は精せい悍かんで整っている。ヴァンピーアは総じて容よう姿し端たん麗れいだ。

　アンゼルマも充じゆう分ぶんに美しい。彼女に愛をささやいてくるクラーンは数えきれないし、それが当然だと彼女自身も思っている。

　彼女はカルネオル家のひとり娘むすめ。血筋も家いえ柄がらも申し分なく、両親と長兄から溺おぼれるほどの愛情を注がれてきた。

「お父様。……お父様、聞こえていらっしゃる？」

　こんなふうに、アンゼルマの呼びかけに父が答えてくれないことなど、これまで一度もなかった。だからなおのこと、彼女の不安は増す。

　ベルンシュタイン公は、ダンピールを継けい嗣しとしただけでなく、素す性じようの知れない人間の娘を養女とし、あろうことかクラーンの一員に仕立て上げた。さらにはそれを、エーアストが許してしまった。

　あってはならないことだ。ベルンシュタイン公カール・ブラントに、もはや長の資格などない。カール・ブラントは溺でき愛あいしている人間の娘に足をすくわれるのだ。

　勝ち誇ほこった父の横顔が思い出される。同意する兄ザムエルの嬉うれしそうな表情も。

　家族たちが嬉しそうだったから、きっとそうなのだ。アンゼルマはそれ以上、考えることをしなかった。

「お父様…、お願い…」

　辛しん抱ぼう強づよく扉を叩くアンゼルマの脳のう裏りに、ベルンシュタインの養い子と呼ばれる隣人ナハバールの少女の、勝気そうな面おも差ざしがよぎった。

　アンゼルマは彼女を、憐あわれな娘だと思っている。

　ヴァンピーアに拾われたりしなければ、これほど疎うとまれることはなかったはずだ。クラーンの一員に名を連ねるために、あの少女はしなくてもいい苦労をしている。

　公があの子をなぜナハバールの世界に還かえしてやらないのか、アンゼルマは不思議でならない。

　可哀そうな子だ。どんなに努力をしても、必死で狩りをしても、素性のしれないナハバールである以上、モンスター・クラーンはあの子を心の底では認めない。

　ナハバールであることをやめ、黄昏の民たみになってしまえばよいものを、頑かたくなに拒こばんでいると聞いている。ならばナハバールの世界に還れば良いのに。

　クラーンにとって、人間はナハバール。牙きばを受けて真実クラーンの一員に生まれ変わらない限り、受け入れられることはないのだ。

「お父様、聞こえていらっしゃる…？　お父様、返事をなさって……」

　重じゆう厚こうな扉を何度も叩いて呼びかけていたアンゼルマは、やがて息をついて背後を顧かえりみた。

「申し訳ないけれど、お父様はご気分がすぐれないようだわ。また日を改めて……」

　オイゲンの応答を待っていた青年は、沈ちん黙もくしたまま扉をじっと見つめる。

「……誰だれだ」

　うめくような声が、扉の向こうから響ひびいたのはそのときだった。

　アンゼルマはほっとした。

「お父様……。ディートリヒお兄様の、お友達の方がいらしているの。お父様にお会いしたいと仰おつしやって、ずっとお待ちなのよ」

　少しして、オイゲンは入るように促うながしてきた。

　アンゼルマは扉をそっと開け、入室するよう客に促した。

　彼女に少し微笑ほほえんで一礼した客は、猫ねこのようにするりと書斎に入ると、静かに扉を閉めた。

　その背を見送った彼女は、次兄の友人だというその客の面差しが、誰かに似ている気がして首を傾かしげた。

「誰だったかしら……？」

　しばらく記憶を手た繰ぐったが、思い出せない。

　彼女は軽く頭かぶりを振って、扉をそっと離はなれた。




　　◇　◇　◇




　手に馴な染じんだ回リ転ボ式ル拳バ銃ーは、Ｓスミス＆Ｗウエツソン、Ｍ36チーフス・スペシャル３インチバレル。通つう称しようレディスミスという。回シ転リ式ン弾ダ倉ーに装そう塡てんできる弾たまは五発。

　サイドプレートの刻印は、Sakuya E.C──咲さく夜や・エリアンヌ・クリスティーネ。

　ヴァンピーアの持つ爪つめと牙の代わりに武器がほしいとねだった咲夜に、父のカールが与あたえてくれた。

「…く…っ！」

　左ひだり肩かた口ぐちを銃じゆう弾だんが掠かすめ、灼しやく熱ねつが感覚を鈍にぶらせる。腿ももやふくらはぎにも無数の擦さつ過か傷しようができている。だが、それらを悠ゆう長ちように痛がっている暇ひまはない。

　この状じよう況きようを抜ぬけられたらあとで思う存分痛がるつもりで、激しく浴びせられる銃弾の雨をぎりぎりでかいくぐり、身を隠かくせる茂しげみに飛び込んで素早く転進する。

　目はかばったが、枝先が頰ほおや額を擦すった。

　逃にげた咲夜を追って姿を見せた敵はふたり。生気のない赤い目。

　茂みの陰かげから奴やつらの眉み間けんめがけてトリガーを力いっぱい引いたのに、発射されない。

「っ！」

　故障かと息を吞のんだ咲夜は、反射的に何度もトリガーを引いて、いつのまにか装塡した弾を撃うち尽つくしていたことにようやく気づいた。

　茂みに向かって突とつ進しんしながら銃じゆうを構えるふたりは、反はん撃げきがふいにやんだことから弾切れに気づいたらしく、速度をやや落として残ざん忍にんな笑えみをにじませる。追い詰つめた獲え物ものをじっくりなぶるつもりのようだ。

　彼らは「闇フエにア転ヴ化アしンたドもルのング」か、「操り人形ゴーレム」か。

「どっちでもいい」

　いずれにしてもクライスだ。咲夜と、廃はい屋おくの中にいるカールを狙ねらっている。

　あれは敵だ。撃ち返すだけだ。

　咲夜はぐっと息を詰めた。

「父さん、待ってて…」

　すぐに、こいつらを全ぜん滅めつさせて、戻もどるから。










　咲夜の義父であるカールは、クライスの凶きよう弾だんに倒たおれた。

　カールはヴァンピーアだ。命中したのがただの弾丸ならば、多少の痛みや出血があったとしても、体内の弾を取り除けばすぐに傷は癒いえる。

　しかし、今回使用された弾丸は、クライスによって作られた特とく殊しゆなものだと思われる。

　その弾丸は、細さい胞ぼうレベルでの石化現象を引き起こすのだ。血液凝ぎよう固こを促す血液細胞のみに作用し、止血を阻はばむのである。

　モンスターといえども不死ではない。血は精気の塊かたまりだ。失血が過ぎれば、強きよう靭じんな生命力を持つモンスターも死に至る。体のどこに命中しても同じ。急所である必要はない。

　クライスが作り出した弾丸は、人間よりはるかに肉体の修復能力が強いモンスターを、確実にしとめられる代しろ物ものだった。

　カールを襲おそったのと同等の弾丸は、ヴァンピーアの少女とマーメイドの青年にも使われた。

　モンスター・クラーンの医術者の役割を受け持つ霧きりの森の魔ま女じよたちが手を尽くしているが、彼らの傷は一向にふさがらず、生死の境を彷徨さまよっているという。

「この…」

　じりじりと迫せまってくる敵を睨にらんだ咲夜は、チーフス・スペシャルのシリンダーを振ふり出しながら、予備弾を入れたポケットに手を突つっ込む。撃ち尽くして空になった薬やつ莢きようを無造作に落とし、ポケットの中から摑つかみ出した弾丸を素早く装塡する。

　スウィング・アウトの微かすかな響きを捉とらえたのだろう、ふたりの敵は障害物のない狙われやすい平地から、鬱うつ蒼そうとした森の中に飛び込んで身を隠した。

　銀の弾丸と、金の弾丸。そして咲夜は赤金の弾丸を持っている。

　ゴルゴン三姉妹の頰の血を使って霧の森の魔女に作られた赤金色の弾丸。ゴルゴンの涙なみだと名づけられたそれは、撃たれたものを瞬またたく間に石と化す。

　ランダムに摑んだ中に、たまたま赤金の弾丸はなかった。

　威い力りよくがあまりにも強くて、咲夜はこれまでゴルゴンの涙を使うことを心情的に避さけていた。

　けれども、いまの彼女は、それを敵に撃ちこむことに躊ちゆう躇ちよがない。

「どこだ…」

　視線を走らせて敵てき影えいを捜さがしながらシリンダーを振り戻し、咲夜は息を吸い込んで駆かけ出した。

　ここまでの銃じゆう撃げき戦せんでわかったことがある。敵は多人数だが、総じて銃の腕うではそれほどでもない。命中率が低く、その分を発はつ砲ぽう数で補っている。

　狙いをつけられないように素早く移動して、自らを囮おとりに見える場所に敵を誘さそい出す。

　姿を見せた咲夜を追って、夕ゆう闇やみの迫る森の中に幾いくつもの影かげが躍おどる。

　木陰に転がり込む。さらに奥の幹の後ろに入ると同時に激しい銃じゆう撃げき。ちぎれた葉が舞まって木こっ端ぱが飛び散る。

　幹の陰で弾だん道どうを読んだ咲夜は、敵がひそんでいると思おぼしき茂みに狙いをさだめた。

　ゆらりと気配が動く。

「もらった」

　相手が姿を見せるより速く、咲夜の愛銃が火を噴ふいた。

　銃じゆう声せいが響ひびいて重いものが倒れる音。同時に、幾つかの影が木陰から飛び出してきた。

　彼らが手に手に構えているのは自動拳銃オートマチツクだ。遠目でしか見ていないが、おそらくグロック17辺りだろう。

　すべての銃じゆう口こうが咲夜に向けられる。だが、これまでの銃撃で奴らの腕は大したことはないとわかっている。

「おとといおいで」

　跳ちよう躍やくして転がりながら敵の眉間に照準を合わせ、残弾すべてを叩たたき込む。

　四体のゴーレムが砂になって崩ほう壊かいし、彼らの持っていた銃が落下する。地に叩きつけられた衝しよう撃げきでうちの一いつ挺ちようが暴発し、流ながれ弾だまが咲夜の胴どうすれすれをかすめた。

　石造りの廃屋に当たった跳弾が地にめり込む。視界のすみでそれを見た咲夜は、扉とびらの壊こわれた廃屋に、銃を手にした男が侵しん入にゆうしようとしている様を捉えた。

「行かせない！」

　が、愛銃は弾切れだ。

　ゴーレムたちの残したオートマチックを一挺、拾い上げざまトリガーを引き、侵入せんとしている敵の背中に弾を食くらわせる。つんのめるように倒れた敵はそのままざっと崩くずれた。思ったとおり、グロック17だ。

　息つく間もなく、斜ななめ後方から金属音が生じた。ぎりぎりまで研とぎ澄すませた咲夜の聴ちよう覚かくは、そのかすかな音を聞き逃のがさない。

　無意識に体が動いて横に飛びのく。轟とどろく幾つもの銃声。

「っ！」

　体は無傷だが、翻ひるがえったスカートが銃弾の餌え食じきになってずたずたに裂さけた。

　弾道から発射点をざっと計算し、グロックの銃口をそちらに向けて威い嚇かくのために撃ちまくる。

　木の陰に滑すべり込み、チーフス・スペシャルのシリンダーを振り出して空薬莢を落とす。

「……っ、…」

　胸の奥で全力疾しつ走そうしている鼓こ動どうと、上がりっぱなしの呼吸を鎮しずめようと試みた。落ち着かないと、無む駄だに体力を消費するだけだ。

　新たな弾丸を装塡し、シリンダーを戻して、弾切れのグロックを適当にあたりをつけて思い切り投じた。

　銃声がして、グロックがあらぬ方かたに跳はねた。その向きから弾道を瞬しゆん時じに計算し、愛銃を構えてトリガーを引く。

　ぎゃっと叫さけぶ声に、急激に水が凍とう結けつしていくようなかすかな音が重なった。

「……」

　片かた膝ひざをついた体勢でふっと息を詰めた咲夜は、僅わずかに目をすがめて唇くちびるを嚙かんだ。いま命中したのは、ゴルゴンの涙か。

　まるでそれが合図だったかのように、ふつりと、銃じゆう撃げきがやんだ。

　咲夜は瞬きをした。注意深く様子を窺うかがう。

　黄昏たそがれの森は、夜の帳とばりに覆おおわれつつあった。

　人間である咲夜は、モンスターほど夜目が利きかない。まだ陽光の残ざん滓しがあるうちに、殲せん滅めつしたいところだった。

　目だけを動かして、動くものがないかを探さぐる。

　愛銃にはさっき装そう塡てんして、一発撃った。残りは四発。

　石造りの廃屋は、森の一角を整備して開いた地にぽつりと建っている。家屋の周囲十五メートル四方は丈たけの短い草と、土がむき出しの地面。それと、あちこちにゴーレムの崩れた砂が散っている。

　記き憶おくを手た繰ぐって、何体しとめたかを数える。

「………十…三」

　ふいに、胸の奥で鼓動が跳ねた。それまでとは質の違ちがう跳ね方。

　風が吹ふく。汗あせのにじんだ額が冷えていく。いつの間にか呼吸が鎮まっていた。

　シリンダーにちらと目を落とし、残った弾たまの色を確かく認にんする。

「……」

　この、気配。

　総毛立つような感覚。

　直感。

　振り向きざまトリガーを引く。

　完全に気配を消して背後に忍しのび寄っていた敵に、弾丸が命中した。

　腕を振り上げた女が、目を剝むいてのけぞる。体のラインにぴったりと貼はりついた黒のキャミソールに、目の大きなニットの黒いセーター。ロングスカートの横には深いスリットが入り、肉感的な足に黒のボーンブーツを履はいている。ウェーブした長ちよう髪はつが逆立って、半開きの口に長くのびた犬歯が覗のぞいていた。

「ヴァンピーア…！」

　唸うなった咲夜に、よろめきながらも倒たおれなかった女は凄すさまじい形相でうめいた。

「……ナハバールの…分際で…っ」

　咲夜の柳りゆう眉びがぴくりと撥はねる。

　さっきの射しや撃げきで女の右胸に染しみが広がっていく。発射されたのは金の弾丸だ。あれはフェアヴァンドルングを還界ツアラツクさせるもので、ヴァンピーアを狩かるためのものではないから殺傷能力が低い。ダメージを与あたえられても致ち命めい傷しようには至らない。

　女の眉み間けんに照準をあて、咲夜は冷然と言い放つ。

「黙だまれ、ケッツァーの分際で」

　モンスター・クラーンの頂点に立つヴァンピーアの長おさを襲おそった。その時点でこの女はケッツァーとなった。

　女の瞼まぶたが僅かに震ふるえた。

「イェーガーのつもりか、生意気なナハバールがぁっ！」

　血走った目で怒ど号ごうした女の眉間を、灼しやく熱ねつの弾だん丸がんが穿うがつ。ぱっと散った血ち飛沫しぶきが瞬く間に灰と化す。

　白目を剝いてのけぞった女の体がさらさらと崩れ、まとっていた服や装そう飾しよく品が音を立てて地面に転がった。

　大ぶりのネックレスや派手なピアス、指輪。女の長髪と瞳ひとみは黒く、肌はだは褐かつ色しよくで、短い言葉の中にスペインなまりがあった。

「中南米の……」

　海を隔へだてた大陸にもまた、ヴァンピーア・クラーンが存在する。中米を拠きよ点てんとするラ・ルロロナやトラキークと呼ばれるクラーンだ。

　クラーンといっても、ラ・ルロロナやトラキークたちは、ヴァンピーアに分類される、という点のみでつながっているようなものだ。

　アメリカ大陸のヴァンピーアたちとヨーロッパのクラーンに接点はほとんどなく、言葉を交かわしたこともあまりない。

　ナハバールたちに交じって暮らすための鉄則を順守してさえいれば、取り立てて問題はない。

　年に一度の新月祭に、各クラーンの代表が参加しているから、ラ・ルロロナやトラキークの長もいたはずだが、残念ながら咲夜の記憶にそれらしい姿は刻まれていなかった。

　息をついて、咲夜は立ち上がろうとした。瞬しゆん間かん、鼓動が不自然に跳ねた。

　モンスターの気配が風に乗って忍び寄ってきた。

「もうひとり…！」

　弾はじかれたように反転した咲夜に、癖くせの強い短い黒くろ髪かみと、赤い眼まなこの女が突とつ進しんして飛びかかる。

「死んでおしまい、ナハバール！」

　二本の犬歯がのびる。褐色の肌、さっきの女とほぼ同年程度に見える背格好。着古した風合いのタンクトップ、ジーンズ地のベストと膝ひざ丈たけのパンツは擦すり切れて色あせ、履きこんだスニーカーも同様だ。装飾品の類たぐいは一いつ切さい身につけていない。さっきの女とは正反対の様相だ。

　そして、咲夜は見た。ジーンズのベルトにねじ込まれている黒い塊かたまり。

　ナガンＭ１８９５。──カールを撃うったのは、こいつだ。

　咲夜の目が烈はげしく光る。

　女の爪つめを転がりながらよけ、跳ね起きて叫ぶ。

「あんた、トラキーク？　さっきの女はラ・ルロロナかしら？」

　爪の尖せん端たんがボレロやワンピースを切り裂く。愛銃を持った右みぎ腕うでや、避よけそこなった頰ほおが裂かれて血がにじむ。左半身を引く。布地が裂けてあらわになった太ふと腿ももに、擦さつ傷しようと呼ぶには長くて深すぎる傷を受ける。

　滴しずくのついた爪をぺろりと舐なめた女がいびつに笑う。

「よく知ってるねぇ、ナハバール。でも、そんなことがどうして気になるんだ？　ここで死ぬお前には関係ないだろう？」

　愉ゆ悦えつの笑えみとともに振ふり上げられた右腕の爪がすべて、三日月のようにのびた。鎌かまのような鋭するどさで獣けものも切り裂く爪だ。

　けたたましい銃じゆう声せいとともに、トラキークの右手首から先が血飛沫を散らしながら跳ね飛んだ。

　自分の優勢を信じて疑わなかったトラキークの表情が凍こおりつく。至近距きよ離りからつづけざまに連射された弾丸が手首から先を断たち切ったのだ。

　咲夜の左手には、あちこちに転がっていたグロック17が握にぎられていた。転がってよけたとき、左手で拾い上げていたのだ。

　咲夜が左半身を隠かくすように身を引いていたのは、これに気づかせないためだった。

　マガジンが空になったグロックを投げ捨てて、愛銃Ｍ36の銃じゆう口こうを女の眉間に向けた咲夜の目は、恐おそろしいほど静かだ。

「ちょっと気になったのよ」

　両手で愛銃を構え、咲夜は無表情で指に力を込めた。

　銃声が轟とどろく。女の眉間に銃じゆう創そうが穿たれる。
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　中南米のヴァンピーア・クラーンはほかにもいるので適当にあげたのだが、どうやらたまたま当たっていたらしい。

「どっちがトラキークでどっちがラ・ルロロナか。あとで、報告しなきゃいけないから」

　咲夜の答えは、もはやトラキークには聞こえていなかった。

「…っ……────」

　眉間の弾だん痕こんからぱっと散った飛沫が石化した。女の両目から光が消え、瞬またたく間に無機物となっていく。ぴしぴしと音を立てながら女は硬こう化かし、全身にそれが広がると同時に無数の亀き裂れつが生じた。

　内側から割れ砕くだけた女は、ただの石くれとなって崩くずれた。スニーカーや服とともに、ベルトに挟はさまっていたナガンＭ１８９５が音を立てて地面に落ちる。

　咲夜は知らなかったが、先日のパーティーの夜に咲夜が狩ったケッツァーが、ルーマニアから密輸したナガンの、これが最後の一いつ挺ちようだった。

　咲夜の手がだらりと下がる。愛銃のシリンダーに装そう塡てんした弾丸は撃ち尽つくした。ゴルゴンの涙なみだで敵を倒したのは二度目だった。

　胸の奥が、早はや鐘がねを打っていた。いつの間にか息が上がっている。全身からどっと汗あせが噴ふき出して、森の風が異様なほど冷たく感じた。

　気づけば、愛あい銃じゆうを握った手が小刻みに震えていた。

「………全ぜん滅めつ、した…？」

　さっきまで痛いほど満ちていた敵意や殺意が消えている。

　耳の奥の鼓こ動どうがやかましい。呼吸するごとに肩かたが激しく上下している。目め頭がしらがやたら熱い。息が苦しくて、妙みようにひきつれたような音が喉のどに絡からまる。

　亡なき骸がらはひとつも残っていない。ケッツァーたちは灰になった。銃じゆう弾だんに倒れたものたちは土になった。偽いつわりの命を吹ふき込まれたゴーレムだ。ケッツァーが率いていた中に、フェアヴァンドルングはいなかった。

　遠くから梟ふくろうの声が小さく響ひびいてきた。カールを狙ねらった銃声が轟いたとき、周辺にいたはずの野鳥が一いつ斉せいに飛び去った。激戦が終わったことを察知して、また戻もどってきたのだ。

　空は真っ黒で、いつ陽ひが沈しずんだのか咲夜は覚えていない。厚い雲が陽をさえぎっていた。

　空気が重い。風が強く、湿しめっている。いまにも怒いかりの稲いな妻ずまが爆ばく発はつしそうな空だ。

「もう、大だい丈じよう夫ぶ…、全部、倒した…」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、ふるえる左手で右手をぐっと摑つかむ。

　止まれ。震え、止まれ。

　全滅はさせたはずだ。それでも、からっぽのシリンダーに弾丸を再装塡しなければ。

　準備を怠おこたってはならない。油断するな。終わったと思ったときが一番危険だ。一いつ瞬しゆんの気のゆるみが最悪の事態を招く。

　だから、早くしないと。

「そうだ、車…」

　無免めん許きよだが運転の仕方は知っている。

　玄げん関かん先さきに移動させるのだ。少しでも早くカールを運ばなければ。

　車を停とめた場所に急いだ咲夜は、すべてのタイヤがパンクしているのを認めて、思わず車体を殴なぐりつけた。

　ケッツァーたちの仕し業わざだ。奴やつらは最初に足を奪うばっていたのか。

　だめだ、車は使えない。

「どうしよう……」

　近くで梟が鳴いている。見れば、すぐ前の枝に、大きな鳥とり影かげがあった。

　梟は、ヴァンピーアの使い魔まだ。

「……お願い…、別べつ荘そうに…、ルイたちに、報しらせて…！」

　ナハバールの咲夜の命令を、聞いてくれるとは思えなかったが、言わずにはいられなかった。

　しかし、予想に反して梟はくるりと首をめぐらせると、大きな翼つばさを広げて飛び立った。

「お願い…」

　ヴァンピーア・クラーンの長の危機を、正しく理解してくれたのだと、信じたかった。

　咲夜はふらつきながら激戦の跡あとがあちこちに残る庭に戻り、あちこちに転がったグロックを一いち瞥べつしながら愛銃のシリンダーに新たな弾たまを込めた。

　ポケットに残っていた弾数は四。銀が二、金が一、赤金が一。一射目が銀、二射目が金、三射目が銀で最後に赤金がくるように装塡しておく。それから落ちているグロックを拾ってマガジンを抜ぬき取る。ボロボロになったボレロを脱ぬいでマガジンを包み、スカートの裾すそを裂さいてベルト代わりにウエストに巻き、グロックを一いつ挺ちよう挟はさむ。

　これでいい。ルイが来てくれるまで、次の敵てき襲しゆうがあっても、予備のマガジンがこれだけあればどうにか持もち堪こたえられるはずだ。

　足が重い。急激に凄すさまじい疲ひ労ろう感かんが全身を搦からめ捕とっていく。

　踏ふみ出した足がもつれて、まろびかけながら進む咲夜は、さっきまでの冷れい酷こくなイェーガーとは思えないほど頼たよりない顔をしていた。

「……父さん…早く、帰らなきゃ…」

　銃じゆう撃げきでぼろぼろになった館やかたの壁かべに手をつく。屋内に入るときカールが蹴けり破った玄げん関かん扉とびらは、蝶ちようつがいが外れて半分割れた状態で廊ろう下かに倒たおれている。

　ふらふらと中に入り、壁を支えにしてカールが隠れているはずの場所に急いだ咲夜は、愕がく然ぜんと立ちすくんだ。

　マガジンを包んだボレロが落ちる。

　アーチ型の腰こし高だか窓の脇わきだ。割れたガラスが床ゆかに散乱し、そこに流れ出た血が広がっていた。

　カールは、咲夜が記き憶おくしている場所ではなく、部屋の真ん中あたりに横たわっていた。

　そして。

「見事なものですね」

　その傍かたわらに、片かた膝ひざをついたドクトア・ジーン。

　カールが着ていたはずのジャケットが横に無造作に置かれ、ウイングカラーのシャツがはだけられている。銃創を受けた場所には、タイの代わりにしていたシルクのストールが包帯代わりに当てられていた。

「……ジーン…」

　茫ぼう然ぜんと呟いた咲夜は、はっと我に返ると、両手でＭ36を構える。

「父さんから離はなれて！」

　悲鳴のように叫さけぶ。

　ジーンはひとつ瞬きをした。

　ぼろぼろの服は血と土に汚よごれ、あちこち傷だらけの咲夜は、銃じゆう器きでジーンを威い嚇かくしてくる。トリガーを引かれたらただでは済まないはずだ。

　しかし、彼女はひどく痛々しかった。銃口を向けられているジーンよりも、彼女のほうがはるかに追い詰つめられているように。

「そこから離れて！　何をしたの、父さんに、何を…っ！」

　トリガーにかかった指が大きく震ふるえているのを見て取ったジーンは、息をつくと肩をすくめて頭かぶりを振ふった。

「見ての通り、応急処置を」

「なん…ですって…？」

　思わぬ返答に、咲夜は思わず訊きき返す。

「私は一応医者ですからね。目の前に怪け我が人がいたら、手当てをしないわけにはいかないでしょう」

　細いシルバーフレームの奥の双そう眸ぼうが冷たく光る。

「それがたとえ、モンスターでもね」

　咲夜の胸の奥が瞬しゆん時じに冷えた。

　それまで動どう揺ようしていた彼女の目に、鋭するどい殺意が宿ったのを認め、ジーンはおもむろに片手をあげる。

「やめなさい。私を撃うてば、ベルンシュタイン公は助からない」

「黙だまれ」

「撃ちこまれた弾は特とく殊しゆなものだ。このままでは確実に死ぬ」

「誰だれのせいだと…！」

　ジーンは立ち上がって両手を軽く広げた。

「クライスのせいだというなら、そのとおりです。でも、私のせいではない」

　割れた窓の外に視線を投じ、彼は淡たん々たんとつづける。

「私は何もしていませんよ。あなたの様子がおかしかったのと、人間の中で正体を隠かくして生きているモンスターに興味があったので、後をつけてきただけで」

　ベルヒテスガーデンの別荘とは正反対の方角に反転した車を、距きよ離りを取って尾び行こうしていたら、ここにたどり着いたのだ。

　林道に入った車を追って、ジーンもまた林道に乗り入れた。

　カールの車が見えたところで少し後退し、茂しげみの陰かげに自分の車を隠した。

　林道ではなく木々の狭はざ間まをとおって、この廃はい屋おくとカールたち親子が見えたあたりで足を止め、様子を窺うかがっていたところに、襲しゆう撃げき者の一団が現れたのだ。

　カールが狙そ撃げきされてうずくまり、娘むすめを連れて石造りの廃屋に逃にげ込むと、包囲した襲撃者たちの一いつ斉せい射しや撃げきがはじまった。

　ジーンはそれらを、茂みの陰に隠れて見ていた。

　彼は、狙撃された直後のカールが、一瞬自分を凝ぎよう視ししたような気がしていた。随ずい分ぶん距きよ離りがあったのに、確かに目が合ったと思った。

　あの状じよう況きようだ。おそらくカールは自分を、狙撃犯のひとりだと思ったのだろう。

　何しろジーンは、カールと直接の面識はない。雑誌などで顔は知っているが、じかに対面する機会などこれまでなかったからだ。

　少しして、銃じゆうを持った咲夜が飛び出してきたのには驚おどろいた。

　襲撃者たちが彼女に気を取られている隙すきに、ジーンは屋内に忍しのび込んだ。そして、失血で意識のないカールを発見したのだ。

「あいつらを連れてきたくせに！」

　怒いかりと憎にくしみで燃え上がる咲夜の目は、視線だけでジーンを射殺せるのではと思うほど強い。

　ジーンは頭を振った。

「偶ぐう然ぜんです。彼らと私は無関係ですよ」

「噓うそよ！　あたしはあんたがクライスだって知ってるわ！」

　そして、ナガンＭ１８９５を持っていたケッツァーたちもまた、クライスに与くみしていた者だ。あの弾だん丸がんを使っていたのだから、間ま違ちがいない。

「私がクライスに属していることは認めますが、あのゴーレムたちのことは知りませんでしたよ。さあ、その銃を降ろして、危ないから」

　ジーンが咲夜に向かって手をのばす。咲夜は咄とつ嗟さに足を引いた。

「それ以上近づかないで！　ここから出ていくのよ、速く！」

「さっきも言ったでしょう。私を撃てばあなたの父親は死にますよ」

　向けられた銃じゆう口こうに怯ひるむ様子をまったく見せず、ドクトア・ジーンはシルバーフレームの奥の瞳ひとみを冷たく光らせた。

「エリアンヌ・クリスティーネ。こうしている間にも、カール・ブラントの容態は悪化している。あなたが駄だ々だをこねているうちに、死にますよ。それでいいんですか？」

　恐おそろしいほど冷静な声こわ音ねに、爆ばく発はつする寸前だった咲夜の感情が鎮ちん静せいする。

　銃口をジーンに向けたまま、視線を走らせる。横たわったカールの面おも差ざしはもはや土気色だ。傷の上にあてられたストールは血を吸ってぐっしょりと濡ぬれ、白かったはずのシャツも真っ赤に染まっている。

「助けたかったら、私の言うことを聞きなさい。銃を降ろして」

　咲夜は動けない。

　ジーンの目が光った。

「銃を降ろせ、エリアンヌ・クリスティーネ！」

　鋭い声音に打たれて、咲夜はびくっと肩かたを震わせる。

　どうしてか、抵てい抗こうできない響ひびきがあった。銃口が下を向き、そのままのろのろと腕うでが下がる。

　ジーンは大おお股またに近付いてきて咲夜の手から銃をもぎ取ると、シリンダーを振り出して弾丸をすべて抜ぬき取った。それから、彼女がウエストに挟はさんでいたグロックにも気づいて引き抜く。

「ここではこれ以上の治ち療りようができない。ベルンシュタイン公を運びます」

「どうやって…」

　車はタイヤがパンクしている。

　そう言いかけて、ジーンも車に乗ってきたんだと気づいた。

「父さんを、どこに」

　掠かすれた問いに、ジャケットの内ポケットに手を入れながらジーンは答えた。

「治療できるところへ。心配でしょう、あなたもついてくればいい」

　彼が内ポケットから取り出したのは、クライスの紋もん章しようが刻まれた懐かい中ちゆう時計のようだった。

　蓋ふたを開くと、そこに時計の文字盤ばんはなく、代わりに不思議な魔ま法ほう円が描えがかれている。

　魔法円に何事かをささやいたジーンは、蓋を閉めてそれを内ポケットに戻もどす。

「すぐに迎むかえがきますよ。それまでは、なんとか持もち堪こたえてもらいましょう」

　後半は横たわったカールに向けられた言葉だった。

　ジーンの言葉を聞きながら、咲夜はぼんやりと思った。

　そういえば、クライスは不老不死のために、ありとあらゆる科学技術や魔ま術じゆつ、錬れん金きん術じゆつまで、徹てつ底てい的に研究しているという話だった。さっきの懐中時計のようなものは、遠方の仲間と連れん絡らくを取れる、魔術とか錬金術の類たぐいの道具なのだろう。

　すっかり暗くなった空に、一条の白い亀き裂れつが駆かけ抜ける。

　視界のすみでそれを認めた咲夜は、重い足を引きずってカールの傍かたわらに膝ひざをついた。

「……父さん…」

　カールの出血は依い然ぜん止まらない。たとえ別べつ邸ていに戻っても、霧きりの森の魔ま女じよたちに連絡をしても、彼を助ける術すべはいまのクラーンにはない。

　対して、ジーンは中和剤ざいを持っている。いまは言われるままに、彼と行くしかない。

　山の天気は変わりやすい。気圧が変わり、森全体が強い風に包まれる。やがて大おお粒つぶの雨が、真っ黒になった空から落ちてきた。
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　ぽつぽつと、暗くなった空から雨粒が落ちてくる。

　手にした脇わき差ざしをひらめかせて、その切っ先をエクシールの喉のど笛ぶえすれすれに据すえながら、アルベルトは唸うなった。

「エクシール、どういう意味だ」

　始祖と同じ瞳の色と、同じ面差しを持つ男、エクシール。

　イェーガーの任を受けたアルベルトの標的は、狩かられる前に自ら死を選んだ。口の中に仕込んでいたものを吞のみ込んで、石と化したのだ。

　クライスと通じていたディートリヒ。リューゲン島に住むヴァンピーアの少女と、マーメイドを狙撃した異端者ケツツアー。奴やつがクラーンたちに撃ち込んだ銃じゆう弾だんは、細さい胞ぼうレベルの石化現象を起こす特殊なものだった。

　そしていま、ディートリヒが自害のために服したのは、過去にリューゲン島のシュトラントヴァルトという村で行われた人体実験で使われた石化剤だと思われた。

　万一のときのために、ディートリヒは歯の奥に石化剤を仕込んでいた。口を割らずに、すべてを隠いん蔽ぺいするための覚かく悟ごをしていたことになる。

　そのディートリヒに、エクシールが言ったのだ。

　マリア・クリスティナはどこだ、と。

　雨の粒がアルベルトの頰ほおに当たる。

「貴様は、マリアを……、あのマリア・クリスティナを、知っているのか!?」

　エクシールの面持ちが険しくなる。

　ヴァンピーア・クラーンのエーアストに瓜うりふたつのその相そう貌ぼうが、人間の青年マクシミリアン・カーンにも酷こく似じしていることに、アルベルトはつい先ほど気づいたばかりだった。

「答えろ、貴様は…！」

　アルベルトは語気を荒あららげる。

　己おのれの喉笛に据えられた刀身を左手の甲こうでやんわりと逸そらしながら、男は瞬まばたきをした。

　先ほどディートリヒに向けていた激しさはすっかりなりをひそめ、何の感情も見み出いだせない静かな瞳がアルベルトを見ている。

　やがてエクシールは、静かにこう言った。

「ダンピール。マリアを知っているかと問われて、私がそれに答えると思うのか？」

　漆しつ黒こくの空に白い亀裂が走る。やや置いて、重い音が轟とどろいた。

　アルベルトが何かを言い募つのろうとしたとき、エクシールはついと視線を落とした。

　ディートリヒだった石くれの中に、さっきの稲いな光びかりを反射するものがあったのだ。

　石くれを爪つま先さきでのける。親指の先ほどの大きさの、小さなペンダントだった。

　エクシールの視線を追って同じものを発見したアルベルトは、それに見覚えがあった。平べったくて円いペンダント。同じものを知っている。

　咲夜が初めての狩りの際に拾った、ロケットだ。開くと魔鏡がはめ込まれていて、光を当てると反射した先にクライスの紋章が浮うかび上がるのだ。

　紫むらさきの瞳の青年は、おもむろに手をのばしてそれを拾った。

　アルベルトは黙だまって脇差を引く。

　ロケットのふたを開く。中には小さな鏡がはめ込まれている。それをアルベルトに見せて、エクシールは口を開いた。

「ひとつ、いいことを教えてあげよう。これはね、クライスの頂点に立つ者がいる施し設せつに入るための許可証だ」

「なに？」

　思わぬ言葉に、さすがのアルベルトも虚きよをつかれて息を詰つめる。

　ならばディートリヒは、クラーンが長年追っているクライスの最深部に、ひそかに出入りしていたことになる。

　そして、以前咲夜が狩ったテーオドールもまた、このペンダントを持っていた。

　テーオドールは、先日咲夜が狩ったケッツァー、ヨーゼフに牙きばを与あたえたヴァンピーアだ。そしてヨーゼフは、ディートリヒとの接せつ触しよくを繰くり返していたと、新カルネオル伯はくザムエルの調査で判明している。

　これまで、エーアストをはじめとしたクラーンは、クライスに与くみしているのはクラーンの下層階級のモンスターたちだけだと考えていた。しかし実際には、城に出入りを許されたディートリヒが、クライスの最深部とつながっていた。

　アルベルトたちが考えていた以上に、クライスはクラーン内部に食い込んできていたことになる。

「クライスの本ほん拠きよ地ちは『隠処フエアシユテツク』と呼ばれている。場所は、……どこだったかな。随ずい分ぶん前に一度行ったきりだから、忘れた」

　何の感かん慨がいもない様子で、エクシールはロケットのふたを閉めて手のひらに握にぎりこむ。

　表情を変えないエクシール。語気も淡たん々たんとしており、ただ記き憶おくを手た繰ぐっているように見える。しかしアルベルトは、ごく静かな様子にしか見えない彼の醸かもし出すもので、全身がぞわりと総毛立った。

「……エクシール…？」

　一いつ瞬しゆん、男の全身から仄ほの青い炎ほのおが立ちのぼっているように、思えた。アルベルトが知っているものに当てはめるとしたら、純じゆん粋すいな憎ぞう悪おだ。

「ステンノを奪うばい取りに行って以来だ。思い出したくもないが、……そうも言っていられないようだ」

　手を開いて、アルベルトを見もせずにペンダントを放ほうってよこす。アルベルトは宙でそれを摑つかみ取り、踵きびすを返したエクシールを呼びとめる。

「エクシール、待て」

　構わず去ろうとする背に、アルベルトは唸った。

「マリアは、生きているのか…！」

　絞しぼり出すような声は僅わずかに震ふるえている。

　エクシールが立ち止まり、肩かた越ごしにやおら振ふり返った。

「───ダンピール」

　太古の紫と呼ばれる瞳ひとみが、真しん紅くに煌きらめいた。

「どうして答えると思う。───彼女を守れなかったお前たちに」

　抑よく揚ようのない声は、アルベルトの胸の深い部分を容よう赦しやなくえぐった。

　唇くちびるを嚙かむアルベルトの頰に、雨粒が当たってつうと落ちた。

　遠くで響ひびいていたはずの雷らい鳴めいは、稲光との差がなくなってきている。

「クライスに与した愚おろかなヴァンピーアの始末をつけたダンピール、城へ戻もどってエーアストに告げるがいい」

　雷鳴が轟く。それまでじっと耐たえていたような激しい雨が、その音が合図だったように降り出した。

「一度ならず二度までも、マリアを守れなかったお前に、私を罵ののしる資格があるのかと」

　始祖と同じ面おも差ざしの青年は、アルベルトからついと視線をはずすと、彼方かなたに目をやった。

　彼が見ているのは、シュヴァルツヴァルトの奥深くにたたずむ黄昏たそがれの城の方角だ。

　ナハバールたちは決してたどり着けない城だが、エクシールはヴァンピーアだ。たとえ追放された者だとしても、彼が望めば、城に入ることはできる。城に住むクラーンたちがそれを許すかはわからないが。

　沈ちん黙もくが降った。雨と風に翻ほん弄ろうされて、ふたりはとうにずぶ濡ぬれのひどい状態だ。

　それでも、どちらも動こうとしない。アルベルトの抜ぬき身みは絶えず機会を窺うかがっていて、エクシールはそれを見抜いている。

　先に口を開いたのはエクシールだった。

「ときに、ダンピール。エリアンヌは無事か」

　わざわざ向き直ってあからさまに話題を変えた男に、アルベルトはいささか不ふ機き嫌げんさをにじませながら返した。

「ベルヒテスガーデンの別べつ邸ていにいる。ジルも一いつ緒しよだ」

　つけ加えたアルベルトに、エクシールはうっすらと笑う。

「結構。あの子をエリアンヌの目の届くところに置けという私の言いつけを、ちゃんと守っているようで安心したよ」

　そうして彼は軽く肩かたをすくめた。

「イスタンブールのカパル・チャルシュでは、あと少しで取り返しのつかないことになっていたからね。口だけでなく行動も伴ともなわせることを勧すすめるよ、ダンピール」

　語気に揶や揄ゆの響きを含ふくませ、あえて小ばかにしたような目つきをするエクシールに、アルベルトは沈黙をもって返した。

　この男は、わざわざこちらを怒おこらせるような言葉を選んでいるのだ。怒いかりは隙すきを生む。それに乗じてここから消えるつもりなのだろう。

　だが、エクシールには問いただしたいことがまだ残っている。

　咲夜の存在をどうやってかかぎつけて、あの子を狙ねらっていたエクシール。それは知っている。だがアルベルトは、彼が咲夜に執しゆう着ちやくする理由を知らないのだ。

　エーアストは、咲夜の素す性じようを知られてしまったからだと言っていた。偽いつわりの中に隠かくしてきたあの子の秘密を、エクシールはどうやってか知ったのだ、と。

　彼の手から、そしてクラーン内部の強きよう硬こう派から、咲夜を守るためにアルベルトはベルンシュタイン家のマインツ邸ていに戻った。それもエーアストの命令だ。

　脇わき差ざしの柄つかをぐっと握りしめて、アルベルトは低く唸うなった。

「……お前が咲夜に執着するのは、マリアとの関係を知っているからか」

　激しい雨に打たれながら突つきつけられた問いは、雨音に搔かき消けされそうだった。しかし、ヴァンピーアの聴ちよう覚かくは、ともすれば消えそうなその声こわ音ねを確実に捉とらえた。

　エクシールは透とう明めいな双そう眸ぼうでアルベルトを見つめて、やがて仄かに微笑ほほえんだ。

　それまでとはまったく違ちがう、あたたかく穏おだやかですらある笑えみだった。

「…………？」

　エクシールの唇が紡つむいだ言葉は、真上から轟いた雷鳴に完全に搔き消されてしまった。

　近すぎた霹へき靂れきで鼓こ膜まくが麻ま痺ひする。辺り一面を刺さすような閃せん光こう。彼らから五メートルと離はなれていない場所に、天の怒りのような雷かみなりが突き刺さった。

　空を突き抜けて地を貫つらぬいた稲妻の衝しよう撃げきは足元を揺ゆるがすほどで、四方に走った電流が爆はぜながら散る。

　さすがにひやりとしたアルベルトに、エクシールが苦く笑しようしながら言った。

「それ、しまったほうがいいんじゃない？」

　エクシールが示したのは抜身の脇差だ。稲光を弾はじいてきらめくそれは、ともすれば落らく雷らいの標的になる。

　アルベルトは苦い顔で、渋しぶ々しぶ鞘さやに収めた。

　龍りゆう王おうという号を持つ脇差だ。いっそ雷雨のほうが美しさと切れ味を増しそうだが、雷に打たれるのはさすがにごめんだ。死にはしないだろうが、それなりにダメージを負うだろう。エクシールに従ったわけではないのに、結果としてそうなったことが口くち惜おしい。

　アルベルトの表情から彼の感情の機き微びを読んだ男は、楽しそうに目をすがめる。

　いまのエクシールの言葉を聞けたと、アルベルトは気づいた。聴覚が正常に戻っている。

「エクシール、貴様さっき……」

　男は片手をあげてそれをさえぎった。

「待て、シルフだ。───様子がおかしい」

　彼の視線を追うと、雨の間かん隙げきを縫ぬって、エレメンタル・クラーンのシルフが疾しつ風ぷうのように飛んでいる。よく見ると、確かに様子がおかしかった。

　空から叩たたき落とされる稲いな妻ずまをかいくぐり、たえず視線をあちこちに走らせて、時折顔を覆おおって強風に翻弄されている。

　嵐あらしのなかを懸けん命めいに泳ぐように飛んでいたシルフは、森の一角に立つエクシールと、彼と対たい峙じしているアルベルトに気づいて目を見開き、雨を弾きながら舞まい降りてきた。

　降り立ったシルフの風がエクシールとアルベルトを包むと、叩きつけるようだった雨がさえぎられた。

　ずぶ濡れの髪かみから水がしたたり、アルベルトはそれを鬱うつ陶とうしげに払はらう。

「ああ、ダンピール、こんなところに！　まさかエクシールまでいらっしゃるなんて……！」

　少女の風ふう体ていをしたシルフは青ざめながらエクシールを一いち瞥べつし、アルベルトに訴うつたえた。

「あなたを捜さがしていたのです、ダンピール。どうぞ、ベルヒテスガーデンの別邸へ急いでください。ヴェアヴォルフと美しいマルガリータがあなたを呼んでいます」

「ルイたちが？」

　眉まゆをひそめたアルベルトは、次に発されたシルフの言葉に声を失った。

「モンスター・クラーンの長おさが、ヴァンピーアが……養い子とともに消息を絶ちました…！」

「な……っ」

　絶句したアルベルトに、半分透すきとおった風の精せい霊れいは懇こん願がんする。

「一刻も早く別邸へ。どうか…！」

　身を翻ひるがえしたアルベルトは、全速力で走り出す。

　ここはドイツとオーストリアの国境沿いだ。ザルツブルクに近く、ベルヒテスガーデンからそれほど離れてはいない。直線でなら三十キロメートルもないはずだ。

　しかし、険しい山中をまっすぐに突っ切ることは難しい。ならばどこか町に降りて、足を確保したほうが速い。

「……さすがに速いね、ダンピール」

　青ざめた面持ちで、エクシールは肩をすくめた。

　瞬まばたきをした時にはもう姿が見えなくなっていた。

　男はシルフを視線で捉えた。思いがけずエクシールに遭そう遇ぐうしてしまった風の精霊は、立ち去るタイミングを逸いつして狼ろう狽ばいする。

　エクシールが軽く手を振ふると、気流の檻おりにシルフは完全に閉じ込められた。

「エクシール、何を…！」

　悲鳴をあげるシルフに詰つめ寄り、エクシールは目を細めた。

「詳くわしいことを聞かせてもらえないかな？」

　戦せん慄りつに搦からめ捕とられたシルフは、文字どおり震ふるえあがった。

　知人を見み舞まいに行った咲夜と、彼女を迎むかえに行ったカールがそのまま消息を絶ったのだと、息も絶え絶えの様子で告げる。

　黙だまっていたエクシールの瞳ひとみが、苛か烈れつな刃やいばにも似た輝かがやきを放った。

「その、見舞いに行った相手と、いうのは…？」




　　◇　◇　◇




　シルフの報しらせをアルベルトたちが受けた時点から、少し時間を遡さかのぼる。

　日暮れとともに空を覆いはじめた暗雲を見あげて、ルイは心配そうに呟つぶやいた。

「今日も雨が降りそうですね」

　山間部に位置するベルヒテスガーデンは、陽ひが暮れると急に気温が下がるのだ。さらに、ここ連日、激しいサンダーストームに見舞われている。

　主あるじのカールが咲夜を迎えに出たのは二時間ほど前だ。

　予備の弾だん丸がんが届いたから、もしかしたら久々に射しや撃げき訓練をしたいと咲夜が言い出すかもしれない。少し遅おそくなっても心配はするな。

　カールがそう言い置いて行ったので、さっきまではあまり心配していなかった。

　射撃訓練をしなかったらたぶんそろそろ、と予想して淹いれておいたポットのアールグレイが冷めてしまったので、カットオレンジを添そえたオレンジアイスティーにして、ルイとグレーテルとジルの三人で先に頂いた。

　切子のタンブラーで供されたオレンジアイスティーを、三人の中でもジルがことのほか喜んだ。彼女は咲夜と同様に、ベルガモットの香かおりがお気に入りなのだ。

　氷とオレンジをグラスの中でくるくると回して、立ち昇のぼるベルガモットとオレンジの香りを楽しんでいたのが、一時間ほど前。飲み終わってからも、精せい緻ちで美しい切子のタンブラーを明かりにかざして、床ゆかに落ちる影かげの形が変わる様をジルはひとりで楽しんでいた。

　きっと、カールの予想通り、どこかで射撃訓練をして遅くなっているのだろう。

　ルイもグレーテルも、そう思っていた。

　どんどん空が暗くなっていくので、ジルは寝しん室しつの窓を閉めに二階にのぼった。ルイとグレーテルの寝室は一階で、カールや咲夜、要かなめ、ジルの寝室は二階にある。二階の部屋は総数六で、トーゴやアルベルトが遅おくれてやってきても大だい丈じよう夫ぶなのだ。

　それに、各寝室にベッドはふたつあるのだ。ジルは初日は我が慢まんしてひとりで眠ねむったが、悪夢にうなされて飛び起きてしまい、それ以来咲夜の部屋に泊とまらせてもらっている。

　昼間は風を通すために窓を開けるのだ。

「みんな、遅いな…」

　ルイやグレーテルは忙いそがしいので、一部屋一部屋窓を閉めるのはジルの日課だった。

　三部屋目の窓に手をかけたとき、雨が降り出したのに気づく。

「大変、急がなきゃ」

　湿しめった強めの風が入ってくる。子どもの力では押されそうになって、ジルはかなり苦労しながらアーチ型の窓を閉めていく。

　最後の部屋に入ったとき、遠くでばらばらというローターの音がしていた。

　窓を閉めながら見あげた暗い空に、飛行機か何かのライトがひとつ見えた。それが騒そう音おんをまき散らしながら北のほうに飛んでいくのを、ジルは首を傾かたむけて眺ながめていた。










　雨が本降りになった頃ころ、教会修復工事の雑用アルバイトに入っていた東とう條じよう要が、一日の仕事を終えて帰ってきた。

　彼はこの夏をベルンシュタイン家の別べつ邸ていに泊まりながら、アルバイトをして過ごすことになっている。

　要の両親は、ブリンクラインの招待でヨーロッパ・アメリカ周遊豪ごう華かクルーズの旅に出ている。これには確実に裏があると踏ふんで、要は同行しなかった。敵の狙ねらいは、ジルと関係している要であって、両親ではないと思われるからだ。

　それに、エクシールも、要がいなければ両親に危険はないだろうと言っていた。どこまであの男を信じていいのかはわからないが、彼がいままで言ったことが間ま違ちがっていたことはないので、今回もきっとそうに違ちがいない、という希望的観測もあった。

　いまのところ、何事も起こっていない。

「ふう、今日も降られたぜ…」

　土ど砂しや降りの中を帰ってきた要は、鈍にぶい銀色のてるてる坊ぼう主ずのような格好で傘かさは持っていない。この地のサンダーストームには、傘は役に立たない。風にあおられた横よこ殴なぐりの雨でかなり濡ぬれるからだ。なので要はルイの私物のレインコートを借りて、常に携けい帯たいしているのだった。

　レインコートを玄げん関かんポーチで脱ぬぎ、振ってあらかた水気を飛ばす。ルイのレインコートは要には少々、いやかなり、丈たけが長めなのだが、膝ひざ下したまで覆おおってくれるので助かっている。

　そうして呼び鈴りんを鳴らしてから扉とびらを開け、エントランスに入った。風がだいぶ強くなっていて、閉めるのに少し苦労した。

「ただいまー」

「お帰りなさいませ、要さん」

　要を出で迎むかえたグレーテルは、濡れたレインコートを受け取る。代わりにタオルと、封ふう書しよとポストカードを一通ずつ差し出した。

「さっき届きましたよ」

「ありがとうございます」

　タオルで手や顔を拭ぬぐって、封書とポストカードを確かめる。差出人は、封書が母の雅まさ美み、ポストカードは日本にいる遠えん距きよ離り恋れん愛あい中の彼女からだった。

　帰らないと伝えたところ、彼女は大層がっかりして、珍めずらしくごねた。せめて夏休みの終わりの一週間くらいは帰国しないの、と、本当に珍しく、食い下がってきた。

　その頃にクライスがらみの色々なものやクラーンのあれこれが全部片づいていたら、もしかしたら帰れるかもなと要はちょっとだけ考えたが、そんな希望的観測の曖あい昧まいな予定でぬか喜びをさせるほうが可哀かわい想そうだと自分に言い聞かせて、平謝りをして許してもらった。

　不承不承で許してくれたのはわかっている。こうやって送ってくれるポストカードの文面の端はし々ばしが、妙みように冷たくとんがっているところにもそれが表れている。

　それでも、国際電話は高いので、やっぱりコミュニケーション手段は手紙しかないのだ。

　バイト代が入ったら、ちょっとしたプレゼントを買って送ろうとは思っているが、本当はものなんかいらないということも、要はちゃんとわかっている。

「あれ、司し堂どうとカールさんは？」

　いつもならリビングでくつろいでいるのに、姿が見えない。ソファセットに座っているのはジルひとりだった。

　切子のグラスをテーブルに置いて、ライトで影を作って遊んでいた少女が要の疑問に答える。

「咲夜はお見舞いよ。カールは咲夜を迎えに行ったの」

　それで合が点てんが行った。

　死んだと思っていたブリンクラインの御おん曹ぞう司しが湖のそばの大きな邸やしきで療りよう養ようしているらしいという話を、バイト先で聞きつけてベルンシュタイン家にもたらしたのは要だ。

　あの怪け我がで生きてるはずがない、何かの間違いではないのか。

　カーン家の別べつ荘そうに問い合わせたところ、ベルンシュタイン家のご令れい嬢じようならばぜひ招待したいとの申し出を受けて、半信半疑の咲夜はとにかく確かめてくると言っていた。

　タオルを首にかけて、ジルの隣となりによいせと腰こしを下ろし、背もたれにもたれて天てん井じようを見上げる。

　ベルンシュタイン家のものだけあって、一年に一度訪おとずれるかどうかというくらいの別邸でも、要の住むアパートより天井が高く、だだっ広い。

「お見み舞まいなのに、随ずい分ぶん長居してるんだなぁ」

「ええとね、カールが出かけるときに、もしかしたら帰りに森で銃じゆうの練習をしてくるかもしれないって言ってた」

　出かける間ま際ぎわのルイとカールの会話を聞いていたジルだ。

「あー、なーるほど。じゃ、遅くなるのも当然だ」

　咲夜は集中力が桁けた外はずれに持続するのだ。夢中になっているうちに数時間経過、というのもざらだという話なので、久々の射撃訓練で時間を忘れているのだろう。

　付き合わされるカールも大変だなぁと一いつ瞬しゆん思ったが、あの御ご仁じんは娘むすめとの時間を大切にしているから、ふたりでいられることを喜んでそうだなと考え直した。

　母からの封書を開けてざっと一読する。クルーズ旅行は何もかもが楽しくて仕方がない、要も一いつ緒しよに来ればよかったのに、という内容が、はしゃいだ文面で綴つづられている。

　平和で楽しそうで何よりだと、要は内心でほっとする。

「ロードさんたちがついててくれてるから、大丈夫だとは思うけどさ」

　ロード・スケルトンと、その愛馬ペレニアル・オネスティは、東條夫妻を陰かげながら護衛するため、クルーズ船に乗船しているのだ。彼らからの連れん絡らくは何もない。便りがないのは良い便り。

　それから、日本からのポストカードをちらっと見て、深々とため息をつく。

　そこに、グラスの乗ったトレイを手にしたルイが現れた。

「要さん、アイスティーです、どうぞ」

「わーい、ありがとうございます、うまそー」

　ルイが持ってきてくれた切子ガラスを受け取って、再びポストカードを眺めながら眉み間けんにしわを寄せる要に、ジルが首を傾かしげて問うた。

「要は大人になったらそのひとと結けつ婚こんするの？」

　突とつ拍ぴよう子しもない質問に、アイスティーを飲みかけていた要は思い切り吹ふいた。

　気管に液体が入ってげほげほむせながら、ポストカードと封書の無事は確かく認にんする。ああよかった、かかってない。

　しばらくして落ち着いた要は、びっくりした様子のジルをしげしげと見返した。

「そうくるか……」

「だって、大切なひとなんでしょう？」

「……いや…そんな…そういう……そこまで…とか…では…な……」

　──くはないが、幼いジルにだけだったらまだしも、ルイやグレーテルに聞こえるところでそんな本音を白状するのは、気き恥はずかしいというか穴があったら入りたいというか照れ隠かくしにテーブルをひっくり返して夕ゆう陽ひに向かって走り出したいというか、べったべたの青春ドラマよろしく海に向かってばかやろーと叫さけぶほうがまだ開き直れるってもんじゃないのかぁぁぁ!?

　と、胸の中で絶ぜつ叫きようしながら、要は脳をフル回転させて取り繕つくろえるような言葉を探す。

　が、残念ながら見つからなかった。

　はああああ、と深々と息をついて、要はジルに顔を近づけて声をひそめる。

「……ジルと俺だけの秘密だからな」

　つられたジルも要に顔を寄せてこそこそと頷うなずく。

「うん」

　真しん剣けんな面おも持もちの要に、ジルもまた真剣な顔になる。

「先のことは、まだちゃんと決められないっていうか、どうなるかわからないんだけど」

「うん」

「……俺は、そうなったらいいなあと、思ってる」

　ジルの顔がぱあっと明るくなった。

「ねえねえ、そうなったら」

「うん」

「要のうちの子に、してくれないかな？」

「……っ」

　驚おどろいて二の句の継つげないナハバールの少年に、この世の災さい厄やくと呼ばれたこともある少女は、少しだけ寂さびしい目で笑う。

「要の国は、ここから遠いでしょう？　海の向こうなんでしょう？　それくらい遠い国の、ナハバールの子になったら、きっとジーンもわたしを見つけられないと思うの」

　要は、ジルがずっと怖こわい夢を見つづけているのだということに、ようやく思い至った。

　詳くわしい話は聞いていないし、聞くつもりもない。でも、咲夜たちの会話の端々に、ジルがとても怖い目に遭あってきたのだということと、それをしていたひどい男がいるのだということは、理解している。

　それがジーン。この幼い少女に、毎晩のように悪夢を見せる。恐おそろしい記き憶おくを、心と体に刻み込んだ男だ。

　ベルンシュタインの者たちはみな、ジルにここにいていいと言ってくれている。ベルンシュタイン家の者たちが絶えずそばにいて、守られている。

　それでも、ジルは常に恐れている。だから夢を見るのだ。

　ここにいたら、いつかジーンが連れ戻もどしに来るかもしれない。いくら咲夜たちがいてくれても、ここはジーンに近すぎる気がしてならない。

　でも、海を越こえて、山を越えて、遠い遠い東の島国に逃にげたら。きっとジーンも、見つけられない。たとえ追ってきても、見つけられないで、諦あきらめるかもしれない。

　すがるような眼まな差ざしで見つめてくる少女の頭を、要はよしよしと撫なでた。
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「わかった。……でも、そんなに先じゃなくてもいいよ。いっそ、いますぐでも、俺んちの子になればいい」

「ええ？」

　目を丸くするジルに、要は封ふう書しよの差出人を示した。

「うちの母さん、ほんとは女の子もほしかったんだってさ。俺ひとりっ子だから、ずっと兄弟ほしかったんだ。俺の妹になればいい、そうしよ」

　そうしてもう一度声をひそめて、ジルに耳打ちをする。

「そしたら、将来自動的に、優やさしいお姉さんもできるんだぜ」

　いまはまだ予定だが、いずれそうなるつもりなのである。

「こんなにかわいい娘ができるなんてことになったら、父さんも母さんもきっと大喜びだ」

　日本にいる祖父母も、最初は目を丸くするだろうが、最後には笑って迎むかえ入れてくれるだろう。なに、そうならなかったらヴァンピーアのカールに協力してもらって、笑って迎え入れさせれば問題ない。うわあ、モンスターの特とく殊しゆ能力ってこういうときほんと便利。

「まずはカールさんたちに話して、そうしてもいいか訊きくんだ。いいって言われたら、うちの親を丸め込む作戦立てよう。司堂たちにも協力してもらえば、きっとどうにかなるって」

　そして、冬には一緒に日本に帰って、年末年始の行事を堪たん能のうして。ああそうだ、ばあちゃんがきっとどっかから着物とか出してきて、着きせ替かえ人形状態で着付けてくれるに違ちがいない。

「よし、約束な」

　小指を立てて差し出す要に、ジルは不思議そうに目をしばたたかせる。

「なに？」

「あ、そっか。これは、日本の約束の印で、指切りっていうんだよ」

　指切り拳げん万まん、噓うそついたら、針千本飲ます。

　教えてやると、そんなに飲んだら死んじゃう、と少女が青い顔をする。だから指切りの約束は絶対守るんだよと破顔する要に、ジルはほっとしたように笑った。

　ぎこちない手つきで指切りをする。

　空になったグラスを持って、要は立ち上がった。アイスティーがおいしかったので、おかわりを頼たのみにキッチンに赴おもむいた。

「カールさんはいつ帰ってくるのかなー？」

　早くジルのことを相談したくて、呟つぶやく要である。

　いつもだったら出かけていてもこの時間には帰っているし、そもそもこのベルヒテスガーデンにはバカンスで来ているのだ。出かけたカールや咲夜の帰りがこれほど遅おそくなるのは、この夏にここに来て以来初めてだった。

　キッチンではグレーテルが夕食の支し度たくに取り掛かかっていた。それを手伝っていたルイに、カールたちはいつごろ戻るのかを尋たずねると、壁かべの掛け時ど計けいをしきりに見ながら、彼は困った顔で口を開いた。

「それが、なんの連絡もなくて」

　ぜんまい仕じ掛かけのアンティーク時計は、かちこちと大きな音を立てながら時を刻んでいる。

「さすがにそろそろ戻られるとは思いますが…」

　雨も風も相当激しく、稲いな光びかりが走ってから雷らい鳴めいがとどろくまでの時間が徐じよ々じよに短くなってきている。山のほうで生じた雷雲が広がってきて、夜半過ぎまで荒あれ狂くるうのだ。

　いくら司堂咲夜でも、こんな天候で射しや撃げき訓練をつづけたりはしないだろう。いや、待てよ。

　彼女のことだから、こういうシチュエーションだってあり得るのだから絶好のトレーニング日和びよりだ、くらい言ってのけそうな気がする。しかしそこはさすがにカールが止めるだろう。

「いい加減帰ってくるんじゃないですかね……」

　調子を合わせる要に、ルイはそうですねと頷いた。

　エントランスには要が着ていたレインコートが干されていた。したたり落ちた水が大理石の床ゆかにたまっている。

　要は用具室からモップを持ってきた。毎日のことなので、掃そう除じ用具の場所は心得ている。

　もう少しで夜の八時だが、外はもうすっかり暗かった。

　夏のドイツは夜の九時でもまだ明るいのだ。しかし、ここではサンダーストームのおかげで、日本人である要としてはまっとうに夜であってほしい時間にちゃんと暗くなる。

　連日の雨と風と雷かみなりはちょっとうるさいし蒸むすのだが、雨がやむと寒いと感じるほど涼すずしくなるので、こういうものなのだと思うことにしている。

　ふいに、アーチ窓に重いものがぶつかったような音がした。ばたんと音を立てて窓が開いた気配。風と雨が吹ふき込んでくる。

　リビングからジルの悲鳴が聞こえ、ルイと要は急いでリビングに駆かけこんだ。

　開いた窓の前に、片かた翼よくを広げたずぶ濡ぬれの梟ふくろうがいた。ばたばたと床を叩たたいて、翼つばさから落ちた水が絨じゆう毯たん敷じきの床に散る。強風で痛めたのか、もう片翼は不自然に曲がっていた。

「ジル、危ないからこっちへ」

　縋すがりついてきたジルを要に任せて、ルイは注意しながら梟に近づいた。

　梟は猛もう禽きんだ。しかも手負いである。気が立って襲おそってくる危険が充じゆう分ぶん考えられた。

　首をもたげた梟は、警けい戒かいしているルイを見て、くちばしを開いて唸うなるような声を発した。

　柔にゆう和わな面立ちの執しつ事じははっと目を見開くと、駆け寄って梟を抱だき上げる。

　羽う毛もうに囲まれた大きな丸い目でルイを凝ぎよう視しし、梟は猫ねこにも似た鋭するどい鳴き声をあげた。

　ぎゃあぎゃあという耳に突つき刺ささるような鳴き声に、ルイの表情が険しくなっていく。

　何事かと駆けつけてきたグレーテルに梟を任せ、ルイは身を翻ひるがえした。

　ただならぬ様子に怯おびえるジルを、膝ひざをついて抱かかえた要が、恐る恐る口を開いた。

「ルイさん…？」

　駆け出そうとしていたルイは、要とジルを一いち瞥べつしてからグレーテルを顧かえりみた。

「あとを頼みます」

　梟の訴うつたえを解したグレーテルは、青ざめた顔で頷うなずいた。

　サンダーストームは、ますます激しさを増していくようだった。










　──ヴァンピーアの長おさと、その養い子が、危機に瀕ひんしている。森の奥の館やかたに急げ

　梟の報はごく短く。

　だが、それだけで充分だった。

　街灯の乏とぼしい森沿いの道は、ルイの車以外通らない。

　制限速度を遥はるかに上回ったスピードで、ルイはケーニヒス湖の先にある廃はい屋おくを目指した。

　この十六年間一度も通らなかった道程だ。ルイだけではない。十六年前の春以降、ベルンシュタイン家の者がこの道を通ったことは、一度もない。

　それでも、初めて訪おとずれるものは見落としてしまうようなわかりにくい林道の入り口を見落とすことはなく、舗ほ装そうされていない道を猛もうスピードで疾しつ走そうし、一台の車を見つけて急ブレーキを踏ふんだ。

　雨でぬかるんだ道はスリップして、車体が振ふり回まわされた。舌打ちしながらハンドルを切ったが、完全にコントロールはできず、道を逸それて木に衝しよう突とつしてようやく停とまった。

　ルイは濡れるのも構わずに車外に出た。

　雨ざらしになっていたのは、カールの愛車だ。よく見ると四つのタイヤがすべてパンクしている。暗くら闇やみの中でも見えるヴェアヴォルフの目は、タイヤに穿うがたれた弾だん痕こんをはっきりと認めた。

　暗闇を裂さくような雷らい光こうが辺りを白く染める。十六年ぶりに見た石造りの館は、遠目には記き憶おくの中と全く変わっていなかった。

　しかし、館を囲む平地は、手入れの行き届いていた昔ほど整ってはおらず、背の低い雑草がのさばっている。木々に囲まれた庭と館は、近づくほどに荒れた様相を見せた。

　稲いな妻ずまがひらめくたびに、あちこちに転がった黒い銃じゆう器きが鈍にぶく光った。草の中で反射するのは空の薬やつ莢きようだ。

　あちこちに落ちていたたくさんのオートマチックの中で、妙みように気にかかって拾い上げた一いつ挺ちようのリボルバー。ルイはそれに見覚えがあった。

　過日のパーティー会場で、ケッツァーが使用していたのと同じ、ナガンＭ１８９５だ。シリンダーには弾たまが幾いくつか残っている。

　ルイの心臓は激しく蹴けり上げられた。この弾だん丸がんは、まさか。

　叩きつけるような雨の中にたたずむ館の中は真っ暗で、窓にはまっていたガラスはことごとく割れている。

　ひとの気配はなかった。ひとだけでなく、生きものの気配自体が感じられない。

　息をすることも忘れて、ルイは館の中に駆けこんだ。蝶ちようつがいが壊こわれて、割れて廊ろう下かに倒たおれた扉とびら。散乱したガラスと、不自然に積もった砂のようなもの。

　そして、窓から吹き込んでいる風でも消えない、血の匂におい。

　胸の奥がどくんと跳はねる。

　嗅きゆう覚かくの鋭いヴェアヴォルフは、それが誰だれの流したものなのか、正しく理解した。

　八十年以上、そば近くに仕えてきたのだ。間ま違ちがえることなどあり得ない。

　血臭に満ちた廊下でルイはそのまま動けなくなった。

　気配がない。生きものの、気配がない。漂っている血の匂いは恐おそろしいほど濃こくて、なのに生きているものがそこにいるという感覚が、まったくないのだ。

　どくどくと、激しい鼓こ動どうがすべての音を凌しのいで、ルイは自分が小さく震ふるえていることにも気づいていなかった。

　全身を叱しつ咤たし、ヴェアヴォルフの青年は必死で足を進める。

　そこに何があったとしても、彼は冷静でいなければならなかった。
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　激しい風雨と雷らい鳴めいの中、ベルヒテスガーデンの別べつ邸ていの門前に一台の車が猛スピードでやってきて急停止した。

　エンジンが止まり、ドアを勢いよく開けて出てきたのはアルベルトだった。山中から街に降り、最初に見つけた自動車専門店に入り、一番馬力のある車種をその場で買い付けた。

　店員は最初、ずぶ濡れで入ってきた若造を冷やかしだと決めつけてまるで相手にしていなかった。しかしアルベルトがブラックカードを出すと態度が一変して店長が飛んできた。

　別邸が見えたとき一いつ瞬しゆん目をやったデジタル表示の時計は、夜半近くを示していた。

　門を開いて見あげると、二階の部屋はどれも真っ暗だ。玄げん関かんとエントランスは照明が灯ともされていた。

　もともと濡れていたアルベルトは、玄関ポーチに駆けていく間にずぶ濡れになる。

　施せ錠じようはされていなかった。

「ルイ、グレーテル！」

　返事を待たずにリビングに向かう。叫さけびを聞いた執しつ事じが、青を通とおり越こした白い顔で出てきた。

「アルベルト様！」

　彼の後ろにつづいてきたグレーテルも目を見開く。彼女は強こわ張ばった面おも持もちでくるりと踵きびすを返すと足早に奥へと下がっていった。

　ふたりとも、主あるじの息子むすこの、予告もない突とつ然ぜんの帰邸に驚おどろいた、という顔ではなかった。

　ルイを押しやるようにしてリビングに踏み込むと、光量を少し落としたそこは黄昏たそがれ時に似た雰ふん囲い気きに満ちていた。

　外で荒あれ狂くるっているサンダーストームとは対極をなすような、凍いてついた重い空気。

　ソファで膝を抱えてうずくまっていた少女と、その隣となりでうなだれていた少年が、がばっと顔をあげる。

「アベルさん…」

　呟つぶやいた要がふっと目を細めて、顔をぐしゃぐしゃにする。それでも最後の一線だけは越えずに踏みとどまったのは、隣の少女が先に引き攣つれた声をあげたからだった。

「…咲夜が…カールが…っ」

　それだけをようやく絞しぼり出したジルは、あとは言葉にならなかった。大おお粒つぶの涙なみだがあとからあとからあふれて、声も出せずに身を震わせる。喉のどからもれるのは引き攣れたような微かすかな呼吸の音だけの、胸が痛くなるような悲しい泣き方だった。

　戻もどってきたグレーテルが、全身ぬれねずみのアルベルトに黙だまってタオルを差し出す。無言でそれを摑つかみ取ったアルベルトは、滴しずくのしたたる髪かみを乱暴な手つきで拭ぬぐいながら言った。

「咲夜とカールはどこだ」

　答えたのは、蒼そう白はくながらも背筋をのばしたルイだ。

「わかりません」

　ぎりっと唇くちびるを嚙かんで、アルベルトはタオルを床ゆかにたたきつける。

　シルフの告げた通りか。

「咲夜とカールが、消息を絶ったと、シルフが…」

　うめくアルベルトに、ルイとグレーテルはうなだれる。

「どうしてそんなことになった」

　苛いら立だつアルベルトは、風を打つ音を聞いて視線をめぐらせた。

　ジルの後ろ、ソファの背もたれに大きな黒い塊かたまりがいる。

　閉じていた両りよう翼よくを広げたそれは、梟ふくろうだ。鋭するどいくちばしを開いてけたたましい唸うなりが発される。

　ダンピールの血が、物言わぬ梟の言葉を正確に伝えてきた。

「……………」

　剣けん吞のんさを増していくアルベルトを、強張った面持ちで見つめていたグレーテルは、ルイが目め許もとに手を当てる様を、視界のすみに捉とらえた。

　それまでじっと平静さを保っていた執事は、ついに耐たえ切れなくなって、唇を嚙みながら肩かたを震わせた。

　梟は、己おのれの見たものを語り終えると、瞬まばたきをひとつした。

　泣きつづけるジルの頭を撫なでるように翼つばさをのばし、目を真っ赤にした要の頰ほおにも羽の先を添そえてやる。

　要は何度も瞬きをしながら、ぐっと唇を引き結んでうつむく。何度も何度も目をしばたたかせる。そうしないと、滴がこぼれてしまいそうだった。

　泣くのは俺じゃない。泣いていいのは俺じゃない。ジルはいいんだ。子どもだから。小さいから。泣いて泣いて泣くだけ泣いたら、疲つかれて眠ねむってしまえるから。

　だから泣いちまえ、思う存分目いっぱい泣いちまえと、泣きたい気持ちを必死で堪こらえながら、要は胸の中でひたすら繰くり返かえす。

　やがて、泣くだけ泣いて精も根も尽つき果はてたジルは、涙を流したまま瞼まぶたを落として要にもたれてきた。疲れ切って眠った。いいや、もしかしたら、心が擦すり切れるのを防ぐために、意識のスイッチを切ったのかもしれない。

　それでいいと、要は思った。それが子どもの特権だ。つらいことは全部大人が引き受けてやればいい。

　ジルを抱だきかかえて、グレーテルに目配せをする。上に連れて行くと、音にせずに唇だけで紡つむぐと、解した老女は黙もく然ぜんと頷うなずいた。

　ここにいるのは、要もつらいだろう。

　悄しよう然ぜんとした背を見送って、グレーテルは静かにリビングを抜ぬけると、深刻な面持ちでキッチンに下がった。

「────ルイ」

　感情を完全に殺した一声。

　執事の肩が跳はね上がる。息を詰つめたルイは、崩くずれかけた自分を瞬しゆん時じに立てなおした。

「はい」

　アルベルトの双そう眸ぼうが剣吞さをいや増す。

「お前が見たものを話せ」

　促うながされた執事は、感情を無理やり抑おさえた声で、目にしたものをありのまま語った。

　そこにあったのは、砕くだけて散乱した窓のガラス。おびただしい量の血けつ痕こん。血にまみれたオーダーメイドのジャケット。ボロボロになったボレロに包まれた幾いくつものマガジン。その横に置かれたグロック一いつ挺ちよう。ハンカチや財さい布ふの入ったショルダーバッグ。

　血痕の乾かわき具合から、血が流されてからかなりの時間が経過していることが察せられた。

　喘あえぐように呼吸しながら、ルイはふらりとよろけて壁かべに寄りかかった。

　ずっと無人だったのにそれほど埃ほこりっぽさを感じないのは、ガラスの割れた窓から雨風が吹ふき込んだからだろう。

「……………」

　ひときわ激しい雷鳴に殴なぐられたように、膝ひざの力が抜けて、ルイはそのままずるずると座り込んだ。

　これほど血を流して、果たして生きていられるのか。ヴァンピーアといえども、不死ではないのだ。

　しばらく呆ぼう然ぜんと、血痕や床のグロック、ショルダーバッグをぼんやりと見ていた。

　そうして、ふと、気づいた。ふたの開いたショルダーバッグ。

　よろめきながら立ち上がり、ショルダーバッグに手をのばす。

　先日のパーティーのときに辛しん酸さんをなめて以来、咲夜は常時愛あい銃じゆうを携けい帯たいしていた。今日も出かける前に、ショルダーホルスターから抜いたＳ＆ＷＭ36と、所持した弾だん丸がんをすべて入れていたはずだ。

　それがない。ここに残されているのは襲しゆう撃げき者たちの銃じゆう器きのみ。

　激しい銃じゆう撃げき戦せんはあった。だが、室内に抵てい抗こうのあとはない。重傷を負ったカールを置いて咲夜がひとりで逃にげるとは思えない。

　室内にはＭ36の空薬やつ莢きようは落ちていない。咲夜はここでは発はつ砲ぽうしなかったのだ。

　ヴァンピーアは死ねば灰になる。ここにそれらしき残ざん滓しは皆かい無むだ。ならばカールは、少なくともここでは命を落としていない。

　血溜だまりの痕あと以外にカールの血痕はない。止血をして移動したか、あるいは何者かに拉ら致ちされたか。

　カールのジャケットと咲夜のボレロを拾ったルイは、そのときようやく、かすかに漂ただよう第三者の残のこり香がに気づいた。

　嗅きゆう覚かくの鋭いヴェアヴォルフでなければ気づかなかっただろうそれは、ルイの記き憶おくにある昔の知人に合がつ致ちした。

　まさか、そんな。

　激しく動どう揺ようし、信じられない思いで館やかた中を廻めぐったが、残り香以外には何の痕こん跡せきも見つけられなかった。

　何かの間ま違ちがいだと思うことに決め、彼は館をあとにした。幾つものグロックには目もくれず、ナガンだけを持って車に戻る。

　大きく深呼吸をしてエンジンをかけ、来た道を引き返す。

　努力しても止められない震ふるえに、ルイは己れの受けた衝しよう撃げきの深さと激しさを、弥いやが上にも突つきつけられた───。

「ここに戻ってすぐ、グレーテルと相談をして、パラルダを呼びました」

　エーアストから狩かりを命じられてケッツァーを追っていたアルベルトの居所は不明だった。ヴァンピーア・クラーンの長おさが不在のいま、その後こう継けい者であるアルベルトを捜さがし出し、指示を仰あおがなければならなかったのである。

　アルベルトのもとに降りてきたシルフは、ルイたちの頼たのみを受けた風の精せい霊れい王に命じられた中のひとりだった。

　ルイとグレーテルは、城のエーアストに事態をまだ報告していない。それはアルベルトの役目だ。

　少しの間、アルベルトは瞼を半分伏ふせて押し黙った。

　クライスと通じていたディートリヒが所持していたナガンＭ１８９５。同じものが、あの廃はい屋おくの近くに落ちていたという。

　ルイがそれだけ持ち帰ってきたのは、ヨーゼフが密輸したリボルバーかどうか、調べるためだった。

　どくんと、鼓こ動どうが不自然に跳ねた。

　カールがいないいま、クラーンの長の代行者として、アルベルトはすべての責務を負わなければならない。

　カールと咲夜の行方ゆくえを追うよりも先に、考えなければならないことがある。

　離り反はんしたケッツァーが、クライスにどんな情報を漏もらしていたか。それによって生じるかもしれないあらゆる事態の予測をし、場合によっては先せん攻こうして収束させるのだ。

　ディートリヒを生け捕どりにするべきだった。奴やつが歯の奥に自決用の薬やく剤ざいを仕込んでいたことに気づけなかったのは、自分の落ち度だ。少なくとも、クラーンの長老衆はそのように断罪してくるだろう。

　生かしておけば、クライスの本ほん拠きよ地ちであるフェアシュテックの場所を聞き出すことができた。これまで一度も摑つかめなかった情報を、あのケッツァーは持っていたのだから。

　胸の奥で、鼓動が冷たく跳ねる。

　消息を絶ったのは、ベルンシュタインの養い子と───ヴァンピーア・クラーンの長。

　鼓動が跳ねる。冷たく。重く。

　ヴァンピーアの長は、モンスター・クラーンの頂点に君臨し、すべてのクラーンを束ねる。

　そして、ヴァンピーアの長は、クラーンすべての命を預かる。

　最優先事じ項こうは何か、最良の選せん択たくをすることが長の義務。そこに私情は必要ない。私情などあってはならない。

　長の責務の最たるは、クラーンの存続。クラーンの命を脅おびやかすものを、ひそやかに確実に、殲せん滅めつすること。

　家族たちと引き離はなされて城で暮らしていた十年の間、トーゴとともにアルベルトの養育に当たったエーアストは、それを彼に徹てつ底ていして教えこんだ。

　──アルベルト。これは、ベルンシュタインの直系であるお前が、将来受うけ継つぎ、担になうことになる責務だ。ダンピールであるお前は、純血のヴァンピーアよりはるかに厳しい目を向けられる。だから、決して間違えてはならない

　無意識に落とした瞼まぶたの裏に、エーアストの厳しい面おも持もちが浮うかんで消えた。

　鼓動が跳ねる。わかっている。

「──────」

　アルベルトが黙もつ考こうしていたのは、時間にするとほんの僅わずかの間だ。

　瞼があがったとき、彼は感情を完全に鎮しずめた顔をしていた。

「ルイ」

　先刻までとは打って変わった静かな語気に、ルイの背に緊きん張ちようが走はしる。

「あの館からお前が持ち帰ってきたナガンはどこだ」

　闇やみにとける黒い双眸が冷たい輝かがやきを放つ。

「書しよ斎さいに。万が一ジルや要さんが触ふれたら危ないので…」

　アルベルトは頷くと、ただちに霧きりの森の魔ま女じよに連れん絡らくを取り、ナガンを調べさせるようにとルイに命じた。

　シリンダーに残った弾丸が、リューゲン島のウィルヘルミナと、マーメイドに使用されたものと同じであると断定されれば、ヨーゼフが密輸したものだという確証が取れる。

「クラーンの総力をあげて、ヨーゼフの足そく跡せきを徹底的に洗い出せ。三挺ちよう目のナガンをどこで誰だれに渡わたしたかを突き止めろ」

　同時に、咲夜とカールがカーン家の別べつ荘そうを出てから、あの辺り一帯に足を踏ふみ入れた者すべてを探し出し、素す性じようを調べ上げるのだ。

「それと……」

　ポケットにねじ込んでいたペンダントの存在を思い出し、アルベルトはつけ加える。

「これをディートリヒが持っていた」

「これは…！」

　見覚えのあるペンダントに、ルイが目を瞠みはる。

「エクシール曰いわく、これはクライスの本拠地に入るための許可証だそうだ。ディートリヒの動向はザムエルが調べていたはずだな？　どうなっているか、こちらに逐ちく一いち報告させろ」

「はい」

　アルベルトの脳のう裏りに、ふと、先日のパーティー会場の襲撃がよぎった。

　生きていたことが奇き跡せきのような、カーン家の御おん曹ぞう司し。どうやって助かったのか。

「それと……」

　言い差して、アルベルトは頭かぶりを振ふる。いまはそれどころではない。

「マーメイド・クラーンの長に通達。ディートリヒとヨーゼフと関かかわっていたもののなかで、所在の摑めないクラーンを洗い出せ。確かな理由もなくナハバールと接せつ触しよくしている者がいないか。クラーンだけでなく、接触しているナハバールについてもだ。必要ならエレメンタル・クラーンの王たちにも協力の要よう請せいを」

　通常、そういった調査はマーメイド・クラーンに任せることになっている。慎しん重ちようで綿密なマーメイドだが、今回は仲間が撃うたれている。怪あやしいものは、誰であろうと、どんな手を用いても徹底的に調べ上げるだろう。

「エーアストには、雷らい雨うが収まるのを待って使いを……」

　そのとき、アルベルトの肩かたに、ソファの背もたれを蹴けった梟ふくろうが飛び移った。物言わぬ梟は丸い目でじっと青年を見つめ、くるりと首をめぐらせる。

「……シルフのほうが、速いんだがな」

　無感動に瞬まばたきをする梟の頭をひとつ撫なでて、アルベルトは嘆たん息そくした。

「ルイ、魔女の薬を。こいつが行くらしい」

　翼つばさの打ち方がおかしかったことに気づいていたアルベルトは、志願兵よろしく胸を張る梟を両手で持ってルイに渡す。

「はい」

　応じながら、ルイは内心で感嘆していた。

　カールのみならず、咲夜まで消息を絶っている。にもかかわらず、彼はこの上なく冷静に状じよう況きようを判断し、いま出来得る最善の策を短時間のうちに弾はじき出した。

　クラーンの長老衆の大半は、ダンピールのアルベルトが将来ベルンシュタインを継ぐことに不信感を抱いだいている。前カルネオル伯はくオイゲンが策さく謀ぼうをめぐらせたのも、それが要因のひとつだった。

　しかし、カールだけでなく咲夜も消息不明の状況下で、彼は長の代理としての役割を優先し、極きわめて冷静に、非の打ちどころなく責務を果たしている。

　これならば、彼が将来、長の地位を受け継ぐことに、長老衆も異を唱えられまい。

　以前、カールが不在の折に、咲夜がベルンシュタイン家の一員として、裁量をくだしたことがあった。

　カールの子どもたちは、ヴァンピーア・クラーンの長ベルンシュタインの名に恥はじない器量を完かん璧ぺきに備えている。

　それがルイには誇ほこらしく、またこの上もなく頼もしく映った。ベルンシュタインを名乗る者がひとりでも残っていれば、クラーンのすべては確実に守られるに違ちがいない。

　ふいにアルベルトは、思い出したように口を開いた。

「そういえば、お前があの館やかたで気づいた第三者というのは、誰なんだ？」

　聞きそびれていたそれを問うてくるダンピールに、ルイの表情は強こわ張ばった。

「それは……」

　一いつ瞬しゆん言いい澱よどんだヴェアヴォルフは、できるだけ平静な語気を作った。

「………残のこり香がが……、……恭きよう介すけさんに、よく似ていた気が、しただけです」

　アルベルトの瞳ひとみが驚きよう愕がくで凍こおりつく。

　二の句の継げない彼は、やがて執しつ事じについと背を向けた。

「……悪いが、何か飲みものを、持ってきてくれ。───グシュヴェントナーのアールグレイを頼たのむ」

　ルイはふっと息を止めてアルベルトの背を見つめた。彼は思い出したようにつけ加えた。

「急がなくていい。……さっき言ったことが全部すんでからで構わない」

　向けられた背中に、ルイは何かを言いかけた。

　しかし、喉のどの奥に出かけた言葉を吞のみ込んで、代わりに短く応じた。

「はい。では」

　ルイは、背に一礼してリビングをあとにする。

「グシュヴェントナーの……」

　廊ろう下かを進んでいた執事の足が止まる。彼の手に乗っている梟が、羽う毛もうに囲まれた大きな丸い目で、片手で目め許もとを蔽おおう青年を不思議そうに見上げた。

　アルベルトは、取り立ててアールグレイを好きなわけではない。ルイの淹いれるお茶ならば、どれもおいしいからと、出されたものをいつも黙だまって飲むのだ。

　アールグレイを好むのは、アルベルトではない。

　──ルイの淹れたお茶はおいしいなぁ

　ベルンシュタイン家マインツ邸ていにおける午後のティータイムで供される菓か子しは、グレーテルが愛情をこめた手作りだ。焼き立てのフィナンシェにマドレーヌ。チョコチップにプレーン、ウォルナッツ、ココアマーブルといった数種類のクッキーと、さっくりとしたスコーン。添そえられるジャムは季節ごとに変わる。

　繊せん細さいな白磁のカップに注つがれた濃こい琥こ珀はく色いろのアールグレイ。熱い湯気とともに立ち昇のぼる、少しだけ癖くせの強いベルガモットの爽さわやかな香かおり。

　嬉うれしそうに微笑ほほえんでカップを傾かたむける、栗くり色いろの髪かみの少女。

　彼はいつもその姿を、ただ黙って眺ながめている。愛いとおしさに満ちた眼まな差ざしを向けながら。

　そして少女は、隣となりにいるのがようやく当たり前になったアルベルトを見返して、幸せそうに目を細めるのだ。

　──ルイが淹れてくれたお茶の中でも、アベルと一いつ緒しよに飲むときが一番おいしい

　彼女がそう口にするたびに、娘むすめを溺でき愛あいする父親は、なんとも複雑な顔をして、自分もいるのにと口の中でもごもごと呟つぶやくのだ。

「………ばかだな、私は…」

　冷静なのではない。冷静であろうとしているだけだ。ベルンシュタインの血を継つぐ彼の役目だから、長たる者として振ふる舞まっているに過ぎない。

　アルベルトがいま一番何をしたいのか、誰もわからなくていい。けれども、ルイはわかっていなければならなかった。わかったうえで、長であろうとするアルベルトを補ほ佐さしなければならなかったのだ。

　それなのに、極めて不確定な情報で、彼を追い詰つめてしまった。

　恭介の名を聞いて、アルベルトが動どう揺ようしないはずがなかったのに。










　リビングに残ったアルベルトは、ソファに腰こしを落としてうなだれた。

　雨も風も雷かみなりも、まだやむ気配を見せない。

　両りよう膝ひざに肘ひじを置いて、指を組んだ上に額を押し当てる。

「…………」

　唇くちびるが微かすかに動く。紡つむいだのは名前だ。遠い日に突とつ然ぜんいなくなってしまったナハバールの。

　冬の夜。皓こう々こうとした月。降り注ぐ青白い光に照らされて、木々に積もった雪はまるで、きらきらと輝かがやく白い花が咲さいているよう。

　だから咲夜。そしてそれは、極東の国の美しい女め神がみの名だと。

　生まれたばかりの愛まな娘むすめをぎこちない手つきで抱いた司堂恭介は、幼いアルベルトに名前の由来を告げたのだ。

　──どうだいアベル。いい名前だろう？

　首を傾けて赤あかん坊ぼうを見下ろすアルベルトは応こたえないが、彼が生来無口なのを知っている恭介はまったく気にしたふうも見せない。

　可愛かわいくて仕方がないと言わんばかりの恭介に、カールが含ふくみのある笑え顔がおを向けた。

　──この子はマリアに似て美人になるぞ。お前に似なくて本当に良かったなぁ……

　みんなが笑っていた。エミーリアと、ルイと、グレーテルと。ああそうだ、ふたりに子が生まれたとの報しらせを受けたアレキサンドラも、トルコの箱舟ゲミをこっそり抜ぬけ出して来ていた。

　赤ん坊が生まれて最初に聞いた子守り歌は、セイレーンの歌姫デイーバが捧ささげた一曲だ。

　幸せな時間はいつまでもつづくのだと、誰だれもが信じていた。そう信じていることにすら気づかないほど、満ち足りた時間。

　あんな未来が訪おとずれるなど、誰も予想すらしていなかった。

　懐なつかしい情景のあとに脳のう裏りをよぎったのは、太古の紫むらさきと呼ばれる瞳の始祖。それとまったく同じ面おも差ざしをした追放者。

　そして、彼らと酷こく似じしている面差しの、助かったことが信じられないほどの傷を受けながら生きながらえた、ナハバールの青年。

　容姿以外に、彼らに共通していることがもうひとつある。

　それぞれに意味や形は違えども、彼女をとても愛しているということだ。

「………咲夜」

　司堂恭介とマリア・クリスティナの子。

　老いたヴェアヴォルフからエリアンヌの名を与あたえられ、母と同じく、ククリリススティナテイーネを受け継いだ娘よ。

　お前はいまどこにいる。

　どこでもいい。生きて、無事ならそれでいい。

　戻もどれないなら迎むかえにいく。動けないなら救いにいく。囚とらわれているなら奪うばいにいく。

　だがいまは、手がかりが何もない。この手の中に確かなものがひとつもない。

　無意識に力がこもり、手ての甲こうに爪つめが食い込む。

　雨音と雷に紛まぎれて、彼は震ふるえる声でうめいた。

「……ブラオ…」

　ケーニヒスブラオ。

　いまだけでいい。俺があの子を捜さがし当てるまででいい。

「頼む…目覚めてくれ、ブラオ……！」

　その力のほとんどが封ふうじられていても。

　いまあの子を守れるのは、ブラオ、お前だけなんだ。
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　　◆　◆　◆




「…………………」

　咲夜は、呼ばれた気がしてふっと瞼まぶたをあげた。

　風の唸うなりに似た大きな音と、ひどい揺ゆれの中で、いつの間にか咲夜の意識は途と切ぎれていた。

「……アベル…？」

　呼んだのは、彼だ。そう思った。だが、近くにアルベルトはいない。

　彼女の座ったシートの横にある大きなベッドには、血の気の失うせたカールが横たわっている。

　胸までかかったブランケットから片方だけ出ているカールの手を、咲夜はずっと握にぎっていた。

　カールの手は恐おそろしいほど冷たくて、その指先を両手で包むようにする。

　ベッドサイドに膝ひざをついて、カールの手を額に押し当てた咲夜は、祈いのるように目を閉じた。

「父さん…頑がん張ばって…」

　閉じた瞼の裏に、廃はい屋おくの情景が甦よみがえる。










　治ち療りようのためにカールを運ぶと言って迎えを呼んだドクトア・ジーン。

　彼の言う迎えは、黒雲の垂れ込める空から降り出した雨が激しくなった頃ころにやってきた。

　黒いワンボックスだ。窓にスモークフィルムが貼ってあり内部が見えないようになっている。

　ドアが開いて、男性がふたり降りてきた。彼らを迎えたジーンは、カールを後部席に乗せるように指示する。彼らはワンボックスの後ろに回ると、跳はね上げ式のバックドアを開け、中から折おり畳たたみ式の担たん架かを持ってきた。担架ごと車内に運び込まれたカールのあとにジーンがつづき、咲夜を促うながす。

　咲夜は血溜だまりを一いち瞥べつして唇を嚙かみ、ワンボックスに乗り込んだ。

　バックドアが閉められる。運うん搬ぱんした男たちのうち、ひとりが助手席に乗り込み、もうひとりはジーンから車のキーを受け取って林道に消える。

　訝いぶかる咲夜にジーンが言った。

「乗り捨てていくわけにはいきませんから」

　ワンボックスがＵターンして森の館やかたの敷しき地ちを脱だつする。

　咲夜は思わず窓ガラスに両手をついた。

　──……ここが、お前の生まれた家だよ

　石造りの館。ひとの気配など皆かい無むで、鬱うつ蒼そうとした森に囲まれていて。

　──お前が生まれて、お前が実の両親と、ほんの少しの間だけ暮らしていた家だ

　カールはそう言った。けれども自分は覚えていない。懐かしさの欠片かけらも、自分の中には湧わき起こらない。

　瞼を閉じたまま微び動どうだにしないカールに、いますぐにでも尋たずねたかった。

　あたしの両親をみんなは知っていたの？　どうしてあたしは捨てられたの？　どうして誰も何も教えてくれなかったの？　名前だけは本当だというなら、何がどこまで偽いつわりだったの？

　カールが話してくれたら、咲夜はそれをすべて信じることができる。何か事情があったのだと思う。その事情も、きっと話してくれるだろうから。

「揺れますよ、気をつけて」

　ジーンが言った途と端たんに車体が大きくバウンドする。咲夜は慌あわててグリップを摑つかんだ。

　運転席側に身を乗り出したジーンがドライバーに小さく指示する。ドライバーは頷うなずいた。雨音とエンジン音で彼らの会話の内容は聞き取れなかった。

　ワンボックスの速度が上がる。遠ざかって木々に隠かくされていく館を、咲夜はスモークフィルム越ごしに見つめていた。

　ジーンは、慣れた手つきでカールに処置を施ほどこす。傷に当てていたストールの代わりにガーゼを当て、シャツをはさみでざきざきカットして、腕うでから袖そでを抜く。弾だん丸がんは貫かん通つうしていない。背面は無傷だ。白いガーゼは出血で見る見るうちに使いものにならなくなる。

　上着のポケットから出したアンプルの中身を、銃じゆう創そうの横に注射する。

　そのアンプルに、咲夜は見覚えがあった。

　マリー・クリスティーネ号の最下層で見た、たくさんのビーカーや試験管。キャビネットに並んでいた、やや黄みがかった透とう明めいな液体が入ったフラスコ。山のような書類、データファイル。散らばったプリント。

　咲夜の脳裏に、ふっと浮うかんだものがあった。手書きで丸で囲まれた単語、小さい子クライン。「１１９」の数値。

　注射器をケースにしまったジーンは、新しいガーゼを銃創にあてた。しばらくして少しガーゼを持ち上げ、傷を確かく認にんしたジーンの表情が険しいことに、咲夜は気づかなかった。

　ワンボックスは林道を抜けて、舗ほ装そう道路に入る。そのままカーン家の別べつ荘そうに向かうのだろうと、咲夜は思った。しかし、予想に反してケーニヒス湖岸に出て、そこで停とまった。

　雨足が強まり、風が荒あれはじめて湖面に高波が立っている。

　ドライバーと、助手席の男は、降車して後方に移動するとバックドアを開けた。

「エリアンヌ、降りて」

　ジーンに言われるままに降りた咲夜の耳じ朶だを、雨音とは別の激しい音が叩たたいた。

　はっと空を仰あおぐ。湖岸の平地に、大きなヘリコプターが着陸しようとしていた。

　ローターの旋せん回かいで激しい気流が生じる。着地した機体に駆かけ寄ったジーンがドアをあけ、ドライバーと男がカールを乗せた担架を運び入れる。

「どこに、いくつもりなの…!?」

　咲夜の問いは、ローターが空気を叩く激しい音に搔かき消けされてジーンに届かない。しかし、彼女の唇くちびるの動きを読んだのだろう。彼は無言で彼方かなたを指した。

　ケーニヒス湖周辺の地形は咲夜の頭に入っている。ジーンが指しているのは北の方角だ。

　カールを運んだ男が、咲夜にアイマスクを渡わたした。つけろと目で促されて、咲夜は仕方なく従う。すると、今度は両手を摑まれ、革かわのベルトのようなもので拘こう束そくされる。乱暴な手つきだった。摑まれた箇か所しよがアザになりそうだ。

「ジーン、どこに…」

　まさか自分をここに置き去りにするつもりではと、ふいに咲夜は慄りつ然ぜんとする。

　拘束された両手を、誰だれかが摑んだ。さっきとは違ちがって、力は強いが嫌いやな感じはしない。

「気をつけて」

　耳の近くで叫さけぶ声はジーンのものだ。彼はそのまま機体に咲夜を誘ゆう導どうした。後部席に座らされて、シートベルトを装着される。

　身体からだが急に浮き上がった気がした。離り陸りくしたのだ。

　アイマスクをつけた咲夜の視界は真っ暗だった。シートベルトで固定されて、両手の自由も奪うばわれているから迂う闊かつに動けない。

　ローターの騒そう音おんがひどくうるさい。だんだん頭が痛くなってきた。人が移動する気配だけは感じられるが、もし会話が交かわされていたとしても内容までは聞き取れないだろう。

　それでも諦あきらめずに耳を澄すましていると、イヤーマフを装着されて、ろくに聞こえなくなった。騒音が遮しや断だんされたのはありがたいが、しめつけられて頭痛が増す。

　緊きん張ちようと警けい戒かいで体を固くしている咲夜の手を、誰かが取って引っ張る。抵てい抗こうした咲夜は、強ごう引いんにのばされた指の先が冷たいものに触ふれたのに気づいてはっと息を吞のんだ。

　氷のように冷たい。大きな、長い指。目で見なくてもわかる。カールだ。

　手探さぐりでそれをぎゅっと摑むと同時に、腕を引いた誰かの手は離はなれた。

　ヘリに搭とう乗じようしていたのは、三十分くらいだったのではと咲夜は思う。

　強さを増した風でヘリは速度を落としていたようだった。乱れた気流で機体がかなり揺れて、パイロットがしきりに怒ど鳴なっていた。

　イヤーマフとローターの騒音であまりよく聞こえなかったが、こんな荒れ模も様ようの中を飛ぶなど正気の沙さ汰たじゃない、というようなことを喚わめき散らしていたのではないかと思う。

　少なくとも、ヘリコプターに初めて乗った咲夜はそう思っていた。

　悪天候で機体が損傷して、墜つい落らくでもしたらどうするんだろうと、妙みように冷静に考えたとき、ヘリはどこかに着陸した。

　シートに伝わってくるローターの回転速度が下がっていく。イヤーマフを勝手に外したが、誰も咎とがめなかった。

　カールの担架が先に降ろされた。次に、アイマスクをしたままヘリを降りた咲夜を、誰かが抱かかえるようにして進ませる。相手は無言だったが、きっとジーンだと思った。

　あちこちから妙に特とく徴ちようのあるエンジン音が響ひびいてくる。ローターやプロペラの音も交じっている。

　風と雨が強い。傘かさも何もないからあっという間に濡ぬれてしまう。

　靴くつの裏の感かん触しよくで、舗装されたところなのがわかった。おそらくアスファルトだ。だいぶ歩いて、金属の階段をのぼらされた。爪つま先さきで探りながら慎しん重ちように進む。

　しばらく進んで、爪先に何も当たらなくなった。階段が終わったようだ。建物の中に入ったのか、空気が変わる。床ゆかが柔やわらかい。カーペット敷じきなのか、ふかふかとした感触で、足音が吸収されている。

　後ろから両りよう肩かたを摑まれて、奥に進まされる。柔らかいシートに座らされると肩かたから手が離れて、近くから人の気配が消えた。

　腕は拘束されたままだが、足は自由だ。

　立ち上がろうとしたとき、床が動いてバランスを崩くずした。倒たおれるようにシートに座り込む。

　次いで、近いところで生じたエンジン音。

「これって、まさか…」

　前方から重力がかかって、体がシートに押しつけられる。間ま違ちがいない。

　アイマスクを両手ではぎ取ったとき、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんに包まれた。

　シートのすぐ横は小さな窓だ。外に鋼鉄の白い翼つばさがのびている。眼下に滑かつ走そう路ろと、何機も並んだ飛行機が見える。

　空港の作業車がのろのろと走り、人の大きさがあっという間に豆まめ粒つぶのようになって、窓の向こうは厚い雲に覆おおわれた。

「ジェット機……」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやきながら視線をめぐらせる。

　窓の反対側には大きなベッドが据すえられ、力なく目を閉じたカールが横たえられていた。

　しばらくして現れたジーンは、咲夜の両手を拘束していたベルトを、優やさしい手つきではずしてくれた。

「二時間程度で着陸しますから、それまで休んでいていいですよ」

「どこにいくの」

　警戒する咲夜に、男は微笑ほほえんだが、答えはしなかった。










　雲の上は晴れていて、ほとんど揺ゆれもない。

　休めと言われたって休めるかと思っていたはずなのだが、柔らかくて座り心地ごこちのいいシートにもたれているうちに、意識が飛んでしまっていた。

　打ちのめされるような衝しよう撃げきの数々に加えて、多勢に無勢の銃じゆう撃げき戦せんを、生死のすれすれでくぐり抜ぬけたのだ。考えていた以上に神経がすり減って、心身ともに消しよう耗もうしていたのだろう。

　ブランケットから出たカールの肩はむき出しだ。上じよう半はん身しん裸はだかで、胸に当てたガーゼは不織テープで留められている。

　色素の薄うすい肌はだは血の気がなく、まるで固い蠟ろうのようだ。呼吸に合わせてかすかに上下しているから、生きていることを確かめられる。

　そっと触れた肩はぞっとするほど冷たかった。ただでさえ失血で体温が低下しているのに、むき出しのままではどんどん冷えてしまう。

　カールの手をブランケットに入れて、首元まで引き上げようとした咲夜は、胸のガーゼににじんだ赤いものを見咎めた。

「え……」

　血がにじんでいる。

　銃じゆう創そうは胸のあたり。真ん中より少し右側だ。心臓に近くて太い血管が集まっている場所。

　ワンボックスの中で、ジーンはカールの銃創の近くに液体を注射していた。やや黄みがかっていた透とう明めいな液体だった。

　マリー・クリスティーネ号の実験施し設せつでも、おそらく同じものを咲夜は見ている。

　あれが中和剤ざいなのだろう。あれを打ったのだから、きっともう大だい丈じよう夫ぶだ。石化剤は中和されて出血は止まる。そう思っていたのに。

　ガーゼに恐おそる恐る手をのばす。にじんだ箇所は湿しめっていて、新たな鮮せん血けつが白く残っていた部分にじわりと広がった。

　咲夜は青ざめた。

「どうして、止まらないの…!?」

　吸収しきれなくなった鮮血が、ガーゼからあふれて肌に伝い出てきた。

　そのとき、床ががくんと斜ななめに傾かたむいた。バランスを崩してベッドサイドに膝ひざをつく。

　咲夜は咄とつ嗟さにカールを抱えるようにしてヘッドボードを摑つかんだ。

　ジェットが着陸態勢に入ったのだ。
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　トルコの東側、アララト山にほど近い高原に、アナトリアの最長老アトラ・ハシースの居城「箱舟ゲミ」はある。

　その上空に、黒雲が広がっていた。

　大おお粒つぶの雨が滝たきのように落ちてくる。

　ゲミに住むセイレーン・クラーンの姫ひめアレキサンドラは、あまりにも強い雨に、なぜか得体のしれない不安めいたものを感じていた。

　彼女の寝しん室しつは二階の奥で、大きな窓とテラスがある。雨でなければテラスに出て、星空を眺ながめながら歌うのだが、今日はさすがに無理だろう。

　妙に心がざわついている。

　体の奥がひどく冷たい気がして、アトラ・ハシースの従者セムに頼たのんだ熱いチャイを飲む。

　しかし、火傷やけどしそうなチャイをいくら飲んでも、氷の塊かたまりを吞のみこんだような気分が消えてくれなかった。

　チャイグラスをテーブルに置いて息をつく。

　グラスをキッチンに下げようと、部屋を出て階段を下りかけたアレキサンドラは、聞き慣れない男声を聞いて足を止めた。

　こんな時刻に訪問者だろうか。

「そんな予定、あったのかしら……？」

　突とつ然ぜん訪おとずれたセイレーンたちに無理やりここから連れ出されて以来、ここのヴァンピーアたちは、来客があるときはその素す性じようや用件を必ず教えてくれるようになっていた。

　廊ろう下かの手すりから身を乗り出すと、エントランスに人ひと影かげがふたつあるのが見えた。

　ひとつはさっきチャイを持ってきてくれた従者のセム。もうひとつは、見覚えのない顔だ。

　何度かまばたきをして、アレキサンドラは首を傾かしげた。

「ううん、知ってる……？」

　見覚えがないのではなく、忘れていただけらしい。

　アレキサンドラは、ずっと昔にシュヴァルツヴァルトの城で行われた新月祭まで記き憶おくの川を遡さかのぼった。集まったたくさんのクラーン。居並ぶたくさんの顔。

　その中に、あの男もいたような気がする。

「……ええと…、ヴァンピーアだわ、たぶん」

　あの男がいたと思おぼしき位置からそう推測する。そう、モンスター・クラーンの長おさとあまり離はなれていなかったから、記憶のフレームの中にかろうじて一いつ緒しよに映り込んでいる。

　だが、そこまでだ。どうしても名前は出てこなかった。

「出てこないというより、知らないのかも」

　ヴァンピーア・クラーンは、モンスター・クラーンのなかでも数が多い。ヴァンピーアは世界中いたるところに存在している。

　国や地域ごとに固有の名めい称しようで呼ばれることが多いので判別しにくいが、吸血行こう為いをするものはみなヴァンピーア・クラーンに属している。

　ヴァンピーアは、随ずい分ぶん老けた様相をしていた。ヴァンピーアの実じつ年ねん齢れいは、見た目とはあまり比例しないはずなのだが、かなり老いているように感じられる。

　モンスター・クラーンの長は四十代に入ったばかりの見目をしているが、実際は六百年以上生きている。始祖に至っては数千年の時を長らえているはずだが、その容姿は二十代の青年そのものだ。

　名前のわからないヴァンピーアは、ゲミの地下深くで静かな眠ねむりについているアトラ・ハシースは白はく髪はつ白しら髭ひげの老ろう齢れいの様相をしているが、それとあまり変わらないくらいに思えた。

　ヴァンピーアは、苛いら立だったように大ぶりな仕草をして、セムに詰つめ寄っている。アトラ・ハシースの従者は両手を広げて男を阻はばみ、落ち着けとなだめている様子だった。

　エントランスの騒さわぎは奥まで届いたらしい。

　アトラの子孫で、ゲミの現当主であるソロモン・ハシスオールが姿を見せた。ゆったりとしたトルコの衣装をまとったソロモンは、ふたりの間に割って入った。

　現れたソロモンに、ヴァンピーアが何かを訴うつたえている。

　ソロモンの様子が変わった。思案するそぶりを見せ、ヴァンピーアを奥へと誘いざないながら、セムに何事かを命じている。

　青年は不承不承の体ていで頷うなずき、二階につづく階段をのぼりかけ、手すりから身を乗り出したアレキサンドラに気づいた。

　階段を駆かけのぼってきたセムは、廊下のすみに寄るように小さく告げてくる。

　彼は階下の様子がいやに気になっているようだった。

「あれは誰だれなの？」

　テラスに出られる大きなアーチ型の窓の前で尋たずねると、青年は不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「ヴァンピーア・クラーンの、カルネオル伯はくです。連れん絡らくもなしに突然やってきて、あなたに会わせろの一点張りだ」

　思いがけない言葉に、目をしばたたかせたアレキサンドラは不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せた。

「私に？　なぜ？」

「あなたに直接話すそうです」

　一いつ旦たん言葉を切った彼は、息をつく。

「まったく……。こちらを従者ごときと侮あなどっているのがあからさまで、あれほどわかりやすいと、いっそ感動しますよ」

　どんな相手にも恭うやうやしく対応するのが彼の仕事だ。そんな青年がここまで不機嫌さをあらわにするのだから、よほど腹に据すえかねたのだろう。

　セムはもともとこの地に住んでいた人間で、ヴァンピーアの牙きばを受けて黄昏たそがれの住人となった。

　ソロモン・ハシスオールにつき従って、彼は何度も黄昏の城に上がっている。カルネオル伯と顔を合わせる機会は多く、彼の性状もある程度は把は握あくしていた。

　純血のヴァンピーアであるカルネオル伯オイゲンは、ヴァンピーア・クラーンの中でもかなり高い地位にあり、血統を重んじることでも知られている。

　カルネオル家は代々の配はい偶ぐう者しやに、純血のヴァンピーアのみを迎むかえ入れてきた。ヴァンピーアであっても、牙を受けて転化したものは認めないという徹てつ底ていぶりだ。

　そういった意味では、ヴァンピーア・クラーンの長であるベルンシュタイン公こう爵しやく家よりも純度の高い血筋と言える。

　アレキサンドラはオイゲンと直接の面識がない。しかし、セムがここまで言うのだから、あまり好ましくない相手だろうと思った。

　オイゲンの息子むすこディートリヒがクラーンを離り反はんし、クライスと通じたこと。ケッツァーとして狩かりの標的になったことは、まだハシスオールにもたらされていなかった。

　もし聞いていたら、セムも、ソロモンも、オイゲンに対して警けい戒かいしただろう。

　責任を取らされて地位を剝はく奪だつされたに等しいヴァンピーアが、親しいわけでもないハシスオールの館やかたに、こんな時分に突然訪れる。

　その異常さに気づかないはずがなかったのだから。

「それはさておき、ディーバ、何か御ご用ようでも？」

　腕うでの時計を一いち瞥べつしたセムが首を傾かたむける。この時間、彼女はいつも就しゆう寝しんしている。

　アレキサンドラは苦く笑しようして、手にしたチャイグラスを軽く持ち上げた。

「キッチンに下げようと思ったのよ」

「それならば私が」

　セムにグラスを預けて寝室に戻もどろうとしたアレキサンドラを、階下からソロモンが呼んだ。

「サンドラ、降りてこられるかい？」

　アレキサンドラはセムと顔を見合わせた。青年は嘆たん息そくしながら頭かぶりを振ふる。

　セイレーンの姫は、身支じ度たくを整える時間だけ待ってくれるようにと従者に告げ、一旦部屋に戻った。

　ソロモン・ハシスオールは、アレキサンドラを呼んでから客間にひき返した。

　ブルーが基調のタイル装そう飾しよくが美しい部屋にとおされたオイゲンは、落ちくぼんだ目を外に向けていた。

　扉とびらの開閉音を聞いて振り返り、姿を見せたソロモンに詰め寄る。

「アレキサンドラは」

「いま、来ると思う」

　オイゲンはそうかと頷いた。少しだけ嬉うれしそうに目を細める。

　ソロモンは、久方ぶりに対面するカルネオル伯の様子を怪け訝げんに思った。

　頰ほおがげっそりとこけ、目だけがぎらぎらと異様に輝かがやいている。

「なあ、オイゲン。少し横になってはどうだ？　もうずいぶん遅おそい。急いで部屋を用意させよう。アレキサンドラとの話は明日にして、今夜はゆっくりと……」

　旧知のクラーンを気き遣づかうソロモンの申し出に、オイゲンはしかし首を振った。

「いい、放っておいてくれ」

「だが、随ずい分ぶん疲つかれているように見えるぞ。何かあったのか？」

　オイゲンは、内心舌打ちしたい気分だった。

　何も知らない吞のん気きなクラーンめ。

　温おん厚こうで慈じ悲ひ深いヴァンピーアの言葉が、いまのオイゲンにはことごとく癇かんに障さわる。

「何も、何もない。余計な気を回すな」

　否定する言葉に説得力がまったくない。

　オイゲンは自分がどういうふうに見えているかをわかっていないのでは。

　そう考えたソロモンは、言葉を選んで休息を勧すすめる。

「ではせめて、そのキリムに腰こしを下ろして楽にしては……」

　なんとしつこい。

　すり減った神経がさらに逆さか撫なでされて、頭に血が上る。

「いいと言っている、しつこいぞ！」

　かっとなって声を荒あららげたオイゲンは、瞠どう目もくしたハシスオールの現当主の表情を見て、はっと我に返った。

「…その、…すまん。どうにも、気が…急せいていて……」

　言葉を探すヴァンピーアを、ソロモンはじっと見つめた。

　言い繕つくろおうと目を泳がせるオイゲンは、何かに追い立てられているようだ。余よ裕ゆうのなさが乱暴な語気になって表れている。

　ソロモンがオイゲンに最後にあったのは、昨年の新月祭のときだ。今年は妻のジャスミンが体調を崩くずしたため、急きゆう遽きよ欠席したのである。

　ヴァンピーアは長命だ。一年や二年でここまで急速に老いることは珍めずらしい。そして容姿が老いた以上に、オイゲンの一挙手一投足が妙みように張り詰めた雰ふん囲い気きを放っていて、ソロモンの胸の奥をざらざらと撫なで上げる。

　嫌いやな気分がした。温厚なソロモンが、クラーンの者に対してこんな感情を抱いだくことは極きわめて珍しい。

　アレキサンドラと会わせるのは、やめたほうがいい。

　直感的にそう思ったとき、見事な彫ちよう刻こくの施ほどこされた両開きの扉を控ひかえめに叩たたく音がした。

「ソロモン様、ディーバをお連れしました」

　間の悪さに、ソロモンは密ひそかに唇くちびるを嚙かんだ。

　一方のオイゲンは目を輝かせると、嬉き々きとして口を開いた。

「おお、入れ、アレキサンドラ」

　自分の邸やしきでもないのに、オイゲンは居い丈たけ高だかに命じる。

　扉とびら越ごしにそれを聞いたセムとアレキサンドラは、思わず視線を交差させた。

　肩かたをすくめるセムに、アレキサンドラは剣けん吞のんな表情を一いつ瞬しゆん見せて、すぐに楚そ々そとした姫ひめ君ぎみの仮面をかぶった。

　それを待ってから、扉を開けてアレキサンドラを通す。従者は中には入らない。扉を閉める寸前にちらと覗のぞくと、ソロモンとアレキサンドラの後ろ姿の向こうに、カルネオル伯オイゲンの、異様な気き迫はくに満ちた眼まなこが妙に鮮あざやかに見えた。

　オイゲンがひとことふたこと告げると、嘆息したソロモンは身を翻ひるがえす。どうやらオイゲンは、アレキサンドラとふたりきりを望んでいるようだ。

　ハシスオール家は古い家いえ柄がらでクラーンにおいての地位も高い。オイゲンの言動は、ともすればハシスオールに対する非礼とも受け取れる。しかし、一気に歳をとったような異様な風ふう体ていのヴァンピーアに、そうやって理を説くことは無意味であるように思われた。

　出てきたソロモンが扉を閉めてから眉まゆをひそめる。

「もう少し理知的な男だったと思ったが……」

　セムは黙もく然ぜんと頷うなずきながら、室内の様子を窺うかがった。

　ヴァンピーアの気配は強い。扉を隔へだてた回かい廊ろうにいるソロモンとセムの動向を、オイゲンがいやに気にしているのが伝わってきた。










　余裕のないヴァンピーアとふたりきりにされたアレキサンドラは、扉の向こうにソロモンとセムがとどまっていることを確かめてからようやく口を開いた。

「カルネオル伯はく、私に話とは……？」

　遠えん慮りよがちな透すきとおった美声に、困こん惑わくがにじんでいる。

　ロウソクの灯ともったシャンデリアから、橙だいだい色いろの光が落ちてくる。

　それとは別の、轟ごう音おんを伴ともなう白銀の閃せん光こうが、窓から室内に突つき刺ささってきた。

　雨あま脚あしが随ずい分ぶん強くなっている。

　アレキサンドラは、妙に落ち着かなかった。

　オイゲンの異様な眼光も気になっている。だが、それとはまったく違ちがう何かが、アレキサンドラの心をざわめかせてもいるのだった。

　激しい雨が、誰だれかの慟どう哭こくのように思えてならない。

　窓に目をやった彼女の脳のう裏りに、咲夜とカールの面おも差ざしが唐とう突とつに浮うかんで消えた。

　胸の奥が不自然に跳はねた。

　いまのはなんだろう。

　アレキサンドラは、目の前にいるオイゲンのことを一瞬忘れた。

　ヴァンピーアの目が怪あやしく光る。

　刹せつ那な、シャンデリアのロウソクが消えた。

　息を吞のんだアレキサンドラは、激しい雷らい鳴めいに身をすくませる。

　闇やみの落ちた室内を、一瞬の稲いな光びかりが照らす。

　反射的に出かかった悲鳴を必死に吞み込んで、アレキサンドラは平静を装った。

　窓を背にしたヴァンピーアの顔が陰かげになる。閃光を受けたシルエットの中で、真しん紅くの双そう眸ぼうだけが怪しく輝いていた。

「……………」

　アレキサンドラは無意識に足を引いた。

　背筋に冷たいものが駆かけ下りる。

　すぐさま逃にげろと、本能が警告していた。しかし、彼女の足はその場に縫ぬいとめられたかのようで、動いてくれない。

　セイレーンは脆ぜい弱じやくなモンスターだ。ヴァンピーアの一いち撃げきで簡単に死に至る。

　アレキサンドラはセイレーン・クラーンの頂点に立つヘリオドール家の姫ひめだ。彼女に何かあれば、セイレーン・クラーンと敵対することになる。オイゲンもそれはわかっているはず。

　理性はそう訴うつたえてくるが、直感は否いなを弾はじき出している。

　果たして本当にそうか。いま、目の前にいる男に、そういった思し慮りよ分別が存在しているか。

　扉とびらの向こうにソロモンたちがいるのを確かめる。大だい丈じよう夫ぶだ。彼らがいる。異変を察知したら飛び込んできてくれる。ひと声発せば、彼らは必ず。

　アレキサンドラの額に冷たい汗あせがにじむ。

　ひときわ大きく雷鳴が轟とどろいた。

　しばらく沈ちん黙もくしていたオイゲンは、ぎらぎらと輝く眼でアレキサンドラを凝ぎよう視しし、漸ようよう口を開いた。

「……ヘリオドールのディーバ」

　鋭するどい爪つめで首をやんわりと撫でられているような錯さつ覚かくが、アレキサンドラを襲おそった。

　ごくひそかな声は、雨音と雷鳴に紛まぎれて、扉の向こうにいるヴァンピーアたちには届かないだろう。オイゲンはそれをわかっていて、極力語気を抑おさえているのだ。

「お前は知っているか？　昔、むかし……我らがモンスターと呼ばれる以前のこと」

　三日月のような形に歪ゆがんだ目で、オイゲンは語りだす。

　凄すご味みの増した顔をアレキサンドラに近づけて、男は先ほどよりさらに低く唸うなった。

「始祖の血筋に生まれた双ふた子ごがいた。片方はクラーンの頂点に立ち、秩ちつ序じよを作り上げた。片方はクラーンを追われ、世界を彷徨さまようことになった」

　セイレーンの姫は怪け訝げんそうに瞼まぶたを震ふるわせた。

　それは、ひとの記き憶おくにもない、記録にも残っていない。遥はるか遠い日々の話。黄昏たそがれの狭はざ間まに生きるものたちのこと。

「なぜそんなことになったのか……。知っているか、セイレーン」

　唐突な問いに、アレキサンドラは必死で首を振ふる。

　オイゲンの目がぎらりと光った。

　戦せん慄りつしたときにはもう手て遅おくれだった。

「噓うそだ。ディーバ。お前が知っていることを、私は知っている」

　重い唸りが耳じ朶だに突き刺さり、全身が凍いてついたように硬こう直ちよくする。

　数多あまたあるクラーンの頂点に立つモンスターが、その本ほん性しようをさらけ出す。

　男の手がゆっくりとのびて、アレキサンドラの細い首を捉とらえた。

　尖とがった爪が皮ひ膚ふに突き刺さり、薄うす皮かわをたわむれに裂さいていく。

　傷からにじんだ血を指でなぞり、ヴァンピーアはついに牙きばを剝むいた。

「知っていて、隠かくしていたのだ。お前も、ヴァンピーア・クラーンの長おさも」

「……っ」

　瞠どう目もくする彼女の耳に、呪のろいのような声が忍しのび込む。

「双子の片割れは、なぜ追われた？　なぜ狩かられなかった？　そのわけを、お前は知っているのだろう、ディーバ」

　セイレーンの姫は硬直して動けない。それでも懸けん命めいに首を振った。振ったつもりだった。

　わずかに震える顎あごを、オイゲンのもう一方の手が摑つかむ。

「ブラオが、それを許さなかったからだ」

　オイゲンの指には、首から流れた僅わずかな血がこびりついている。ヴァンピーアはそれを舐なめとると、脈打つ白い首筋を一いち瞥べつする。

　真紅の眼がきらめいた。その光に魅み入いられて、アレキサンドラの思し惟いは完全にからめ捕とられた。

「か弱いセイレーン。裏切りの代だい償しようは、その血をもって贖あがなうべきだと思うだろう？」

　ひどく憔しよう悴すいしていたはずのオイゲンの容よう貌ぼうは、セイレーンの血の一いつ滴てきで生気を取り戻もどしていた。頰ほおはこけたままだが、肌はだの張りと艶つやは先ほどの比ではない。

「クラーンの至宝ブラオとクリスティアナを、奪うばい去って我がものにしたベルンシュタイン。それに加担したセイレーン。お前たちの罪をこれからじっくりと暴あばいてやろう」

「………」

　赤い眼まなこが彼女の意識を吞み込んでいく。

　声にならない声で、彼女はヴェアヴォルフを呼んでいた。消えかけている意識の最さい奥おうで、振り絞しぼるように。

　彼女の唇くちびるのかすかな動きに気づき、ヴァンピーアはついと目を細めると、喉のどの奥で低く笑う。

「呼べ。ヴェアヴォルフも同罪だ。ヴァンピーアの牙を受けて堕おちた姿を、最愛の男に見せつけてやればいい」

　そのくぐもった声が首をざらりと撫なであげているようで、おぞましさに全身が総毛立った。

　自由を奪われた喉はひと声も発せない。扉の向こうにはソロモンとセムがいるのに、助けを求めることもできないのだ。

　ばりばりと、天を裂くような激しい音とともに、ゲミの真上に稲いな妻ずまが落ちた。

　油断だと言われれば、確かにそうだろう。

　ここは、古のフオアツアイトクラーン、アナトリアの最長老と呼ばれるヴァンピーアの居城だ。モンスターの頂点に立つヴァンピーアの城で、ヴァンピーアが凶きよう行こうに及およぶなど、考えもしなかったのだ。それが油断だというなら、反論の余地はない。

　瞬まばたきすらも許されないアレキサンドラの目から、涙なみだがこぼれて頰を伝った。

　ヴァンピーアに選ばれたら、抗あらがう術すべはない。己おのれの意思とは無関係に、獲え物ものは自らを差し出すようになる。

　ナハバールの語り継つぐ伝承だ。

　それがただの伝承ではないことを、彼女はこれからその身をもって知ることになるのだ。

「私は知っているぞ。クラーンの長でありながら、真実を隠したベルンシュタインの裏切りを。知っているぞ、ディーバ」

　真紅に染まった双眸が怪しく光る。アレキサンドラは抗いきれずに目を閉じた。

「それを知りながら口を閉とざしてきた、お前の裏切りを」

　まるで差し出すように首をのけぞらせたセイレーンは、震えながらあえぐ。

　牙が喉に突つき立つ感かん触しよくは、熱いだけで痛みは感じられなかった。

「……ぁ………っ…」

　こぼれた赤い滴しずくが首を伝って胸に落ちる。

　最後の力を振り絞って、ヴァンピーアの腕うでを押しやろうとした。

　アレキサンドラはそうしたつもりだったが、細い指は男の肩かたを摑んで離さない。

　首に立てられた牙をさらに深く、もっと深くと乞こうているように、自らを差し出していることにも、彼女はまったく気づいていなかった。

　猛もう烈れつな熱が体を駆けめぐる。ふわふわとした浮ふ遊ゆう感かんに包まれた体は奇き妙みように高こう揚ようして、何も考えられなくなっていた。

　足の力が抜ぬけていく。

　最後に赤いバラの香かおりをかいだ気がして、彼女はふっと吐と息いきを落とし、ヴァンピーアの腕に頽くずおれた。

　瞼を落としてのけぞった首に、二本の牙の痕あとがくっきりと残っている。

　それを指先でなぞり、オイゲンは喉の奥で低く嗤わらった。

　セイレーンの血は、思っていたより美味だった。

　脆弱ではあるが、古い血筋の長命なクラーンだ。ナハバールとはまた違ちがった精気が心地ここちいい。

　体の奥からみなぎる力は、いままで感じたことのない熱を帯びている。

「……そうか」

　セイレーンの女性は、その声に魔ま力りよくを持っている。

「土産みやげに持っていけば、恩を売れるか」

　若々しさを取り戻したオイゲンは、ついと目を細めた。

「ディートリヒ…、待っていなさい。必ずお前を、生き返らせてあげるから」

　そう呟つぶやいたオイゲンは、慈じ悲ひ深い目でどこか遠くを見はるかす。

　心の弱い、繊せん細さいな我が子よ。お前は悪くない。悪いのは、お前を苦しめた者たちだ。

　クラーンの至宝を隠いん蔽ぺいしつづけ、真実を偽いつわりで塗ぬり固かためてきた者たちだ。

　片かた腕うでにアレキサンドラを抱だいたオイゲンは、ゆっくりと身を翻ひるがえした。










　固いものの砕くだける音を聞いて、ソロモンとセムは顔を見合わせた。

「ディーバ!?」

　扉とびらを開けようとしたセムは、両開きのそれがびくともしないことに気づいて血相を変えた。

「しまった…！」

　魔力がかけられている。ヴァンピーアの力だ。

　おかしな気配がしたらすぐに飛び込もうと、ずっと注意を向けていた。

　雨音と雷らい鳴めいの合間に、途と切ぎれ途切れに話し声がしていたが、取り立てておかしな様子もなかったので、中に入るタイミングを逃のがした。

「ソロモン様、お許しください」

　何をと城の主あるじが問うより早く、褐かつ色しよくの肌のヴァンピーアは、歴史のある飾かざり扉を全力で蹴けり開いた。

　蝶ちようつがいが弾はじけ飛び、木製の扉が真っ二つに折れて吹ふっ飛ぶ。

　雨まじりの強風が、部屋に駆かけ込んだセムとソロモンを襲おそった。

　オイゲンとアレキサンドラの姿はなく、透すかし彫ぼりの窓は無残に破は壊かいされていた。

　壁かべに飾られていた湾刀キリジを摑むと、激しい雷らい雨うと風の中に、セムは迷わず駆け出していく。

　天てん井じようから釣つり下がったシャンデリアが、強風にあおられて大きな振ふり子このように揺ゆれている。ロウソクはすべて消えていた。風で消えたのではないことは、そこに残っている僅かな魔力が示していた。

　ヴァンピーアの目は、本来灯あかりを必要としない。それなのに、シャンデリアにロウソクを灯ともすのは、橙だいだい色いろの炎ほのおが放つ光が黄昏たそがれの空の色に似ているからだ。

　敷しき詰つめられたキリムに黒い点を認めて、ソロモンは片かた膝ひざをついた。

　手をのばして確かめる。明らかな血けつ痕こんだった。

「オイゲンが、サンドラを…!?」

　さすがのソロモンも、俄にわかには信じられなかった。

　ヴァンピーアは血を欲ほつする。けれどもそれは、絶対に必要なものというわけではない。血そのものではなくて、そこに含ふくまれた精気を欲するのだ。

　オイゲンの様子は確かにおかしかった。著いちじるしく精気を損そこなって生存本能が抑おさえきれなくなり、たまたま目の前にいたアレキサンドラに襲いかかった。

　そう考えれば辻つじ褄つまは合うが、見境なしにクラーンの、セイレーンの姫ひめを襲うほど、理性が消えていたようには見えなかった。

　それに、ヴァンピーアがほかのクラーンを襲うことは、一種の禁きん忌きだ。

　ヴァンピーアが伴はん侶りよに牙きばを立てることはあるが、あれは求愛や愛の交こう歓かんの意味合いが強く、互たがいの同意の上に成り立っている。

　アレキサンドラが吸血されることを自ら望んだとは考えられない。

　彼女はヴァンピーアの吸血行こう為いが意味するところをよくわかっている。愛する男が別にいるのだ、ほぼ初対面のヴァンピーアの腕に身をゆだねるはずがない。

「オイゲン…、サンドラに何をした」

　禁忌を犯おかしてまで、果たして奴やつは何をしようとしているのか。










　かすかに残された血の匂においを追って、暴風雨の高原を疾しつ走そうしていたセムは、ずぶ濡ぬれの肩にアレキサンドラを担かついだオイゲンを見つけた。

「ディーバを返せ！」

　オイゲンが振り返かえる。ゲミを訪おとずれた当初は消しよう耗もうして老いた顔つきをしていたはずのヴァンピーアは、えぐられたような頰ほおはそのままであるものの、生気に満ちた若々しさを漂ただよわせていた。

　肩に担いでいたアレキサンドラをおろして片手で抱かかえながら、オイゲンはいびつに嗤った。

「そのキリジはなんのつもりだ、ハシスオールの従者」

　セムは無言で刃やいばを一いつ閃せんさせた。

　キリジは、「獅し子しの尾お」とも呼ばれるペルシャの湾刀シャムシールとよく似た形の剣けんだ。剣けん身しんの先せん端たんから三分の一程度が両りよう刃ばになっており、敵を断たち斬きるだけでなく刺し突とつにも適している。

「ヴェアヴォルフから預かったディーバを、力ずくで取り返す」

　豪ごう雨うの高原は、時折ひらめく雷らい光こうで眩まぶしく照らされる。

　キリジを構えたセムが戦せん闘とう態勢を取ると、オイゲンは目をすがめてアレキサンドラの耳元で何かをささやいた。

　雨に打たれて濡れそぼったセイレーンの瞼まぶたが微かすかに震ふるえる。

　雷鳴がとどろいた。彼らのごく近くに雷光が突き刺ささり、辺り一帯に放電する。

　衝しよう撃げきを逃れて飛び退すさったセムは、オイゲンがアレキサンドラを放り捨てて駆け出したのに気づいた。

「カルネオル伯はく…！」

　セムの怒ど号ごうに、オイゲンはせせら笑う。

「そんなもの、息子むすこにくれてやった！」

「なに？」

「あのヴェアヴォルフにそのセイレーン、そしてベルンシュタインのカール。クラーンを欺ぎ瞞まんする、反逆の徒め」

「欺瞞…!?」

　意表をつかれたセムの隙すきをついて、オイゲンは大おお鷲わしに姿を変える。

「私は失われた至宝を取り戻もどす。ベルンシュタインに奪うばわれた至宝を…！」

　絶ぜつ叫きようを轟とどろかせ、ヴァンピーアは荒あれ狂くるう空に飛び去った。

「しまった…！」

　セムは歯は嚙がみして、苛いら立だち紛まぎれに地を蹴った。

　忘れていた。純血のヴァンピーアは、使い魔まと同じ姿を取ることができると。彼の主あるじたちも同じ力を持っているのだが使う機会がないので、すっかり失念していたのだ。

　雨と風と雷かみなりは、未いまだ収まる様子がない。

　追つい跡せきを諦あきらめて、アレキサンドラに駆け寄って抱だき起こす。

「ディーバ、ディーバ！」

　揺さぶった白い首筋に残ったふたつの穴が痛々しい。ハシスオールと従者たちに信しん頼らいをよせてアレキサンドラを託たくしたルイに、なんと申し開きをすればいいのか。

　何度目かの呼びかけに、雨ですっかり冷え切ったアレキサンドラは、瞼を震わせて小さくうめいた。

　のろのろと瞼をあげたセイレーンは、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみを彷徨さまよわせる。

「………ラ……オ…」

　掠かすれた声が寒さで紫むらさき色いろになった唇くちびるからこぼれた。

　アレキサンドラが右手を掲かかげる。

「……ケーニ…ヒス……ブ…ラオ…」

　熱に浮うかされたように呟つぶやいた彼女は、ふいに目を見開くと、小さく悲鳴を上げて顔を覆おおった。

「…いや…！」

「ディーバ!?」

　血相を変えるセムに、正気を取り戻したアレキサンドラは、泣きながら懇こん願がんした。

「ルイ…、ルイのところへ連れて行って！」

「は…？」

　意味がわからないセムは困こん惑わくする。

「早く、ルイの…、カールのところへ…っ！　でないと…！」

　熱を帯びた首の傷が、ずくずくと疼うずきはじめた。心が嫌けん悪おしているそれは、肉体にはまったく逆の感覚をもたらす。

　一度吸血された獲え物ものはもはや、牙を立てたヴァンピーアの虜とりこだ。

　己おのれの意思とは無関係に、彼女の体はオイゲンに従う。そうせざるを得なくなる。そして、抗あらがう心はゆっくりと確実に、殺されていくのだ。

　これを止められるのは、数多あまたいるヴァンピーア・クラーンの中でも、長おさたるベルンシュタインの者だけだった。

　それができるから、ベルンシュタイン家はヴァンピーア・クラーンの長なのだ。

「早く…カールの……」

　セムの手を振りほどくようにして立とうとしたアレキサンドラは、ひどい眩暈めまいを起こして膝ひざを折った。

　雨で大きな川のようになっている地面に倒たおれた彼女を、セムは慌あわてて抱え起こした。

「ディーバ！」

　ぎりぎりまで血を奪われたアレキサンドラは、自分の足で立つこともできないほど消耗していた。

　ひどい頭痛と、牙の痕あとから生じる衝しよう動どうが、交こう互ごに襲おそってくる。遠のく意識の中で、彼女はうわごとのように繰くり返す。

「…ルイ………はや…く……でない…と……」

　あのおぞましいヴァンピーアの命令に、従わざるを得なくなる。

「…いや…それは……」

　それだけは。

「……ル……………」

　うなだれたアレキサンドラは、セムに寄りかかった。意識を失っている。

　激しい風雨にさらされながら、褐かつ色しよくの肌はだのヴァンピーアは唇を嚙かんだ。

　セムとソロモンが扉とびら越ごしに様子を窺うかがっていることを知った上で、彼はわざと派手に逃とう亡ぼう劇を演じたのだ。

　おそらくセムが追いついたのではなく、オイゲンがセムを待っていた。そして、地じ獄ごくのような苦しみに翻ほん弄ろうされる姿を見せつけるために、オイゲンはわざと彼女を置いていったのだ。

　だが、なんのために。

　オイゲンはアレキサンドラに何を言ったのか。

　そして、ルイとアレキサンドラ、ヴァンピーアの長カールが、クラーンを欺瞞しているとは、いったいどういうことなのか。




　　◆　◆　◆







　　　　５







　クライン、クライン。さぁ──







　呼ばれた。

　突とつ然ぜん目を開けたジルは、ふらふらと起き上がってベッドを降りると、カーテンの隙すき間まから雨と風と雷が暴れている外を見た。

　この部屋に戻った記き憶おくが、ジルにはなかった。着き替がえもしないで、ベッドにいつ入ったのだろう。

　ぼんやりと考えて、眠ねむる前に起こったことをジルは徐じよ々じよに思い出した。

　胸の奥で不自然な動どう悸きがしている。咲夜たちのことだけではなくて、とても恐おそろしい何かが、すぐ近くに迫せまっているような。

　ベルンシュタイン家の別べつ邸ていは、観光客を迎むかえる街の中心部からは離はなれていて、広い庭はそのまま自然の森だ。邸やしきを囲むように芝しば生ふが植えられて、壁かべや生いけ垣がきの代わりに森が遠くまでつづいているのである。

　その、芝生と森の境界あたりに、人ひと影かげがあった。

　どくんと、ジルの鼓こ動どうはひと際きわ激しく跳はね上がった。

　こんなに激しいサンダーストームの中にたたずむそのひとは、傘かさをさしていなかった。全身ずぶ濡ぬれで、時折ひらめく稲いな光びかりに照らされながら、ジルがいる部屋の窓をじっと見上げている。

　ジルの胸が一気に冷たくなった。

　稲いな妻ずまと雷らい鳴めい。鋭するどい白い光で、彼がかけたメガネの細いシルバーフレームが光ったのが、鮮あざやかに見えた。

「……ジーン…！」

　震ふるえる唇からもれた声は、届くはずはないのに。

　遠くにいるそのひとは、目を細めて笑うと、ゆっくりと口を開いた。

「─────」




　さぁ──、クライン。もう気は済んだだろう。戻っておいで。私のところへ。




　はっきりと、彼が何を言っているのかがわかった。それは、さっきまで見ていた恐ろしい夢の中で紡つむがれたのと、寸すん分ぶん違たがわないものだったのだ。

　ジーンが手招きをする。

　誰だれかを呼んで、報しらせないと。でも。

　嵐あらしの中で、ジーンの唇くちびるが動くのがはっきりと見えた。呼んでいる。

　少女は大きく震えてぐっと目を閉じると、唇を引き結んで身を翻ひるがえした。










「……まだ、やまないなぁ…」

　灯あかりを消してベッドにもぐりこんだのは、日付が変わる前だった。

　いまが何時くらいなのかはわからない。夜半はとうに過ぎているけれど、まだまだ夜明けには間があるはずだ。

　ブランケットをかぶったまま、要は上体を起こした。

　ひどい雨と風、凄すさまじい雷かみなり。ベルヒテスガーデンの夜は毎晩こうだから、うるさくて眠ねむれないとか、怖こわくて眠れないとか、そういうことはまったくない。

　どんなに雷が鳴っていてもすぐに寝ねつける自分を、結構すごいと思う。

「慣れって怖いぜ」

　呟つぶやいて、ふうと息をついた。

　アルベルトとルイは、カールの血けつ痕こんが残された館やかたをもう一度調べると言って、サンダーストームの中を出ていった。

　その場所までは、天候がよくて一時間くらいだそうだ。悪路ではもっとかかるだろう。徹てつ底てい的に調べるからには、時間をかけるに違ちがいない。

「朝まで、このままかな…？」

　眠るときに荒あれていても、目が覚めると晴れている。毎日そうだ。要は毎夜の嵐が、いつごろ収まるのかを、そういえば知らなかった。

　朝までに収まるかな、夜明けには戻もどってくるかなと、要はぼんやり思った。

　天気と一いつ緒しよに、いろんなことが収まらないかなとも、ぼんやり思った。そして。

　実はカールは通りすがりのゴッドハンドとかに見つけられて神かみ業わざのような治ち療りようをされて、咲夜も当然一緒で、何かものすごく運のいい偶ぐう然ぜんが重なってアルベルトたちと再会して、みんなで揃そろって帰ってこないかな、なんて。

　ばかなことを、うっかり考えてみた。みたのだが。

「……ねぇよ」

　我ながらばかなことを言った。

　さすがに、そんな夢は、五歳の子どもだって見ないだろう。そして要は五歳の子どもではなくて、それなりに現実を知っている年とし頃ごろだ。

　首から下げている牙きばを握にぎりしめて、要は何度か瞬まばたきをした。

「……さすがに、こんな状じよう況きようじゃ、ここにいるのは、だめだろ、やっぱ」

　彼がここにいるのは、近くの教会の修復の現場でアルバイトに入れるように、カールが采さい配はいしてくれたからだ。たぶんアルバイトの募ぼ集しゆうなど本当はなかったのを、将来建築関係の仕事につきたいと希望している要のために、わざわざ手配してくれたのだと思う。

　食と住も提供してくれて、毎日が充じゆう実じつしてとても楽しかった。

　アルバイトとはいえそれなりに重労働で、疲つかれきって帰ってくるのも大変だった。出で迎むかえてくれるのは、ルイのねぎらいと、グレーテルのおいしくて栄養満点の料理。それで一息ついてほっとして、ベッドに入って即そく入にゆう眠みん、そのまま朝まで熟じゆく睡すいだ。

　昨日の嵐はすごかったと、朝食の席で聞いて初めて知るという為体ていたらく。

　はじめはそんな状態だったが、慣れてくると少しずつペース配分が楽になってきて、食事の直後気絶するように眠りに落ちることはなくなり、気分がのれば咲夜とジルとゲームをしてすごすこともあるし、カールと夜よる遅おそくまで話をすることもあった。

　色々と不ふ穏おんなことが重なって決まったベルヒテスガーデンでの夏だったが、本当に楽しかった。充分すぎるほどの思い出は、もう作った。

「明日あした、現場の主任に連れん絡らくして……」

　事情で急に日本に帰らなければならなくなったので、バイトをつづけられなくなったと、伝えよう。それで、本当に日本に帰るのだ。

　クルーズ旅行から戻った両親は驚おどろくだろうが、祖父母の顔がやっぱり見たくなったからと言えば、納なつ得とくするだろう。

　それに。

　ブランケットをかぶったまま、要は肩かたを落とす。

　咲夜とカールが行方ゆくえ不明になっているいま、要のことでベルンシュタインのひとたちの手を煩わずらわせてはいけない。

　平和だから甘えていられた。危急のときは、部外者がいてはいけない。

　彼らはモンスター・クラーンで、要は彼らの隣人ナハバールだ。どれほど親しくなっても、要が黄昏たそがれの住人になるという選せん択たくをしない限り、隣人以上にはなりえない。

　マインツで要を護衛してくれていたロード・スケルトンはいない。

　いま何かがあっても、要を守ってくれるひとはいない。自分で自分を守れない者は、クライスの脅きよう威いが間近に迫っているいまここに、いてはいけない。

　そうと決まれば、帰りの準備をしなければ。朝になったらルイに話して、現場に連絡を入れて、すぐにここを出発できるように。

　そうっとベッドを降りた要は、クローゼットにしまった大きなスポーツバッグを出した。

　要は寝るとき、Ｔシャツと薄うす地じのカーゴパンツを着ることにしている。何しろよそ様のお宅なので、夜中に喉のどが渇かわいたりして階下におりるようなことがあると、もれなくルイやグレーテルが起き出してきて鉢はち合わせるのだ。

　この上に七分袖そでのパーカーを羽織れば外出もできる。

　そうっと作業をはじめた要は、ふと手を止めた。

「……ジルも、連れてったほうがいいかな」

　うちの子になればいいと言った、あれは本心だ。

　アルベルトやグレーテルがいいと言ってくれたら、事が終わるまで、遠く離はなれた日本に隠かくれているのも、いい考えかもしれない。

「よし、朝になったらそれも話してみよ」

　頷うなずいた要の耳に、雨と風と雷にまぎれて、別の物音が聞こえたのはそのときだった。

　廊ろう下かの奥で、ドアの開く音がした。気がした。

　要は耳を澄すませた。聞き違いだろうか。ちなみにこの別べつ邸ていに怪かい談だん話はない。実体を持たない管理人がいるとか、そんな期待を要はうっすらしていたのだが、残念ながらそういうことは皆かい無むだった。ひそかにがっかりしたものだ。

　余談だが、要の性格を良く知っている咲夜には、あんたいつもロード・スケルトンと一緒にいるのにいまさら幽ゆう霊れい見てどうするの、と半分呆あきれられた。

　いやいやそれは違うんだロードさんとその辺のただの幽霊を一緒にしちゃいけないんだ何しろロード・スケルトンは振ふる舞まいすべてがいちいちかっこよくて凜り々りしくて優ゆう雅がで気品もあってだな、と全力で語り倒たおしたかった要である。しなかったが。

　そう、骸がい骨こつ馬を従えた騎き士しロード・スケルトンはかっこいいのだ。骨だけど。

「……て、いまそれはいいんだよ」

　小声で自分に突つっ込みながらそうっとドアを開けて廊下の様子を窺うかがうと、白いぼうっとしたものが動いているのが見えた。

「ひぇっ!?」

　まさか幽霊。

　の、はずはない。よく見たら、白っぽい服を着たジルだった。

　彼女は強こわ張ばった面おも持もちをして、音を立てないように階段を駆かけ下りていく。

　その表情が妙みように気になって、要はパーカーを摑つかんでジルのあとを追った。










　真夏でも、サンダーストームの夜は体が震ふるえだすほど冷えることがある。

　今夜がそうだった。

　ひっきりなしに稲いな光びかりが天を裂さく真夜中に、ジルは音をたてないようにして玄げん関かんポーチに出た。

　強風に流された雨が横よこ殴なぐりに当たってくる。

　庭に回ったジルは、瞬く間にずぶ濡ぬれになる。

　ジルは、雨に濡れた自分を見下ろして、あっと思った。ここに来ると決まったとき、咲夜とグレーテルが新たに買い揃えてくれたものだ。ついこの間も服を買ってくれたばかりだったのにと、申し訳ない気持ちになったのを覚えている。

　せっかく咲夜たちが選んでくれたものなのに、オフホワイトのチュニックはすっかり雨に濡れて、淡あわいグリーンの膝ひざ丈たけズボンの裾すその辺りが泥どろはねで汚よごれてしまった。地の色が薄うすいからひどく目立つ。洗えば落ちるだろうか。

　立ち止まって狼狽うろたえていたジルは、水を蹴ける音を聞いて顔をあげた。

　ごく近くに、ずぶ濡れのドクトア・ジーンがいた。

　硬こう直ちよくしたジルに、ジーンは薄く笑って言った。

「やあ、クライン。ようやく会えたね」

　彼は片かた膝ひざを折ると、立ちすくむジルに右手をのばす。

　ジルの左ひだり肩かたに触ふれた手は、雨のせいか、思っていた以上に冷たかった。

「もういいだろう？　そろそろ箱舟アルシエに帰ろう」

　駆け抜ぬけた稲光で、メガネのシルバーフレームが冷たく光る。

「きみは、ここにいてはいけない存在だ。ここにいても、誰だれの役にも立ちはしない」

　そうして彼は、至し極ごく事務的な口調で言った。

「きみがいないと、箱舟での研究を再開できない。スタッフたちは仕方なく、これまでに採取したデータをもとに仮説を組み立てている。でもねぇクライン。本当は、そんなことをしている時間はないんだよ」

「……仮説…？」

　訝いぶかるジルに、ジーンは瞬きをしてみせる。

「そう。幾いくつものチームが研究を重ねているけれど、これという成果があがっていないことに創始者グリユンダーが苛いら立だっている。こうも失敗つづきではさすがにまずいだろうね」

　肩をすくめるジーンは、台詞せりふとは裏腹にあまり深刻に捉とらえていないように見えた。

　新たな仮説を複数考え出した。その幾つかは理論上ではまとまった。あとはデータを集めるための実験を重ねるだけだ。

「失敗や失態の数々は、クラーンの横よこ槍やりのせいもある。クラーンと協力ができないか、画策しているチームもいるみたいだけど……。ああなってはもう、手を組もうとは思わないんじゃないかな」

　元々、クラーンを研究と実験の対象としかみなさなかったクライスだ。彼らが、捕とらえたクラーンに言葉にできないような非道の限りを尽つくした過去がある以上、クライスの研究に協力などするはずがないだろう。

「一部の細さい胞ぼうにのみ石化現象を発生させる研究は成功したみたいだけど、問題はその先だ。データを組織全体で共有して、不老不死を実現させるにはどうすればいいのか、様々な仮説が出てきている。ところがね、クライン。困ったことに、仮説を裏付けるための実験用サンプルが、足りなくなってしまったんだ」

　料理の材料が足りなくなってしまった、とでもいうような、何気ない語気に、ジルは身み震ぶるいした。

　実験用のサンプルとは、ジルの頰ほおから採取される石化現象を起こす血液のことだ。

　クライスはヨーロッパのあちこちに研究施し設せつを持っており、研究チームが幾つもある。そのどれも、新たな実験を重ねるためには血液サンプルと検体が必要なのだが、ストックが底をつき血液の提供者であるジルが急きゆう遽きよ必要になった。おそらくそういうことだ。

　以前、ジーンの率いる研究チームは、ジルの体中を切り刻んで、他ほかの箇か所しよの血の石化と解除能力の有う無むを実験していた。

　様々な実験の末、石化と解除能力は、両頰から採取された血液のみが持っていると結論が出た。どうしてかはわからないが、頰の血だけが力を持っているのだと、スタッフの女性が興奮気味にまくしたてるのを、長時間に及およぶ痛みと苦しみで混こん濁だくした意識の中で、ジルはぼんやりと聞いていた。

　表情の抜け落ちた目からこぼれた涙なみだを見た別のスタッフは、血液と涙はほぼ同じ成分だから、もしかしたら石化に関連した別の効力を発揮するかもしれないと言い出した。

　ありとあらゆる箇所の皮ひ膚ふから採取した血液だけでなく、汗あせや涙などの体液、内臓の細胞、骨こつ髄ずい液など、彼女の肉体のすべてが研究対象とされた。

　何が目的かはわからないが、ジルから採取された内臓の細胞をほかの動物に移植して融ゆう合ごうさせる実験も、されていたように思う。

　ジルはふいに、トルコのアナトリア高原で遭そう遇ぐうした魔ま獣じゆうを思い出した。キマエラと呼ばれる伝説の怪かい物ぶつ。あれもクライスが作り出したものだ。なんのためにあんなものを作ったのか、理由はわからないが。

「このままでは治ち療りよう薬のアンプルも足りない。だから私は、急いで迎むかえに来たんだよ」

　ドクトア・ジーンは、クライスの研究者だ。たくさんいる研究者たちの中でも群を抜いて優ゆう秀しゆうで、クライスの頂点に立つグリュンダーに近しい人物だと、スタッフが話していたのを聞いたことがある。

　ジルがいた「箱舟」と呼ばれる研究施設で一番偉えらいひと。何人もの研究者たちを統とう率そつしていたのがジーンだった。ほかのスタッフたちも知能が高くて優秀な研究員だった。みんなとても頭がよくて、成果を上げることに一番の喜びを見み出いだしていた。

　彼らが人間の怪け我がや病気を治療するためにその頭脳を注げば、様々な新しい治療法や治療薬が生まれるだろう。けれども彼らは、それを選ばなかった。

　クライスの作り出した弾だん丸がんの話を、ジルも知っている。咲夜たちはジルの前では話をしないようにしていたけれど、リューゲン島のヴァンピーアの少女や、ケッツァーに狙そ撃げきされたマーメイドの出血が止まらない原因は、きっと自分の頰の血が原因なんだろうと思っていた。

　そして、森の奥の館やかたに残っていた、カールのものと思おぼしきおびただしい量の血けつ痕こん。ヴァンピーアのカールに使われたのは、きっと、あの弾丸なのだ。

　ずっと昔、なんらかの方法でクライスに召しよう喚かんされ、実験のためのモルモットにされかかったゴルゴン三姉妹の長子ステンノ。左右の頰に石化と解除の力を持つフォアツァイト・クラーン。

　ステンノはなんとかクライスから逃にげ出した。そしてジルはクライスに残された。

　弾丸に使われた血液は、ステンノの残したものではなく、ジルから採取されたものだろう。

　リューゲン島のシュトラントヴァルトの人々に使われたのも、昔奪うばわれていたメデューサの血ではなく、自分の血から作り出された石化剤ざいだ。

　すべては自分からはじまった。自分のせいで、みんながつらい目に遭あっている。本当は自分は、ここに生きていてはいけないのだ。

　ジルは、この世界のことをよく知らない。だが、聡そう明めいな子だった。自分がどうするのが一番いいのかを、感情ではなく理性で考えられる子どもだった。

「……ジーン…、どうして、ここが…」

　怯おびえながらも目を逸そらさないジルの様子に、ジーンは瞬まばたきをして思し慮りよ深い表情を作った。

「知っていたことが不思議？　沈ちん没ぼつしたマリー・クリスティーネ号を調べたよ。棺ひつぎや、石になった実験動物たちは残っていたが、きみはいなかった」

　クライスは、クラーンのイェーガーが乗船したことを知っていた。その時点では乗客の誰がクラーンであるかまでは特定できていなかったが、後日の調査で疑わしき者たちをピックアップし、ひそかに監かん視ししたのだ。

「まさか、ヨーロッパ全土に影えい響きよう力を持つ一大コンツェルンのトップがクラーンだとは、さすがに思わなかったけど。彼らの庇ひ護ごを受けて、少し雰ふん囲い気きが変わったね、クライン」

　ジーンの知っている少女は、魂たましいも心もない、人形のように虚うつろな瞳ひとみをしていたはずだ。

　箱舟にいた頃ころより頰がふっくらと丸みを帯びて、肌はだの血色も良くなっている。何よりも、珍めずらしい色合いの瞳が、生気に満ちて強い光を放っている。

　ジルは、震ふるえないように両手を握にぎりしめた。

「クラーン…て、知っていたのに、ずっと放っておいたの？　わたしがここにいるのに、どうしてすぐに連れに来なかったの？」

「人間の社会にとって、ベルンシュタイン家は大きな存在だよ。簡単に手を出せる相手ではないことくらい、きみだってわかるだろう？　クライン」

　どくんと、ジルの胸の奥で不自然に重く鼓こ動どうが跳はねた。

　苦く笑しようするジーンだが、時間がかかったのにはほかにも理由があった。彼はマリー・クリスティーネ号の沈没事件で体調を崩くずしたマクシミリアン・カーンの診しん察さつや治療をしなければならず、その後はクライスの指示でトルコのアナトリア高原に赴おもむかなければならなかったのだ。

　トルコとの国境に近いグルジア山中の「箱舟アルシエ」で製造されていたキマエラ。

　対クラーン用の生物兵器とする目もく論ろ見みだったそれらを製造したのはグルジアのチーム。彼らはキマエラの獰どう猛もうさを軽視していた。制せい御ぎよしきれず、キマエラに殺されたスタッフ数は片手の指だけでは足りず、最初に成せい獣じゆうとなった六頭をアナトリアの地下都市に廃はい棄き処分とした。

　それを聞いたクライスの上層部は、そんなものが逃げ出して人間を襲おそったらどうするのだと激げき怒どした。クライスを構成しているのは政財界に属する人間たちだ。クライスの存在が明るみに出るような危険は回かい避ひしなければならなかった。

　ジーンはキマエラ殺処分のための薬やく剤ざいを持ってグルジアの箱舟に向かい、現地のスタッフたちとともにアナトリア高原の地下都市に赴いた。しかし、彼らが到とう着ちやくしたときには、キマエラたちは既すでに何者かの手で倒たおされていたのである。

　彼かの地には、昔から魔ま物ものが棲すんでいる。伝説とされているが、それがクラーンのことをさしているのだと、クライスは突つき止めていた。ただ、その魔物たちがどこにいるかまでは、まだわかっていない。

　クラーンはどこからともなく現れて、キマエラを狩かったのだ。彼らがクラーンを離り反はんした者をケッツァーと呼び、必ず狩るように。

　しかし、クラーンに関する情報は、アナトリア高原では大して得られなかった。その代わり、ジーンはある町で別の話を聞いた。

　異国の青年がふたりに少女がひとりと幼女がひとり、車で訪おとずれて去って行ったと。

　その一行が姿を見せたあとで、キマエラが狩られた。一行は数日後に再び現れて、都市ヴァンの方角へ向かっていったということだった。

　ジーンは、イスタンブールへ向かった。確証があったわけではないが、一行は空路でイスタンブールに移動したのではないかと、推察したのだ。

　そして彼は、イスタンブールのカパル・チャルシュで、捜さがしていた幼女と、クラーンと思われる少女と、幸運にも遭遇したのだ。

「イスタンブールできみを連れて行った少女のことを、ずっと調べていたんだよ。大事なきみが世話になった相手のことだからね」

　それが言葉どおりの意味ではないことがジルにはわかる。彼は、あの一いつ瞬しゆんで記き憶おくした咲夜と、マリー・クリスティーネ号の乗船者を照らし合わせ、該がい当とうするデータを弾はじき出したのだ。

　ベルンシュタイン家の令れい嬢じようは、ほとんど社交界には出てこない。しかし、完全に隠かくされているわけではないから、探せば顔写真くらい幾いくらでも出てくるだろう。彼女が養女であることも知っているに違ちがいない。

「それからね、私たちに協力してくれたヴァンピーアが、親切に教えてくれたんだ。ドイツのベルンシュタイン家はクラーンだ、とね」

　クライスにその情報をもたらしたのは、クラーンの中でも格式の高い家いえ柄がらの者だったという。

　そのモンスターによれば、モンスター・クラーンには身分格差がある。下層階級の者は上層階級の者と接することはなく、上層階級に属するクラーンの名前も顔も知らない者が多い。

　下層とされているのはヨーロッパから離はなれた地に棲せい息そくするモンスターで、彼らは長きにわたりそれを不満に思っていた。

　それらの下層階級の者たちから、上層階級のクラーンを追い落としてその地位に取って代わろうと画策しクライスに通じる者も多くいる。

「少し前に、とあるパーティー会場がテロリストに襲われたのを、覚えているかな？　ベルンシュタイン家の令嬢が参加していたパーティーだ。ベルンシュタイン公こう爵しやく令嬢エリアンヌ・クリスティーネは、ヴァンピーアやゴーレムたちを倒した。見事な腕うでで感心したよ」

　ジーンはパーティー会場で、白銀の狼おおかみとともに襲しゆう撃げき者たちを殲せん滅めつする様を観察していた。彼女がクラーンであることを確かく認にんするために。

「さて、もう気は済んだだろう？　クライン、おいで」

　鼓動が激しく跳ね上がって、ジルはひくっと息を吞のんだ。鼓動が跳ねるのは、ジーンが口にする呼びかけが、嫌いやでたまらないからだ。

　ジルは頭かぶりを振ふった。

「……いや」

「我わが儘ままはいけないよ。それに、もう聞いてあげられる余よ裕ゆうがないんだ」

　ジルは頭を振った。目の前にいる男に、まだ訊きかなければならないことがある。

　勇気を振り絞しぼって、縮みそうになる喉のどを開いた。

「…ジーン……、咲夜を…どうして連れていったの。カールと咲夜は、あなたが連れて行ったんでしょう、ジーン！」

　必死の思いでそう言い募つのると、シルバーフレームのメガネの奥の瞳がきらりと光った。

　ジルは身み震ぶるいした。

　真夜中のサンダーストーム。雨と風が強く、気温が下がっていると、真夏でも震えることがある。だからこれもそれだ。

　ジルはそう思おうとした。だが、決してそうではないことも、彼女はわかっていた。

　ジーンは怖こわい。ジーンは恐おそろしい。彼は、ジルがどれほど泣いても、悲鳴を上げても、やめてくれと乞こうても、彼女に凄すさまじい痛みや苦しみを与あたえるような酷こく薄はくな実験を行う作業を止やめることはしなかったし、彼女を思いやるような言葉のひとつも、かけてくれたことはなかった。

　怯えを隠せない少女に、男は優やさしげな眼まな差ざしを向ける。

「クライン、震えているね。こんなところにいると、体が冷え切ってしまう。向こうに車を用意してあるんだ。一いつ緒しよにおいで」

「…カールは、咲夜は、どこ？」

　逃にげ出したい気持ちを必死で堪こらえて尋たずねた。すると男は、強こわ張ばってうまく動かない少女の右手をやんわりと摑つかみながら目を細める。

「これからきみも行くところだよ、クライン」

「わたしは、ジルよ…っ。クラインなんて、知らない…！」

「聞き分けのないことを言ってはだめだ、クライン。きみは、クライスのクラインだ。ほかのたくさんのクラインたちと、同じようにね」

　見開かれた少女の瞳が音を立てて割れた。肩かたを大きく震わせて息を吞む。どくどくと、胸の奥が激しく鳴っている。恐ろしさと絶望が、足の先から這はい上がってくる。

　硬こう直ちよくする少女から、ジーンは不意に視線を滑すべらせた。

「そういうことですよ、東條要。だから邪じや魔まはしないでほしいな」

　ジーンの言葉を聞いたジルは、はっと我に返ってのろのろと首をめぐらせた。

　芝しば生ふと森の境に点在する茂しげみの陰かげから、ずぶ濡ぬれの要が苦りきった顔で現れる。いつから気づいていたのか。もしかしたら最初から気づいていて、ジルだけでなく自分にも聞こえるように、男はわざとあんな話をしたのかもしれなかった。

　彼の手には傘かさが握にぎられていた。

「要…！」

　目を瞠みはるジルに頷うなずいて、要は傘を剣けんのように構える。剣道なんてやったことはないが、見よう見まねだ。トーゴやロードに、少しくらい習っておくんだった。

「ジルを放せ！」

　傘を手に威い嚇かくされたジーンは、苦く笑しようして返した。

「これは実に勇ましい。でも、手が震ふるえていますよ？」

　要はうっと詰つまった。彼の言うとおり、傘を持った手はみっともないほど震えていた。寒さのせいもあるが、凄まじい緊きん張ちようと、怒いかりのせいだった。それに、認めたくないが、恐ろしさだってある。

　だって相手はクライスのジーンだ。

　本当は、隠れていたかった。耳をふさいで体を固くしてうずくまっていたかった。出ていくなんて正気の沙さ汰たじゃないし、出ていったって自分には何もできないと、頭のどこかで誰だれかがわめいた声も聴きこえていた。

　それでも要が逃げずに立ち上がったのは、首に下がった白い牙きばが視界のすみに見えたからだ。

　ここで逃げ出したら、命と引き換かえに自分を守ってくれたあの優しいヴェアヴォルフに、きっと軽けい蔑べつされる。そんな気がしたからだ。

「司堂と…カールさんは、どこにいるんだ！」

　少年の震える声に、ジーンは瞬まばたきをひとつすると、そっと嘆たん息そくして肩かた越ごしに後方を顧かえりみた。やにわに左手を掲かかげて指を鳴らす仕草をする。

　訝いぶかる要を顧みて、彼は目をすがめた。

「命が惜おしかったら、私たちを黙だまって見送ることですよ」

「お前こそ、命が惜しかったらジルを置いて消えちまえ」

　傘を握る手に力を込める。止まれ、震え。いい加減止まれったら。

　ぎっとジーンを睨にらむ要の表情が、ふいに変わった。それまで怒りに満ちていた目が驚おどろきに染まって、そのまま凍こおりつく。

　要を見ていたジルは、耳元に吐と息いきを感じて反射的にそちらを見た。

　目と鼻の先に、獅し子しの顔が浮ういていた。

　ひっと息を吞んだジルの横をすり抜ぬけて、一頭のキマエラがゆったりと進み出る。

「だから言ったのに」

　大きな背を、ジーンの手が悠ゆう然ぜんと撫なでた。

「これはね、グルジアのキマエラプロジェクトの最後の一頭」

　使いこなせないものを製造するのは無意味だと判断したクライスによって、プロジェクト廃はい止しを通達されたグルジアの研究チームは、培ばい養よう槽そうに残ったキマエラたちに最後の実験を行った。

「クライスに絶対服従するよう、培養槽の中で強力な暗示をかけられたキマエラでね。ほかはだめで廃はい棄き処分になったが、この一頭だけは成功したそうですよ」

　それは、要やジルが咲夜たちから聞いたものほどは大きくなかった。彼女たちが戦ったものは、牛と同じ程度だと言っていたから。それに、背に雄おヤギの頭もない。

　けれども、大型犬のセントバーナードを凌しのぐ大きさだ。獅子の頭と前まえ脚あし、雄ヤギの胴どう体たいと後ろ脚あし。尾おは蛇へびの頭を持っている。

　背を撫でられた獣けものは、ちらと男を見あげた。蛇の頭がゆらゆらと動いて、何かを待っているそぶりだ。

「警告はしましたよ。───キマエラ、邪じや魔ま者ものを排はい除じよしろ」

　ジーンに命じられたキマエラは、要を見て大きくあぎとを開いた。

　荒あれ狂くるう雨と風の中に、獅子の咆ほう哮こうが木霊こだました。

　呆ほうけていた要は、咆哮に突つき飛ばされたようにして、数歩後あと退ずさる。

　獣の威嚇に吞まれた要はそのまま動けない。手から傘が落ちたのにも気づかなかった。

　ジーンはジルの手を捉とらえたまま歩き出した。ジルは抵てい抗こうしようとしたが、男の力が強すぎて、簡単に引きずられていく。
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「放して！　いやだぁ！　要っ！」

　全力でもがいて泣き叫さけんでいるジルを助けなきゃと思うのに、要の足は動かない。キマエラに睨まれて、全然動けない。怖さと情けなさで涙なみだが出そうだ。

　そのとき、背後でぱっと灯あかりがついた。

　リビングの大きな窓が開いて、普ふ段だんはシニョンにまとめた髪かみを下ろして肩にショールを羽織ったグレーテルが出てきた。キマエラの咆哮で目を覚まし、様子を見に起きてきたのだ。

「……要さん？　…っ!?」

　訝しげに首を傾かしげたグレーテルは、要と、彼に襲おそいかかろうとしているキマエラと。ジルの手を捉えているメガネの男を見て、さっと青ざめ息を吞んだ。

　その唇くちびるが動いたが、雨と雷かみなりで搔かき消けされて、声は要に聞こえない。

　グレーテルが驚きよう愕がくに捕つかまっていたのはほんの一いつ瞬しゆんの間だった。雷が落ちて閃せん光こうが辺りを照らした瞬間、彼女は要とジルに向かって駆かけてくる。

　キマエラが要の横をすり抜けた。飛びかかってくるキマエラを体をかがめて回かい避ひしたグレーテルは、着地するなり転身、突とつ進しんしてくる獣の鼻はな面づらを、大判のショールで力いっぱい払はらいのけた。キマエラはバランスを崩くずしながらも爪つめをのばし、グレーテルのまとうナイトガウンの袖そでを裂さく。あわやの危機を、グレーテルは横に飛んでかわした。

　大きな水たまりの水を蹴け散ちらしながら体勢を整えたグレーテルは、ショールを手にキマエラを睨む。対するキマエラも低く唸うなりながら体を低くして隙すきを窺うかがう。

　一方、要は茫ぼう然ぜんとグレーテルを見ていたが、耳に小さな悲鳴が突き刺ささった途と端たんに飛びあがった。

「いやっ！　放してよ、ジーン…！」

　慌あわてて向けた視線の先。シルバーフレームのメガネの男が、抗あらがうジルを無造作に担かつぎあげて立ち去ろうとしている。

「ジル！」

　ばたばたともがいていたジルが顔を上げ、駆け寄ってくる要に泣きながら手をのばした。

　キマエラの咆哮が轟とどろく。ひときわ激しく水の跳はねた音がして、ジルの表情が凍りつく。嫌いやな予感がした要は思わず足を止めて振ふり返った。

　広くて浅い池のようになっている水たまりに、キマエラに組み伏ふせられたグレーテルが仰あお向むけに倒たおれていた。獅子の牙がグレーテルの首に食くらいつこうとするのを、老女は顔を背そむけて寸前で避よける。

「グレーテルさん！」

　色を失う要に、老女は叫んだ。

「大だい丈じよう夫ぶです！　要さんは…！」

　彼女の指が要の背後を示す。肩越しに見れば、シルバーフレームのメガネをかけた男は、彼らに一いち瞥べつをくれて、そのまま森の奥に入っていく。男の背中をジルが必死で叩たたいているが、子どもの膂りよ力りよくなどたかが知れている。

　要は震えた。あのまま森の奥に入られたら見失う。男は迎むかえの車が向こうに待っているとも言っていた。乗りこまれたら追えない。そうしたら、あれほど嫌がっていたクライスの箱舟アルシエに、ジルは連れ戻もどされてしまう。

　さっき聞いたばかりのジーンの話を思い出した。実験のためのサンプル検体としか考えていないクライスの研究者たちに、彼女はまたひどい目に遭あわされる。

「……っ！」

　逡しゆん巡じゆんは一瞬。要は首から下げた牙を摑つかむと、ジルを追って走り出した。

　森に消える要の姿が雷らい光こうに照らされる。

　グレーテルはほっと息を吐はいた。ナハバールの要を巻き込んでしまったことへの責念が湧わいてきたが、あえてそれを黙もく殺さつする。いまはこのキマエラをどうにかして倒さなければならない。

　キマエラはなぜか、すぐに食らいついてはこなかった。動けないようにグレーテルの胸を片脚で押さえつけた獣は、どうやら獲え物ものをゆっくりと嬲なぶり殺しにすることにしたらしい。

　もう片前脚で頭をなぞり、それから首や顔に爪を這はわせるキマエラの目が残ざん忍にんに光る。

　顔を背けたグレーテルの左ひだり頰ほおをキマエラの爪が裂いた。三列の傷から見る見るうちに赤いものがにじみ、雨に混ざって流れ落ちる。血の臭においに興奮した獣は牙きばを剝むいて唸った。

　尾の先についた蛇の頭がうねりながらこちらを向いたのが見えた。雄ヤギの後ろ脚が地を蹴けって泥どろ水みずを撥はねさせる。

　まず獲物の喉のど首くびに喰くらいついて嚙かみ千切ろうとしたキマエラは、最後のあがきでかざされた獲物の左手に気を引かれた。抵抗して負った傷で、骨と筋の目立つ手が赤いものに汚よごれている。非力な手だが目の前でちらつくのは邪じや魔まだ。嚙み切ってやろう。

　開いた口に、獲物は自ら腕うでを突っ込んだ。

　瞬間、キマエラは大きな体をびくりと震ふるわせた。何が起こったのかを理解できないキマエラの双そう眸ぼうが光を失って硬こう化かしていく。双眸だけではない。顔から首、前脚、雄ヤギの胴どうに後ろ脚。異変を察知した蛇の頭が逃のがれようとするが、大きくしなった形のまま、小さな音を立てて石と化した。

　キマエラの口から腕を引き抜いたグレーテルは仰向けのまま深く息を吐いた。

　彼女の左手を汚していたのは、あらゆる生き物を石にする左頰の血だった。グレーテルはキマエラの爪が頰ほおを傷つけるようにわざと仕向けたのだ。

　石化した獣の腕の下から這い出て、ずぶ濡ぬれのグレーテルは左頰をぐいと拭ぬぐった。大分深く傷つけられた。はやく血止めをしないと。

　立ち上がろうとした彼女は、左足首に激痛を覚えてがくりと崩れ落ちた。キマエラの後ろ脚が、甲こうの骨を砕くだいていたのだ。そういえば何度も地を蹴る仕草をしていたと、石像となった獣を忌いま々いましげに睨にらむ。これでは身動きが思うように取れないではないか。

　彼女は、ジルを担いだ男が消えたほうを見た。彼らを追っていった要。

　必死で立ち上がろうとした彼女は、何度もよろけて水たまりに倒れ込んだ。跳ねた泥どろ飛沫しぶきと雨で、顔も髪もぐちゃぐちゃだ。

　うつむいたグレーテルは、小さく肩かたを震わせた。

　彼女はルイから聞いていた。あの森の奥の館やかたに、カールのものと思おぼしき血けつ痕こんとともに、残のこり香ががあったと。

　司堂恭介の匂においに酷こく似じしていたと、ヴェアヴォルフの青年は言った。嗅きゆう覚かくの優すぐれたヴェアヴォルフは、どんなに僅わずかなものでも嗅かぎ分ける。

　その名を聞いたとき、グレーテルはまさかと否定した。恭介たちは十六年前に行方ゆくえがわからなくなったのだ。

　あの件以来一度も開いていなかったから、きっと当時のものがかろうじて残っていたのだろう。そう訴うつたえたグレーテルに、執しつ事じは頭かぶりを振ったのだ。

　それならばそうだとわかる。自分が気づいた残り香は、ついいましがたまでそこにいたとわかるほど、鮮あざやかだったのだ、と。

　だからアルベルトは、ルイとともに、もう一度館に向かったのである。カールの血痕だけでなく、恭介の痕こん跡せきがほかにないかを調べるために。

　ずきずきと激しく痛む左足を押さえて、グレーテルはうめいた。

　少女はあの男を、ジーンと呼んでいた。グレーテルたちはジーンを知っている。ジルから何度も聞いたからだ。

　ひどい実験を繰くり返されたのだと。優やさしく冷たく笑いながら、少女がどれほど嫌がっても泣き叫んでも、死ぬほど悶もだえ苦しんでも、決してやめてはくれなかったと。

　クライスの冷れい酷こくで非道な研究者。それがベルンシュタインの者たちが知っているジーンだ。

「……あなたなの…恭介さん…っ」

　細いシルバーフレームのメガネの奥で、人ひと懐なつこく笑う青年。グレーテルの作るお菓か子しを嬉うれしそうに頰ほお張ばって、ルイの淹いれた紅茶に目を細めて。

　彼が、グシュヴェントナーのアールグレイが一番好きだと言っていたのを、グレーテルはいまもはっきりと覚えている。そして、何も知らないはずの咲夜が父と同じ紅茶を一番好きだと言ったとき、親子の好みは似るものなのかと驚おどろいたのだ。

　なぜ恭介が、クライスのキマエラを従えているのか。なぜ彼がジルを捕とらえに来たのか。

　自分を見ても眉まゆひとつ動かさなかった。キマエラをけしかけて、少女を連れて去っていった。

　森の館の残り香。おびただしい量の血痕。ぼろぼろになったボレロ。残されたグロックとナガンＭ１８９５。

　状じよう況きよう証しよう拠こは揃そろっている。

　クライスのジーンが、カールと咲夜を襲おそって彼らを拉ら致ちしたのだ。

　足の痛みがひどくなる。うつむいたグレーテルは、受けた衝しよう撃げきと寒さとで朦もう朧ろうとしかけた。

　彼女がふらりと手をついたとき、エンジン音が近づいてきて邸やしきの近くで止まった。

　茫然とこうべをもたげたグレーテルの耳に、緊きん迫ぱくした声が突つき刺さった。

「グレーテル!?」

　彼女はのろのろと首をめぐらせた。

　開け放ったままのリビングの窓から、血相を変えたルイとアルベルトが飛び出してくるのが見えた。










　森を抜ぬけたところに停とまっていたのはワンボックスだ。これには咲夜とカールも乗車したのだが、要には知る由よしもない。

　ジルを担かついだジーンが腰こしを少しかがめて乗車するところに追いついた要は、閉まる寸前のサイドドアに飛び込み、上半身を車内にねじ入れた。

　閉まりかけたドアが要を挟はさむ。胴が真っ二つになりそうな重い衝撃で胃の中のものと鉄の味が一いつ緒しよにせりあがってくる。息が詰つまって一いつ瞬しゆん意識が飛びそうになったが、咄とつ嗟さに摑んだジーンの足を要は意地でも離さなかった。

　無表情のドライバーが運転席から降りて要を引き剝はがそうとしたのを、何やら思案した様子のジーンが止めた。

　半分気絶している要を乗せるように指示して、彼は泣き叫さけぶジルの手足をベルトで拘こう束そくする。

　ワンボックスの床ゆかに転がされた要がなんとか目を開けると、ジルが身を寄せてきた。

　ジーンは後部座席にいない。助手席に移動したらしい。エンジンがかかってワンボックスが走り出す。どこに行くのかは、わからない。

　ああ、戻れなくなったなぁ。

　瞼まぶたを落として、要はそんなことを思った。

　家にもう帰れないとか、家族のところにもう戻れないとか、そういうことではなくて。

　もう、あの世界に戻れない。あの、昼の世界に戻れない。根こん拠きよもない、けれども奇き妙みようなくらい鮮やかな確信だった。

　瞼の裏に、親友だった獣けものの顔が浮うかんで、それにひとりの老人の面おも差ざしが重なった。

　夢の中で一度だけ会った、ヴェアヴォルフの老人、レオナールだ。彼はなんだかとても悲しそうな面持ちで、けれどもとても慈いつくしみに満ちた目で、要をじっと見ていた。

　心配かけてごめんな、リキ。でも、仕方なかったんだ。

　のろのろと瞼をあげる。手足を拘束されて、涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにしたジルが声も立てずに泣いていた。

　要は痛む腹に顔をしかめると、のばした手でジルの頭をあやすように撫なでた。

　だって、仕方ないだろう、リキ。こんな小さな女の子を見捨てたりしたら、きっと俺、一生後こう悔かいするよ。

　あっちに戻もどれなくなるかもとか、そんなことは考えられなかった。

　老人は、要の近くにいるという。だからきっと、さっき瞼の裏に見えた姿は、本当のことなのかもしれない。

　要は車内を窺うかがった。

　ワンボックスは広い。後部座席はシートが横向きで、何かの機材が壁へき面めんに設置されており、ひとひとりくらいは横になれそうなスペースがあけてある。キマエラを運んできたのはこれだろう。キマエラには窮きゆう屈くつだったろうが、従属する獣はおとなしくしていたはずだ。

　声も立てずに震えながら泣いているジルに、要はそっと告げた。

「……覚えてるか、ジル」

　目をしばたたかせて訝いぶかる少女に、要は笑って見せた。

「約束したろ。……俺んちの子になる、…て」

　はっと息を吞のむジルの目に、新たな涙があふれてこぼれる。それを指で拭ぬぐってやりながら、要は繰り返した。

「何があっても、絶対に、一緒に助かるんだよ。そしたら日本に連れてってやるよ。すごく綺き麗れいな国だ。ジルもきっと気に入るよ。じいちゃんとばあちゃんは優しいから、ジルのこと、きっと可愛かわいがってくれる」

　帰ろう。どこに向かっているのかわからないが、それでも絶対に。

「……な。俺んちの子に、なろうな、ジル」

　心の奥底に刻むような言葉に、ジルは震ふるえながら頷うなずいた。

「…要のうちの子に、なる」

　うんと、要は笑った。そして指切りを、もう一度する。約束だ。

　約束をしたから、自分たちはきっと、あの世界に帰るのだ。







　　　　６







　嵐あらしの夜中に帰邸したアルベルトたちは、グレーテルから事の子細を聞いて、ただちにクライスを追おうとした。

　しかし、そこにただならぬ様子のシルフが一体飛び込んできて、彼らに訴うつたえたのだ。

「恐おそろしいことが起こったのです。ダンピール、ヴェアヴォルフ…！　ああまさか、こんなことが起こるなんて…っ！」

　まだ幼さの残る少女の風ふう体ていをしたシルフは冷静さを欠いており、訴えは支し離り滅めつ裂れつだった。

　要領を得ないシルフに、さしものアルベルトやルイも苛いら立だちをあらわにする。

　彼らの放つ気配が不ふ穏おんさを帯びていくのを感じ、シルフはさらに動どう揺ようして息も絶え絶えになりながら、ようやく核かく心しんに触ふれた。

「セイレーンのディーバが、ヴァンピーアに襲われました…！」

　意表を突かれたルイが怪け訝げんに眉をひそめ、同じように困こん惑わくしたアルベルトが問う。

「ヴァンピーア…？　ハシスオールが、何を…？」

　戸と惑まどうアルベルトの言葉に、シルフは震え上がりながら返した。

「いいえ、ハシスオールではありません。ゲミを訪おとずれたカルネオル伯はくオイゲンが乱心して、あろうことかディーバに牙きばを立てたのです」

　アルベルトははじめ、言われたことが理解できなかった。突とつ然ぜん出てきたオイゲンの名前に、なぜセイレーンのアレキサンドラが絡からんできたのか。牙を立てた。誰だれが誰に。どうして。

　昨日からつづけざまにことが起こった上にさらなる問題が押しよせてきて、さすがに混乱して思考が停止する。

　リビングのソファに横たわって、アルベルトらとともにシルフの報告を聞いていたグレーテルも、ぽかんと口を開けている。

　誰よりも早く反応したのはルイだった。

「───誰が、なんだと？」

　確かめるような呟つぶやきが、形の良い唇くちびるからこぼれる。それまで苛立ちをにじませていた彼の面立ちから、感情というもの一いつ切さいが搔かき消えていた。

　琥こ珀はくに変わった双そう眸ぼうに見み据すえられたシルフは、ひっと息を吞んで凍こおりつく。ヴェアヴォルフの全身から立ち昇のぼる怒ど気きが、誰の目にも映った。

　がたがた震えて言葉の出ないシルフに、ルイが手をのばす。その手をアルベルトが制した。

　彼はルイを下がらせてからシルフに改めてことの子細を問いただした。

　ゲミを訪れた前カルネオル伯オイゲンがアレキサンドラに襲いかかり、彼女を拉致しようとしたがハシスオールの従者セムに阻はばまれた。

　怯おびえたシルフは、青ざめながら言葉を継ついだ。

「あのような目に遭あわれたからでしょう。傷ついたディーバはしきりにヴェアヴォルフの許もとに向かうと仰おつしやって……」

「違ちがう」

　遮さえぎったアルベルトの声こわ音ねは、恐ろしいほど切せつ迫ぱくしていた。

「牙を立てられて、サンドラはいまどうしている」

　ダンピールの放つ殺気めいたものに慄おののくシルフは、さっきよりさらに震えて言葉が出ない。

　涙ぐんで頭かぶりを振ふるシルフを見限って、アルベルトはリビングから出ていく。

　息をついたグレーテルがシルフを手招きした。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ふたりとも、あなたに怒おこっているのではないの」

　しゃくりあげるシルフにグレーテルはこう告げた。

「風の王パラルダに伝えてちょうだい。カール様たちの行方ゆくえを追うのと一緒に、オイゲンも捜さがしてほしいと。それから城のエーアストには、このことを報告して？　まだなのね？　では早さつ急きゆうに知らせて」

　こくこくと頷くシルフに、彼女は静かにつけ加えた。

「セイレーンのディーバはベリル次代の宝よ。そのことはクラーン中が知っている。彼女に牙を立てて虜とりこにしようとした以上、オイゲンの命は遠からず尽つきるでしょう」

　それが、ヴァンピーア・クラーンのイェーガーによるものか、ヴェアヴォルフの血の報復となるかはわからないが。

　グレーテルは頭痛を覚えて額に手を当てた。左ひだり頰ほおに貼はられたガーゼが痛々しい。

「それにしても、オイゲンはなぜこんな真似まねを……」

　いくら次男の件で追い詰つめられたとはいえ、そのような暴挙に及およぶ理由になるとは思えない。

　不ふ審しんがるグレーテルに、エレメンタル・クラーンの少女は首を傾かたむけた。

「それは、ハシスオールもそのように申しておりました。ディーバを奪だつ還かんした従者セムによれば、オイゲンはこのように言い放ったと……」

　──あのヴェアヴォルフにそのセイレーン、そしてベルンシュタインのカール。クラーンを欺ぎ瞞まんする、反逆の徒め

　──私は失われた至宝を取り戻す。ベルンシュタインに奪うばわれた至宝を…！

「牙を立て連れ去ることが目的だったと思われるのに、追い詰められたオイゲンはあっさりとディーバを放り捨てて、いずこかへ逃とう走そうしたと聞いています」

　記き憶おくを手た繰ぐっていたシルフは、グレーテルが血相を変えて立ち上がったのを見て驚おどろいた。

　足を負傷してソファに横たわっていた老女は、それをすっかり忘れている風ふ情ぜいだ。

　案の定、彼女は数歩も歩かないうちに頽くずおれた。

　痛みに顔を歪ゆがめながら、老女はシルフを振り返る。

「シルフ、アルベルト様にそれを伝えなさい、すぐに」

　困惑した精せい霊れいは、恐ろしくていやだと思ったが、渋しぶ々しぶそれに従った。

　グレーテルは懸けん命めいに立ち上がった。霧きりの森の魔ま女じよに使いを出さなければ。彼女たちの薬があれば足はすぐに治る。

　動けないなどと言っていられる状じよう況きようではなかった。カールと咲夜、ジルと要。大切な彼らがクライスの手に落ちただけでなく、アレキサンドラにまで凶きよう事じが降りかかった。

　アレキサンドラはここにやってくる。オイゲンの牙に完全に堕おちる前に。

　堕ちてしまったら、カールをはじめとしたベルンシュタイン家の者たちと彼女が、隠かくして守りつづけてきたものが白日の下もとにさらされて、蹂じゆう躙りんされることになる。
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　──時を少し遡さかのぼる。ベルヒテスガーデンにジーンが現れる前。







　カールの傷はいまだに出血がつづいている。

　いずこかに着陸後、降機準備のために姿を見せたジーンにそれを訴えたところ、彼は剣けん吞のんに眉まゆをひそめて呟いた。

「やっぱり足りなかったか……」

　咲夜の背中を冷たいものが伝った。

「足りない…て…なにが……」

　嫌いやな予感が胸を締しめつける。

　青ざめる咲夜をちらりと見たジーンは、口元に指を当てて少し考える風だった。

「ジーンっ…！　答えなさいよ、父さんは…」

　食ってかかる咲夜の手をやんわりと押し返し、入口の辺りで控ひかえていたスタッフたちに目配せをして、ジーンは言葉を選んだ。

「……出血量自体が多いので、まだ危険な状態です。でも、彼の体力は人間より遥はるかに強きよう靭じんなはずだ。あなたが一番よく知っているでしょう？」

　肝かん心じんなことは告げないジーンの態度に、咲夜は焦じれて男の手を振りほどくと、右みぎ腕うでを振り上げた。しかし彼女の動きを読んだジーンは、殴なぐられる前にそれを受け止める。

「もう少し移動してもらいますよ」

「どこによ！」

「医い療りよう設備やスタッフが揃そろっているから、そこまで持てばなんとかなるでしょう」

　だからそことはどこだと咲夜は嚙かみついたが、ジーンはそのままどこかに消えてしまった。

　咲夜とカールは、クライスの一味らしい男たちに囲まれて降機した。担たん架かにのったカールに負担がかからないようにか、階段での昇しよう降こうではなくリフト車での移動だ。

　リフト車に移る前に目め隠かくしとイヤーマフをつけさせられた。どこの空港についたのかまったく見当もつかないのだから、ここまでする必要はないと思うのだが、彼らはそうは考えていないようだ。

　腕うでを摑つかまれて覚おぼ束つかない足取りで歩いていくと、空気の振しん動どうと微かすかな音が伝わってきた。これには覚えがある。ヘリだ。

　目だけでなく耳も覆おおわれて、微かなローター音以外は遮しや断だんされた状態で、咲夜はそれでも必死に全神経を研とぎ澄すませていた。

　空港からまたヘリで移動しなければならない場所。ヘリを使う理由は何だ。

　列車や車では遠すぎる距きよ離りなのか。地上を移動して目もく撃げきされることを防ぐためか。あるいはその両方か。

　ジーンは言っていた。治ち療りようできるところへ行くと。クライスのジーンが向かう、医療設備とスタッフが揃っているところ。

　それは、もしかして。

　どくんと、咲夜の胸の奥が跳はねる。

　予想は確信に変わりつつあった。

　ヘリが飛んでいたのは、咲夜の感覚では二十分くらいだった。ヘリの機種にもよるが、このくらいの飛行時間なら飛行距離は百キロメートルには満たないはずだ。

　ずっと張りつめている神経が、そろそろ悲鳴を上げはじめている。軽い頭痛が治まらない。

　水平移動していたと思われる機体が降下する感覚があった。重力のかかり方が変わった。

　着陸の衝しよう撃げきが伝わって、イヤーマフで遮断された聴ちよう覚かくが、ほんの小さな開閉音を捉とらえた。

　殴りつけるような風が頰ほおを打つ。サイドドアが開いたのだ。

　咲夜はそのまま手を摑まれて、乱暴に降ろされた。つまずきそうになったのを、先導している相手が一応支える。腕の太さや膂りよ力りよくは男のものだ。一いつ瞬しゆん触ふれた肌はだの張りから考えて、そんなに歳は取っていない。

　機外に出ると、予想していたよりずっと肌はだ寒ざむかった。思わず身み震ぶるいする咲夜を、誰だれかが歩かせる。咲夜は黙だまって従った。

　風の匂においが異質だ。知っているものとは明らかに異なっている。

　自分はいったいどこまで連れて来られたのか。

　空気の重さが変わった。どうやらどこかの建物に入ったらしい。靴くつの裏の感かん触しよくも変わる。固いが土や石ではない。人工的なもののような気がする。

　鼻先に、独特の匂いが掠かすめた。病院の待合室とか、診しん察さつ室のそれに似ている。ひとの気配が幾いくつもする。見えないけれども、幾つもの視線が突つき刺ささってくるのを感じた。

　咲夜の鼓こ動どうが跳ねた。医い療りよう施し設せつとスタッフ。

　何度か進む方向を変えて、しばらく歩く。

　立ち止まらされた咲夜は、目隠しとイヤーマフを急に剝はぎ取られた。それまでずっと暗くら闇やみだったので、眩まぶしい照明が目に刺さる。思わず目を閉じてうめいた咲夜に、初めて聞くつっけんどんな声が言った。

「ここから出るなよ」

　手をかざして光を遮さえぎりながらそろそろと瞼まぶたを開く。

　さっきまで乗っていたジェットの中より狭せまい部屋のドアから、白衣を着た四十代くらいの男が出ていくところだった。

　だんだん目が慣れてくる。何度も瞬まばたきをして、咲夜は室内を見回した。

　オフホワイトの壁かべに囲まれた長方形の部屋だった。病院にあるようなベッドがすみにあるだけで、ほかに家具と呼べるものは皆かい無むだ。

　ベッドのヘッドボードの近くに、壁と同色のカーテンが下がっている。カーテンの奥はまず鉄てつ格ごう子しがあって、その先にすりガラスの窓がはまっている。じっと見ると、窓の外にも鉄格子が横に設置されているらしいのが見えた。

　時計もないので正確な時間はわからないが、まだ夜明けには遠いだろう。

　期待せずにドアノブを回してみたが、施せ錠じようされていて動かなかった。

　咲夜は深く息をついて、ドアに背を当てると、そのままずるずると座り込んだ。

　膝ひざを抱かかえて、膝ひざ頭がしらに額を押しつける。

「父さん……」

　いまさら後こう悔かいが渦うず巻まいた。

　果たして本当に、ジーンについてきて良かったのだろうか。彼は本気で父を助けるつもりなのだろうか。

　ワンボックスの中でカールの銃じゆう創そうにアンプルを注射していたが、あれでは足りなかったのか。だから血が止まらなかったのか。

「ヴァンピーアだって…死ぬのよ……」

　そうしたら、何も聞けなくなってしまう。

　咲夜は小さく震ふるえた。

　行く先もわからない状態で移動していた間、ずっとふたをしてきた感情が、ついにあふれてきた。

　父さんが死んでしまったら、どうしよう。

　あの館やかたで、父さんは何を言おうとしていたんだろう。

「…みんな…あたしの両親のこと……知ってたの……？」

　咲夜がベルンシュタイン家に引き取られたとき、一番小さなアルベルトでも四歳だったはずだ。その当時のことを、完全にではなくても大体は覚えているだろう。

　咲夜は捨てられていたのではなかった。なのに、マインツの邸やしきの前にバスケットが置いてあったということにして、添そえられていたという手紙まで捏ねつ造ぞうしたのだ。

　カールたちはいったいなんのためにそんなことをしたのだろう。

　どんな理由で、咲夜の両親は咲夜を手放したのだろう。どうしてカールたちはそのことを隠かくしていたのだろう。

「……………………」

　家族たちを嫌きらいになることはできない。いまだって彼らの愛情を信じている、本物だとわかっている。

　カールが話してくれたら、きっとそれは噓うそ偽いつわりのない事実。けれどもカールは、それらを語る直前に凶きよう弾だんに倒たおれた。

　クライスによって瀕ひん死しの重傷を負ったカールを、助けようとしているのもまたクライスのジーンだ。同じクライスなのに。

　ふと、東條要が以前聞かされたというエクシールの言葉を思い出した。

　──…………クライスは一枚岩ではないし、ブリンクラインも同じだ

「……一枚岩じゃ…ない…」

　──我がモンスター・クラーンが、一枚岩ではないようにね

　膝に額を当てたまま、咲夜はああと呟つぶやいた。

　そうか。クラーンである咲夜から見ればクライスはひとかたまりの存在だが、その中は決してひとつではないのだ。ヴァンピーアと括くくられるクラーンが、ラ・ルロロナやトラキーク、ランスイルといった種族に細分できるように。

　ジルの体や血を研究して実験していたのはジーンだ。

　そして彼は、ブリンクラインの社主オットー・カーンの息子むすこ、マクシミリアンの主治医でもある。

　そこまで思い至った咲夜は、ことの発ほつ端たんを作ったのは、マクシミリアンのおせっかいだと気がついた。

　彼が咲夜の実の両親について調べたりしなければ、カールはあの館に向かうことはせず、クライスに与くみしたケッツァーたちに襲しゆう撃げきされることもなかったはずだ。

　マクシミリアンを恨うらめたら少しは楽になれたかもしれない。けれども、彼が咲夜を思う気持ちに噓うそはなくて、本当に彼女のことを想おもって実の両親について調べたのだということがわかるのだ。だから咲夜はどうしても、彼に悪感情を持てないでいる。

「……………」

　ふいに咲夜は目をしばたたかせた。

　マクシミリアンの横顔に、誰かが重なった。

　しばらく考えた彼女は、アルベルトがそこに行きついたように、マクシミリアンがエクシールととてもよく似ていることに、ようやく気がついた。

　他人の空似とか、そういうレベルではない。髪かみと目の色が違ちがうだけで、造作そのものは瓜うりふたつと言っていい。

　気づかなかったのは、彼らが見せる表情に同じものが何ひとつなかったからだった。

　そして咲夜は、彼らによく似ている存在をもうひとり知っている。

　ベルンシュタイン家の始祖、エーアスト。エクシールと酷こく似じした面おも差ざしは、同時にマクシミリアンにも似ているということなのだ。

　どくんと、鼓動が跳はねた。

　オストゼーラインズ主しゆ催さいのパーティーで、至近距きよ離りから二発の銃じゆう弾だんを受けたマクシミリアン。おびただしい量の出血で、到とう底てい助からないと思った。なのに彼は、生きていた。

　あれだけの重傷だったにもかかわらず命を取りとめて、咲夜と会話をできるほどに回復していた。

　鼓動が跳ねる。冷たい汗あせが体中から噴ふき出してくる。

　マクシミリアンの主治医はジーン。クライスの研究者だ。

「クライスが…求めているのは……」

　最初に聞いていたではないか。秘密結社クライスは、不老不死を手に入れるために様々な技術や生物を研究している。

　クライスがいつ頃ごろ創設されたのか、咲夜は知らない。カールたちも、もしかしたら知らないのかもしれない。

　彼らは数百年前にモンスター・クラーンの存在を嗅かぎつけて、執しつ拗ように追いはじめた。モンスターこそ、クライスが求めている不老不死を持っているからだ。

　現実にはモンスターも死ぬ。病気にかかることもあるし、人間の老いよりはるかにゆるやかなだけで、モンスターにも確実にそれはある。

　しかし、人間の生にくらべたら、やはりモンスターたちは永遠に近い命を持っているのだ。

　咲夜の鼓こ動どうが跳ねる。さっきからずっと静まらない。

　クライスは、不老不死を欲ほつして、クラーンを捕とらえては研究材料とし、生体実験を繰くり返してきた。いつしか、クラーンを離り反はんしたモンスターが与するようになり、魔ま術じゆつや錬れん金きん術じゆつを使って、こことは次元の違う神話の世界に生きている者にまで手を出すようになっていった。

　クライスがそこまでするのは、不老不死のためだ。

　そして、数多あまたあるモンスターの中に、フォアツァイト・クラーンと呼ばれる者たちを除けば、クライスの求める不老不死を体現している者たちは、実はごく僅わずかしかいないのだ。

　四大精せい霊れい王の率いるエレメンタル・クラーンたちは、この世界では実体を持たない。

　ひとと似た姿で生きるモンスター。クライスが狙ねらうのは常にそれだ。

　戦せん慄りつにからめ取られて、咲夜は喘あえいだ。

　いくら瀕死の状態で他ほかに選せん択たく肢しがなかったとはいえ、クライスの研究者から治ち療りようを受けるためにクライスの研究施し設せつにやってきたことは、あまりにも無む謀ぼうすぎた。

　カールはヴァンピーア・クラーンの長おさだ。おそらく、不老不死の研究材料としてもっとも価値のあるヴァンピーアは、何千年もの時を生きているエーアストの直系。

　鼓動が速い、呼吸が速い。あまりにも恐おそろしくて、何も考えられなくなる───。










　背にしたドアの向こうから声がした。

「……エリアンヌ、入りますよ？」

　咲夜は文字どおり飛び上がった。ドアから離はなれて身を翻ひるがえす。

　蹴けり上げられた心臓が遅おくれて全力疾しつ走そうし出した。

　ドアの前でうずくまったまま緊きん張ちようと疲ひ労ろうが限界を超こえて、いつの間にか気を失っていたのだ。

　入ってきたジーンは、紙のように白くなった咲夜の面持ちに、不ふ審しんな目を向けてきた。

「どうしました？　随ずい分ぶん顔色が……」

　のばされた手を反射的に払はらいのけた咲夜は、ジーンを睨にらんだまま後あと退ずさった。

　ジーンは瞬まばたきをした。警けい戒かいしているというより、怖こわいものを前にして毛を逆立てた猫ねこのようだ。張りつめた神経が疲ひ弊へいしすぎて、必要以上に追い詰つめられている。

　男は息をついた。

「エリアンヌ、少し休みなさい。きみは疲つかれすぎている」

　咲夜は激しく頭かぶりを振ふった。

「あたしのことはほっといて。それより、父さんはどこなの？　治療は？　動けない父さんに変な実験なんてしたら、絶対に許さないから！」

　自分のことなど二の次でまくしたてる咲夜につかつかと歩み寄ったジーンは、彼女の両手をからめ取る。

「放して！」

「少しは落ち着きなさい、エリアンヌ・クリスティーネ」

「父さんに会わせてよ、父さんのところに連れて行って、こんなところに……っ」

　ひくっと息を吞のんで、咲夜は言葉を吞みこんだ。そうしないと、喉のどからほとばしってしまいそうだった。

　こんなところにひとりでいるのは、嫌いやだ。

　殺気のにじんだ双そう眸ぼうに射い貫ぬかれたジーンは、堪こたえた様子もなく息をつく。

「……カール・ブラントは、確実に救えますよ」

　逃のがれようと抗あらがっていた咲夜の動きがぴたりと止まった。瞠どう目もくする彼女に、ジーンは静かにつづける。

「いまも危険な状態ですが、治療薬はじきに確保できる。それを使えば必ず血は止まる」

「じゃあそれを早く…！」

　焦しよう燥そうする咲夜を見下ろして、ジーンはふいに微笑ほほえんだ。

「取り引きをしましょう、エリアンヌ」

　唐とう突とつな言葉に、咲夜は男を睨んだ。

「こんなときに何を…！」

「こんなときだからですよ。いまのあなたは、何を言われても本気で考えざるを得ない」

　何しろカール・ブラントの命がかかっているのだから。

　シルバーフレームの奥で、ジーンの目が鋭するどく光る。咲夜は怖おぞ気けを覚えた。

　助ける代わりに、カールをクライスのサンプルにさせろとでもいうつもりか。それとも、シュヴァルツヴァルトの奥深くにそびえる城の場所を教えろと言い出すのか。城にはたくさんのクラーンと、実際に何千年も生きている始祖エーアストがいる。それとも、ベルンシュタインの財産をクライスに譲ゆずれとか。研究には莫ばく大だいな資金が必要なのだ。政財界の大物たちがクライスに投資をし、代わりに様々な恩おん恵けいを受けているという話を聞いたことがある。

　カールはヨーロッパの一大コンツェルンのトップだ。彼の持つ財産がどれほどのものか、娘むすめである咲夜も実は把は握あくし切れてはいない。

　青ざめた咲夜に、ジーンは予想だにしていなかった要求を突つきつけてきた。

「父を救いたかったら、ブリンクラインの後こう継けい者しや、マクシミリアン・カーンの花はな嫁よめに」

　咲夜は呼吸も忘れてジーンをまじまじと見つめた。

　何を言われても突っぱねてやると身構えていた咲夜だったが、ここまで予想の斜ななめ上をいかれるとは思っていなかった。

「──────……は…？」

　もしかして、聞き間ま違ちがいではないか。呆ほうけた顔でそんなことさえ考える。

　しかし、ジーンは至し極ごく真しん剣けんだった。

[image: ]

「マクシミリアンの花嫁になること。それが、あなたの父親を救う条件ですよ、エリアンヌ」

　咲夜の腕うでは、いつの間にか解放されていた。のろのろと両手をおろして、ジーンを凝ぎよう視しする。

「……こんなときに、冗じよう談だんはやめて」

「私は本気ですよ」

「冗談はやめてって言ったわよ」

「ええ、ですから本気です」

　肩かたをすくめて苦く笑しようしたジーンは、軽く腕を組む。

「エリアンヌ・クリスティーネ、私は本気で言っているんです。マックスはあなたを愛している。花嫁として迎むかえたいと本心から望んでいる。彼の花嫁になることをあなたがここで承しよう諾だくしたら、私はすぐにカールの治療に取りかかる。実にシンプルな構図だ」

　一方の咲夜は、目眩めまいを覚えて後退り、ベッドに足を取られて尻しり餅もちをついた。

　軽い頭痛がする。苦笑しているジーン。なぜあんな顔をしていられるのか。

　散さん漫まんな思考が次々に弾はじけて、頭の芯しんがくらくらしてきた。もう限界だ。

　張りつめすぎた糸が音を立てて切れたようだった。

「…………─────」

　世界がひときわ大きく歪ゆがんで、咲夜はそのまま白いシーツに倒たおれ込む。

　意識が途と切ぎれる寸前、胸に浮うかんだのは四歳年上のダンピール。

　──ねぇ、アベル。あたしきっと、悪い夢を見てるんだ……










　気を失った咲夜を見て、ジーンは瞬きをした。

　そこまで嫌がることはないだろうにと、この場にいないマクシミリアンがいささか不ふ憫びんになる。

「少し唐突すぎましたかね……」

　だが、彼女にとっては突とつ拍ぴよう子しもない話でも、ジーンはずっと考えていたのだ。

　マクシミリアンの幸せのために。

　ジーンがマクシミリアン・カーンの主治医になったのは、十五年前だった。

　クライスの総そう帥すいグリュンダーの住む隠かくれ処がに隣りん接せつした、箱舟アルシエと呼ばれるこの研究施し設せつで、ジーンは遺伝子工学の見地から不老不死の研究に取り組んでいた。

　ある日彼はグリュンダーに命じられて、スイスの療りよう養よう所じよを訪おとずれた。

　ひとりの子どもを健康体にすること。それがジーンに課せられた命題だった。

　その子は、海運会社ブリンクラインの社主オットー・カーンが、老境に入ってからようやく授さずかった一ひと粒つぶ種だねだった。オットーはクライスに莫大な額の寄付をして、その代わりに息子むすこを救う名医を手に入れたのだ。

　マクシミリアンは、強しいていうなら生命力のない子どもだった。虚きよ弱じやくとか、病弱とか、そういったものとは次元の違ちがう、生きていられるのが不思議なくらい、生命力の乏とぼしい子ども。

　静かに慎しん重ちように、日々をただ過ごしているだけ。子どもらしいことは何もできない。

　まだ壊こわれていないけれども、壊れることは決まっている、そんな心臓が胸の中にある。壊れないように息をして、壊れないようにそうっと眠ねむる。そうやって過ごしていても、じきに彼の命は終わることを免まぬかれなかっただろう。

　弱々しい声でそうっと泣いた少年の姿は、いまもジーンの脳のう裏りに焼きついている。

　ジーンにとって、マクシミリアンは、まるで我が子のような存在だった。

　なぜなら彼は家族を知らない。ジーンに家族というものはない。

　十六年前にクライスの研究者としてこの箱舟にやってきた。彼には、それ以前の記き憶おくが欠けている。

　それがつらいとか、寂さびしいとか、そういった感情はなかった。覚えていないのだから、大した記憶ではなかったのだ。忘れられないと思うような存在もきっといなかったのだろうし、彼を大切に思う存在もいなかったのだろう。

　個人としての記憶は欠落していたが、それ以外の膨ぼう大だいな知識は残っていた。

　彼は遺伝子工学者としての自分を知っていた。なくなったものを惜おしむ時間は無む駄だだった。

　力なく瞼まぶたを閉じた少女の、青ざめた面おも持もちが、ジーンにはとても不思議なものに映った。

　マクシミリアンが悄しよう然ぜんと言っていた。ベルンシュタイン家の実の息子と彼女が恋こい仲なかだから、自分には付け入る隙すきがないと。

　それを聞いたとき、ジーンは思ったのだ。なら、そんな感情ごと相手のことを彼女の中から綺き麗れいに消せばいいではないか、と。想おもいは記憶の積み重ねだ。記憶が消えれば、想いも消える。

　無機質な空間は寒々しい。空調はされているが、眠りは体温を下げる。

　このまま放っておくのも少し可哀かわい想そうな気がしたので、ジーンは咲夜にシーツをかけてやった。

　灯あかりを消してドアを閉め、外から鍵かぎをかける。目覚めたら騒さわぎ出すだろう。

　廊ろう下かで待っていた数人のスタッフのうちひとりが、ファイルを手て渡わたしてきた。

「患かん者じやの容態は？」

　ジーンの問いに、ひとりが答える。

「危険な状態がつづいています」

「新しい解除薬が完成したと、ついさっき連れん絡らくがありました」

　報告した女性スタッフは、一いつ旦たん言葉を切ってからつづけた。

「……あれは、モンスターなんですよね、ドクトア」

　ジーンは彼女を一いち瞥べつしてからファイルに目を落とす。

「我々が初めて遭そう遇ぐうする、純血のヴァンピーアだ」

　スタッフたちの目が輝かがやく。それまで黙だまっていたひとりが、興奮して言った。

「クラインたちはどうしても壊れやすかったですから、実験するにも細心の注意が必要でした。でも純血のモンスターなら、多少手て荒あらに扱あつかっても大だい丈じよう夫ぶですよね、楽しみだなぁ」

「おいおい。いまからそれかよ。助からないほうが、モンスターは幸せかもな」

　苦笑する同どう僚りようの言葉に、興奮冷めやらぬスタッフは眉まゆを吊つり上あげた。

「おい、そんなことを言って、本当に死んだらどうするんだ。せっかくのモルモットだ、助けるために全力を尽つくすぞ」

　スタッフたちの会話を聞きながら、昔クライスの総帥グリュンダーから聞いた話を、ジーンは思い出していた。

　──怪物モンスターたちは人間我々を『隣人ナハバール』と呼ぶのだよ。まるで、親しい者であるかのように

　そう語ったグリュンダーの顔は、ひどく歪んだ笑えみに彩いろどられていた。

「そうだ、ドクトア。さっきアダムから、ドクトアに話があるので時間ができたら訪ねてほしいと連絡がありました」

　ジーンは首を傾かたむけた。

「アダムが？　わかった」

　アダムはグリュンダー直属の部下だ。

　クライスの幹部たちの前に、グリュンダーは滅めつ多たに姿を見せない。幹部たちの多くはクライスとのかかわりが世間に漏もれないよう警けい戒かいしているので、えりすぐった代理人を送ってくることが多い。

　一方のグリュンダーは、どうもひと嫌ぎらいの節がある。常に隠れ処の奥に引きこもって、アルシェに勤める職員や研究者たちにも近づかないように命じている。

　そんなグリュンダーとクライスの上層部たちをつないでいるのがアダムだ。

　用件はおそらく、カールのことだろう。ヴァンピーア・クラーンの中でも稀き少しような純血のヴァンピーア。

　昔からグリュンダーは、純血のヴァンピーアを血ち眼まなこになって探していたのである。それがようやく発見され、運良くこのアルシェに搬はん送そうすることに成功したのだ。

　これで不老不死の研究が一足飛びに進む。さぞかし喜んでいることだろう。

　スタッフたちの興奮もまた、純血のヴァンピーアがもたらす未知のデータへの期待だ。

　顔を上気させている彼らをちらりと見て、ジーンはなぜだか空くう虚きよな思いに捕とらわれた。

　いまジーンには、クラーンのことを語ったグリュンダーの、歪んだ表情の意味がわかる気がしている。

　モンスター・クラーンは、人間を常に人間として尊重するのだ。

　彼らがナハバールと呼んでいる人間は、モンスターをモンスター以上でも以下でもない、まったく次元の違う生きものと思っているのに。

　そこには、尊敬も尊重も尊厳もない。その辺を這はっている虫に対するのと、感覚は同じだ。

　モンスター・クラーン。なんて愚おろかで可哀想で、滑こつ稽けいなのだろう────。




　　◇　◇　◇




　セムに支えられたアレキサンドラがベルヒテスガーデンの別べつ邸ていに到とう着ちやくしたのは、一日中空を覆おおっていた薄うす雲ぐもが風に流されて、赤い陽ひ射ざしに世界が焼かれる黄昏たそがれ時だった。

　迎むかえたルイの腕うでに、青ざめたアレキサンドラは倒れ込むように縋すがり、ヴェアヴォルフは頼たよりない彼女を黙って抱だき留とめた。

「陽が落ちる前にたどり着けて良かった」

　これは、同行してきたセムの、心からの言葉だった。

　夜の帳とばりが落ちれば、ヴァンピーアの呪じゆ縛ばくが目覚めてしまう。それまでにヴァンピーア・クラーンの長おさであるベルンシュタイン公こう爵しやくの力で、獲え物ものとなった者を隠かくさなければならないのだ。

　アレキサンドラをルイに任せたセムは、ひとりで奥に進んだ。

　この別邸は、以前ソロモンとジャスミン夫妻とともに訪れたことがあるので、間取りは心得ている。

　リビングに入ると、剣けん吞のんな表情のアルベルトと、左足に包帯を巻いて傍かたわらに杖つえを置いたグレーテルがいた。

　彼らに礼を取ったセムは、怪け訝げんなそぶりで視線をめぐらせた。

「ダンピール。ベルンシュタイン公はどこにいらっしゃるのでしょう？　お預かりしていた大切なディーバを守りきれなかったことは、後のち程ほどヴェアヴォルフに詫わびるとして、まずはベルンシュタイン公に事の子細をお伝えしなければ」

　ベルンシュタイン家の嫡ちやく男なんは黙って立ち上がり、セムを書しよ斎さいに誘さそった。その様子に、ハシスオールの従者は一いち抹まつの不安を覚えた。

　一方、ルイはアレキサンドラを、二階に連れて行った。

　向かったのは、一番北にある客用の寝しん室しつだ。

　家具のほとんどが運び出され、部屋の中央に大きな円が描えがかれている。円の中には六ろく芒ぼう星せいをふたつ重ねた十二芒星。それぞれの頂点には直径一センチほどの、カボションカットされた琥こ珀はくの裸石ルースが配置されていた。

　顔を覆っているアレキサンドラの首に、ふたつの小さな牙きばの痕あとを見つけて、ルイはぐっと唇くちびるを嚙かんだ。その気配を感じたアレキサンドラが、涙なみだのにじんだ目を上げる。

「ごめんなさい……私…」

　それ以上言葉にならない彼女の額に唇を寄せてから、力いっぱい抱きしめる。

「大丈夫だ、サンドラ。一晩耐たえれば、呪縛は効力を失う」

　ルイの腕の中で、彼女は弱々しく頷うなずいた。そのためにここに来たのだ。

　夜はヴァンピーアの領域。陽の加護が失うせて無防備になったとき、獲物は眠ねむった瞬しゆん間かんからヴァンピーアの魔ま力りよくに支配され、いま一度牙を受けるために動き出す。再び血を吸われたら、もう二度と離はなれられなくなる。そして、ヴァンピーアの虜とりことなってどんな命令も聞き入れ、やがて血と精気を吸い尽くされて息絶える。

　そうやって死ぬと、純血のヴァンピーアとも、牙を受けて闇やみに転化したヴァンピーアとも違ちがう、朽くちながら永遠を彷徨さまよう亡もう者じやとなるのだ。

　窓から射し込む陽はもうごく僅わずかだ。完全な夜になる前に、準備をしなければならない。

　ルイは、用意していた深い緑色のマントをアレキサンドラの肩かたにそっとかけた。

　獲物はヴァンピーアに囚とらわれないよう、長の血筋に伝わる結界の中で濃こい眠りに落ちる。しかし、眠っていても獲物の体に注がれたヴァンピーアの魔力は息づいている。もう一度牙を受けるために、獲物の意思を支配下に置き、ヴァンピーアの許もとへ向かわせるために。

　長は結界を維い持じしながら、ヴァンピーアの魔力を阻はばむ。陽がのぼるまで、結界から離れることはできない。離れたら最後、獲物はヴァンピーアに奪うばわれ二度と助からない。

　深い緑のマントはヴェアヴォルフ・クラーンである証あかしで、これはルイが成人したときにエーアストから授さずけられたものだ。城に置きっぱなしだったものを、エーアストに仕えるセイレーンに頼たのんで届けてもらった。

　夜の間、この部屋に入れるのはアレキサンドラ以外は長だけだ。

　彼の意図を酌くんだアレキサンドラは、痛々しく微笑ほほえんだ。

「一晩中ルイと一いつ緒しよね。私、きっと大丈夫だわ。カールもいてくれるし……」

　呟つぶやいたアレキサンドラが、ふと気づいて目をしばたたかせる。

「そういえば、咲夜はどこ？　みんなで一緒にここに来ているんでしょう？　カールも下にはいなかったけれど、出かけているの？」

　ルイの表情が強こわ張ばったのを、アレキサンドラは見み逃のがさなかった。

「どうしたの…？」

　困こん惑わくするアレキサンドラにどういったものかと、ルイはしばらく目を泳がせていた。

　こうしている間にも、夜はどんどん近づいてくる。黙っているわけにはいかなかった。

「……アレキサンドラ」

　固い声こわ音ねに、アレキサンドラはどきりとした。彼が自分をこう呼ぶことは、滅多にない。

「落ち着いて、聞いてくれ」

　苦しそうに語り出したヴェアヴォルフの面おも持もちは、アレキサンドラがいままで一度も見たことのないものだった。

　ルイは、できるだけ簡潔に、必要なことだけを告げるつもりだったが、あまりにも色々なことが起こりすぎていた。

　ルイの言葉が終わったとき夕焼けは西の空に名残なごりがある程度で、既すでに夜がごく間近まで忍しのび寄っていた。

　セイレーンのディーバは瞬まばたきもせずにヴェアヴォルフをじっと見つめていた。そのまっすぐな瞳ひとみにいたたまれなさを感じたルイは、顔を背そむけてしまいそうな自分を抑おさえていた。

　やがてアレキサンドラは、ぽつりと呟いた。

「……そう」

　彼女の瞼まぶたが微かすかに震ふるえる。セイレーンは己おのれの喉のどにそっと手を当てて目を閉じる。

「オイゲンの企たくらみには乗らない。でも……目覚めの時が、来たのかもしれない」

　瞼を開いたアレキサンドラは、静かに微笑んだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ルイ。───あなたと一緒だもの」

　肩にかけられたマントに触ふれるアレキサンドラを、ルイはもう一度、きつく抱きしめた。










　時計の針は長針短針ともに天をさし、夜が世界を支配する。

　北の部屋に描かれた十二芒星の中に、セイレーンのディーバ、アレキサンドラは目を閉じて横たわっていた。

　彼女は濃い眠りの中に深く沈しずみ込んでいた。

　円を前に、真しん紅くのマントをまとったアルベルトが佇たたずんでいた。オイゲンの襲しゆう来らいが万が一あったときに備えて、左手には脇わき差ざしを携たずさえている。

　十二芒星の魔ま法ほう円をどのように形成するのかを、アルベルトはカールではなくエーアストから教えられた。カボションカットの琥珀は、ベルンシュタイン家に代々伝わるものだ。

　昔、まだモンスターたちが存在を隠すことなく、ナハバールたちと対等に共存していた時代があった。

　美しい娘むすめは、時折ヴァンピーアに襲おそわれた。意に染まぬ呪縛を受けたナハバールは、ヴァンピーアの長に琥珀の守りを乞こい、意思を奪われて完全な虜となるのを免まぬかれたのだ。

　クラーンがヴァンピーアに襲われることはほとんどない。ナハバールに最後にこれを行ったのは、もう数百年以上前だと聞いている。

　まさかダンピールの自分が長としてこの儀ぎ式しきを執とり行う日が来るとは、考えもしなかった。

　いいからとりあえず手順をちゃんと覚えろと、始祖から口うるさく言われたのを昨日のことのように思い出す。言われたとおり、とりあえず手順を覚えておいてよかった。

　眠りについた獲物は、円が壊こわされない限り目覚めることはない。朝までこのまま過ごせば、獲物を見失った呪縛はヴァンピーアに還かえっていく。

　万が一敵がこの場に現れたときは、容よう赦しやなく叩たたき斬きるだけだ。

　オイゲンは、カールたちがこの夏ベルヒテスガーデンの別べつ邸ていで過ごすことを知っているだろう。牙を受けたセイレーンが長に助けを求めることも予測しているはずだ。

　爵しやく位いを奪われ息子むすこを失ったヴァンピーアが、直接襲ってくる可能性は充じゆう分ぶんにあり得た。何しろアルベルトは、彼の愛した息子ディートリヒの仇かたきだ。

　エーアストに命じられた狩かりはとうに執しつ行こうされ、ディートリヒの死はカルネオル家にも伝えられている。

　アレキサンドラの様子に変化がないことを確かめて、アルベルトはそっと息をついた。

　クラーンの窮きゆう地ちを救うのは、長の役目だ。

　エーアストはアルベルトに、幾いく度どとなく繰くり返した。半分しかヴァンピーアの血を持たないダンピールの彼が、ベルンシュタイン家を本当に継つげるのか。アルベルト自身もどこかで疑っていたのに、エーアストは彼に、長としての教育を徹てつ底てい的に施ほどこした。

　長になれるかどうかではない、お前が長になるのだと断じられたことは、数えきれない。

　アルベルトへの帝てい王おう教育は、エーアストとトーゴのふたりがかりだった。おかげで、クラーンに対する責任感は自じ慢まんにもならないが筋金入りだ。

　カールがいない以上、その役割と重責はアルベルトが負うもので、それが嫌いやだと思う気持ちはないし、疎うとんじる心もない。ベルンシュタイン家の嫡ちやく子しとは、そういうものなのだ。

　ただ、それとはまったく違うベクトルで、アルベルトはいますぐにでも飛び出していきたい衝しよう動どうを持っている。

　咲夜がまだ見つからない。行方ゆくえどころか、足取りすらも摑つかめていない。クラーンなど知ったことかと、自分の中にいる誰だれかがいまにも暴れ出しそうだ。

　あの子を護まもるために欲ほつした力が、いまの彼を長という役割に縛しばりつけている。

　うつむいて唇を嚙んだアルベルトは、懐ふところから懐かい中ちゆう時計を出して、蓋ふたを開けた。

　昔、オリエンタールヴァンピーアに掠かすめ取られて、一週間かけてようやく取り返したものだ。

　家族たちと引き離されて城に移ることが決まったとき、カールから与あたえられた。

　子どもが持つには不釣つり合いなほど立派な懐中時計。文字盤ばんの数字インデツクスの部分には、十二個の青い石が使われている。

　そして、蓋の裏に刻まれているのは写真だ。

　幼い咲夜が自分に抱だきついて頰ほおを寄せている、ごく小さな写真。よく見ると本当に珍めずらしいことに、この写真の中の自分は、ほんの少しだけだけれども微笑んでいるのだ。

　きっと、輝かがやくように笑う咲夜につられたのだろう。ほかには誰もいなくて、撮さつ影えい者が母のエミーリアだったことも、奇き跡せきのような表情を残せた一因に違ちがいない。

　その場にいなかったカールはできあがってきた一枚を見て、それはもう驚おどろいてこれはうちの家宝にしようと言い出したらしい。それほど口数も笑え顔がおも乏とぼしい息子だったのだ。

　その奇跡の一枚を、懐中時計の蓋の裏に忍ばせて、城に上がるアルベルトに持たせたカールの心中はいかばかりだったのか。

「……咲夜…カール…」

　本当は、いますぐにでもすべてをかなぐり捨てて、お前たちを捜さがしに行きたい。

「…どこにいる……！」

　血を吐はくようにうめいた、その刹せつ那な。

　文字盤に埋うめ込まれた十二粒つぶの青い石が、仄ほのかな光を発した。
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　連日のサンダーストームが噓うそのように、この夜は静かだった。

　晴れ渡わたった夜空にまたたく星は数えきれないほどで、寝ね静しずまった邸やしきの屋根を見下ろしている。

　主しゆ寝しん室しつの窓に据すえつけられた広いテラスに、ひとつの影かげが降り立った。

　闇やみの中なかできらめく瞳は太古の紫むらさき。星ほし影かげは彼の髪かみを輝かせるほど強くない。クラーンの紋もん章しようをかたどった銀のブローチが、申し訳程度に光を弾はじくだけだ。

　窓のひとつは、カーテンを閉め忘れて半分開いていた。

　キングサイズのベッドに横たわった部屋の主を、男は剣けん吞のんに凝ぎよう視しした。

　灯あかりを必要としない彼の目は、ベッドに眠ねむる青年の面差しをはっきりと映し出す。

　その相そう貌ぼうは、自分のものと酷こく似じしていた。

　窓を離はなれた男は、怒いかりに燃える目でうめいた。

「……まフがアいルもシのユ…！」

　男の怒りに、静かだった大気が慄おののくように震える。

　拳こぶしを握にぎりしめたエクシールは、ふと眉まゆをひそめて視線をめぐらせた。どこか遠くでふたつの波動がゆるやかに生じた。

　それが何かを、エクシールは知っている。

「ブラオ……？」




　　◇　◇　◇




　暗くら闇やみの中にうずくまっていた咲夜は、服の下にさげているブラオが、静かに震ふるえたのに気づいた。

　明めい滅めつする青い光は視界いっぱいに広がって、やがてその中に幾いくつもの情景が現れ出した。










「マリア。わかっているだろうけど、彼はナハバールだよ？」

　念を押すように力を込めた青年に、マリアはしっかりと頷うなずいた。

「ええそうよ。恭介はナハバールで、私は彼を愛しているの」

　そして彼女は、いたずらっぽくつけ加えた。

「だめよカール。彼を私と引き合わせたのはあなたなんだから、責任をとってちょうだい」

　痛いところをつかれて、カールは腕うでを組んだまま天を仰あおいだ。










「あいつは変わり者なんですよ。天才のくせに、ヴァンピーアを探しにドイツまでのこのこやってくるような」

　不承不承の体ていで眉み間けんにしわを寄せている年若い風ふう体ていのヴァンピーアに、エーアストは愉ゆ快かいでたまらないといった顔で混ぜ返した。

「でも確かそのナハバールは、きみととても懇こん意いなんだよねぇ？　森の館やかたについ案内してしまったくらいに。それって馬が合うということじゃないのかい？」

　カールはぐっと詰つまる。エーアストはからからと笑った。

「仕方がないね、カール。マリアが選んだ以上、きみには祝福を贈おくる以外の選せん択たく肢しがない」

　渋じゆう面めんのカールに、エーアストは慈じ愛あいに満ちた目を向けた。

「きみがナハバールの女性をさらってきたとき、ほとんどのクラーンが大反対した中で、彼女が数少ない味方になってくれたのを忘れたわけじゃないだろう」

「お言葉ですが、エーアスト。味方になってくれたのは確かにその通りですが、そもそも彼女のことは、クラーンすべてからあなたと私たちが全力で隠かくしているんですよ。数には入らないでしょう」

　すげない台詞せりふに、エーアストは眉を曇くもらせる。

「ああ可哀かわい想そうなマリア。彼女を隠しているのは私たちの都合であって、彼女に罪はないのに。心から慕したっているきみの口からそんな冷たい言葉が出たと知ったら、どれほど嘆なげき悲しむことだろう。つらさのあまり世を儚はかなんでしまうかも」

　芝しば居いがかったエーアストの言いぐさに、カールの目が瞬しゆん時じに吊つり上がる。

「待て。マリアにくだらないこと吹ふき込んだら相手があんたでも沈しずめるぞ」

　若気の至りで荒あれていた頃ころの言こと葉ば遣づかいが久方ぶりに顔をのぞかせたカールに、エーアストはけたけたと笑った。

「あはははははっ。本当に面おも白しろいねぇ、カール坊ぼうやは。実にからかい甲が斐いがあるよ。いったいどこに沈めてくれるのかな？」

　牙きばを剝むいて唸うなる青年に、始祖は片目を瞑つむる。

「それで、司堂恭介と言ったっけ、マリアの結けつ婚こん相手は」

「まだ希望だ、希望。結婚できたらいいなと双そう方ほう希望しているだけで、誰の許しもなけりゃ予定もない」

　最後のあがきで言い張るカールだが、エーアストは意にも介かいさない。

「はいはい、じゃあいまここで私が許す。司堂恭介はマリア・クリスティナの正式な婚こん約やく者として認められた。さて、式はいつだい？　私が立ち会いたいところだが、さすがに無理だからね。きみにはこのエーアストの名代として、ふたりの結婚を厳正に見届けることを命じよう」

　よどみなく断言されて、カールはもはや反論の余地がない。

　エーアストは目をすがめた。

「カール・ブラント、返答は？」

　苦虫を数十匹ぴきは嚙かみ潰つぶしたような顔で、ヴァンピーア・クラーンの若き長おさは返した。

「わかヤったよー！」










「呆あきれた。それでそんな顔をしてるの？」

　駄だ々だをこねる子どものようだと思いながら、エミーリアは赤ん坊の顔を覗のぞき込んだ。

「聞いた？　アベル。妹を取られるお兄さんは、情けないですねー。相手が親友なら心配することなんてなーんにもないのに、複雑なんですねー。それで妹を悲しませるなんて、だめなお兄さんですねー。あなたはこんなふうになっちゃだめよー？」

　生まれてまだ間もない息子むすこに聞かせるふりをしてあてこする妻に、カールは半眼になる。

「言ったな、エリー」

「言ったわよ。だってあなたが反対したら、マリアは絶対に結婚なんてしないもの」

　ずいっと夫に詰め寄ったエミーリアの顔が険しくなる。

「クラーンの事情とかは、私にはわからないわ。でもね、マリアには幸せになってもらいたいし、恭介だったらきっと彼女を幸せにできるでしょう。なのにあなたは、いったい何が不満なの？」

「不満なんぞ別にない。……ただ」

「ただ？」

　カールはもごもごと、口の中に要領を得ないことを押し込める。

　五百年以上生きているにもかかわらず見た目は二十代半ばくらいにしか見えないヴァンピーアに、彼がさらってきて自分のものにしたナハバールの妻は、ふっと表情をゆるませた。

「……ばかね、カール。何を寂さびしがってるの？　あなたの妹はあなたを変わらず愛しているし、あなたの親友はあなたの新しい家族になるのよ？」

　言い当てられてしまったヴァンピーアは、いたたまれない気分で顔を伏ふせて、黙だまり込む。

　とても長生きをしているくせに、時折こんなふうにして子どものような仕草をする。そんなヴァンピーアを、エミーリアは愛してやまない。

　あやすように頭を撫なでられたカールは、気き恥はずかしいのでこの手を払はらいのけたいと思うと同時に、心地ここちいいからしばらくこのままでいたいとも思う。彼をこんなふうに扱あつかうのは、エミーリアだけなのだ。

　夫ふう婦ふの応おう酬しゆうがひと段落するのを待っていた執しつ事じとメイドが入ってきた。

「クリスティナ様の結婚は、いつになるんですか？」

　朗ほがらかなルイに、グレーテルが両手を合わせて目を輝かがやかせる。

「ドレスはお任せくださいね。極ごく上じようの絹とレースで、最高の品を縫ぬい上げますから」

「わぁ。楽しみね、アベル。あなたもおめかしするのよ」

　赤ん坊は、盛り上がる家族たちを恨うらめしそうに睨ねめつける大人げない父を見て、ひとつ瞬まばたきをしてからやれやれという顔をした。










「ええと……、ごめん。ちょっと整理させて。それじゃあマリアは、きみの妹じゃなかったんだ？」

　こめかみに人差し指を当てて、慎しん重ちように確かく認にんしてくるナハバールの青年に、カールは渋しぶい顔で頷いた。

「それじゃあ、彼女はヴァンピーアじゃないんだ？」

　カールはこれにも黙って頷うなずく。

「それじゃあ、……彼女は…？」

　三個目の問いに、ヴァンピーアは漸ようよう重い口を開いた。

「彼女は、間ま違ちがいなくクラーンだ。それも、うちより尊い血筋の」

　彼は盛んに瞬きをする。やたらと目を泳がせて、やがて胡う乱ろんに眉まゆ根ねを寄せた。

「……え？」

　カールはがりがりと頭を搔かきむしる。

「ええい、天才のくせになんでそんなに理解が遅おそいんだ」

「いやだってほら、僕勉強は好きだけどほかはとろいし」

　そうだった。しかし。

「恭介。自分で言ってて情けなくないか」

　青年は屈くつ託たくなく笑う。

「本当のことだから仕方ないかなって。それよりひとつ確認したいんだけど」

「なんだ」

「妹じゃないなら、マリアはきみの、なに？」

　語気は努めて明るいが、瞳ひとみは真しん剣けんそのものだった。

　彼女が継つぐのはヴァンピーア・クラーンの長であるベルンシュタイン家よりも尊い血なのだと、先ほどカールははっきりと告げた。

　なのに、気になるのはそれなのか。

「妹のようなものだが、……いや、そんなのよりずっと大事だな。あの血には代わりがない」

　マリア・クリスティナ・ベルンシュタイン。

　彼女は二十年ほど前から、ベルヒテスガーデンのベルンシュタイン別べつ邸ていに住んでいる。エーアストとベルンシュタインの者以外、クラーンの誰だれも彼女の存在を知らない。

　数百年前に失われたはずの至宝とともに、彼女は隠されてきた。

「至宝？」

「見たことがあるだろう。マリアがいつも胸に下げている、青琥こ珀はくだ」

　クラーンの至宝と呼ばれる青琥珀。フォアツァイト・クラーンをも凌しのぐ太古の力と意思を持つ、王の青ケーニヒスブラオ。

　琥珀に選ばれ守られてきた彼女は、未来を読む予言の血族の末まつ裔えいだった。

　しかし、その血はとうに絶えたと伝わっている。事実、この数百年間クラーンの存続にかかわる予言はどこからも出ていない。

　そうしてカールは、選せん択たくを迫せまった。

　彼女が負うのは、彼女自身の運命だけでなく、クラーンすべての命運だ。

　もしお前が、マリア・クリスティナを娶めとるなら、彼女が継いだすべてを話そう。

　もしお前が、恐おそれをなしてここで去るなら、お前の前からすべてのクラーンは消えよう。

　恭介は、迷わなかった。

「マリアが僕の運命だ」










　ベビーベッドの中を、幼い男の子が背のびをして覗きこんでいる。

　寝ねかせられているのは、つい先日生まれたばかりの赤ん坊ぼうだ。

「まあアベル、見ていてくれたの？　ありがとう」

　嬉うれしそうに声をかけてきたのは赤ん坊の母、マリアだ。

　アルベルトは頷いて、柵さくの隙すき間まからのばした指で、赤ん坊のほっぺたをそうっとつついた。

　赤ん坊はすやすやと眠ねむったままだ。

　飽あきもせずに赤ん坊を見つめるアルベルトの頭を、マリアが優やさしく撫でる。少しくすぐったくて、アルベルトはマリアを見あげた。

　すると、娘むすめを見下ろす彼女の目から、唐とう突とつに涙なみだがこぼれた。

　びっくりして声を失うアルベルトに顔を寄せて、マリアは静かに言った。

「……アベル…お願いがあるの」

　彼女は、訥とつ々とつと語った。

　失われたと思った予言の力。彼女はこの二十年余り、一度も予言を聞かなかった。二度と予言をすることはない。そう思っていたのに。

　予言は突とつ然ぜん、降りかかってきた。

「もしかしたら…私はもうすぐ、この子を置いて行かなければならなくなるわ」

　そのときは、おそらく恭介も一いつ緒しよに。

　何が起こるかは見えなかった。その先に何があるのかもわからなかった。

　はっきりしているのは、生まれたばかりのこの子を残して、マリアと恭介が消えるということだけだ。

「だから……アベルにこの子を頼たのんでも、いい？」

　必死の願いに、アルベルトは表情を変えないまま、首を横に振ふった。

　マリアはショックで頽くずおれそうになったが、気を取り直した。仕方がないと、自分に何度も言い聞かせる。

　この子はまだ四歳だ。マリアが何を言っているのか、きっとわかっていない。わからないから首を振った。深い意味はない。

　深呼吸をしたマリアは無理に笑えみを作った。

「ごめんなさい、アベル。いまのは忘れてね」

　再び頭を撫でようとのばした手を、アルベルトの両手が取った。

「たのまなくていいよ、マリア」

　目を瞠みはる彼女に、アルベルトはひたむきな眼まな差ざしで告げる。

「たのまなくていい。さくやはおれがまもるって、もうきめてるから」










「なあ、エリー。女の子というのは、何を喜ぶんだろう？」

　取り寄せたカタログを怖こわいほど真剣に吟ぎん味みしている夫に、エミーリアは半分呆あきれて肩かたをすくめる。

「カール、あなたが見ているカタログは、何歳児向けって書いてあるの？」

「うん？　えーと、三さ………………………早いに越こしたことはないんだ、子どもはすぐに大きくなるからな！」

　なぜか力一いつ杯ぱい宣言するカールだ。

　彼の横でカタログを一緒に見ていたアルベルトは、軽く首を傾かたむけた。

　じゃあ、自分もすぐに大きくなれるのだろうか。マリアがもっと安心するくらいに大きく。

　大きくなるには好すき嫌きらいをしないことだとグレーテルが言っていたのを思い出し、あまり好きではない甘いお菓か子しもこれからは嫌いやがらずにできるだけ食べようと、ひっそり心に誓ちかう。

「……？」

　ふいに、冷たいものが背筋を駆かけ下りた。急にぞくぞくとして、たまらなく嫌な感じが胸いっぱいに広がっていく。

　怖くなって父の手を摑つかもうとしたが、探したところには誰もいない。

　見ればカールは、立ち上がるなり窓から外に飛び出していた。

　ベルヒテスガーデンの邸やしきは、先日降った雪で白く覆おおわれていた。晴れた空から月明かりが落ちて、きらきら輝かがやく白い雪は、まるで美しい花が咲さいているように見えた。

　そう、きっとこんな夜だったから、恭介はあの子に咲夜と名づけたのだろう。

　その雪に、ふわりと生じた青い光が落ちた。星ほし屑くずが音もなく降るように、光が散っていく。

「ブラオ…!?」

　うめき声はカールのものだ。

　アルベルトも外に急ぐ。後ろでエミーリアが短い悲鳴を上げたのが聞こえたが、アルベルトは振り返らなかった。

　手のひらほどの大きさの青い光の中から、絞しぼり出すような声がこぼれ出た。

　──カール、カール、お願い…あの子を…

「……マリア？」

　光の中からこぼれるそれは、確かにマリアのものだった。

　──……カール…カール…どうか……

　アルベルトは思わず光に手をのばす。

　──……あの子を………お願い……

　ふつりと声が途と切ぎれて、青い光は崩くずれて消えた。白い雪がそれを弾はじいたように見えたが、ほんの一いつ瞬しゆんだけだった。










　───明めい滅めつする青い光に包まれて、咲夜はぼんやりとそれらを見ていた。

　きっとこれは夢なんだろうと、思った。

　あんなに若いカールは、写真の中でしか見たことがない。エミーリアは、残っている写真より少し若い。アルベルトは生まれたばかりで、ルイやグレーテルも、いまとは少し違ちがっている。

　咲夜は瞬まばたきをした。

　司堂恭介と、マリア・クリスティナ・ベルンシュタイン。

　ふたりの顔を、咲夜は知っている。

　恭介は、あのひとにそっくりだ。信じたくないけれど、見間ま違ちがうことなどあり得ないと思えるほどに。

　そして、マリア・クリスティナは。───咲夜自身に、生き写しだった。

「………ブラオ…」

　ふらりと立ち上がる。青い光の届かないところは真っ暗で、それがどこまでもつづいている。

「あれは…ほんとうのこと…？」

　胸に下がった青い琥こ珀はくに尋たずねる。言葉を発することのない石が答えてくれるわけもないのに、訊きかずにはいられなかった。

　カールの親友だったというナハバール。マリアと愛し合って結けつ婚こんした、司堂恭介。

　細いシルバーフレームのメガネをかけた青年は、人ひと懐なつこく穏おだやかに笑う。

　生まれたのは冬。月明かりの中で白い雪が、木々に咲いた花のように見えた夜。だから娘の名は咲夜。いい名前だろうと、幼い男の子に自じ慢まんしていた。

　その相そう貌ぼうは、造作だけなら、ドクトア・ジーンそのものだ。

　琥珀を両手で握にぎりしめた咲夜の声は、自分でもどうしようもないほど震ふるえていた。

「……ねえ…教えてよ、ブラオ。あれは、本当なの？　全部、本当のことなの？」

　手の中の琥珀は明滅を繰くり返すばかりで、是ぜなのか否なのか、咲夜には判断がつかない。

「何があったの？　恭介とマリアはどうしたの？　……ジーンは、あたしの本当の…っ」

　声が詰つまって、息が詰まって。

　代わりのように涙があふれた。

　知りたかったのは本当のことだ。たとえ夢でも、曖あい昧まいで不確かなものを見たいわけじゃない。

「教えてよ…っ、ブラオ…！　誰だれか…誰でもいいから、本当のこと…っ」

　うずくまりかけた咲夜を、後ろからのびてきた力強い腕うでが抱だき留とめた。

　大きな右手に握られた銀の懐かい中ちゆう時計を知っている。

　身をよじった咲夜は、振り絞るようにその名を呼んだ。

「アベル…！」
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　それ以上言葉にならない咲夜の顔を、アルベルトは確かめるように上向かせた。

　頼たよりない瞳ひとみ、涙なみだで濡ぬれた頰ほお、子どものようにしゃくりあげる喉のどが震えている。

　安あん堵どと愛いとしさがない交ぜになってたまらずに落とした口づけは、冷え切った唇くちびるをふさいで吐と息いきを奪うばった。

　驚おどろいて目を瞠った咲夜は、唇に与あたえられるぬくもりが消えてしまわないようにと、アルベルトの首に必死で両手を回した。

　腕の中に搔かき抱いだいた体を逃のがさないように力を込めて、アルベルトはそのまま膝ひざをつく。

　一緒に座り込んだ咲夜の顔に添そえられていた手が遠ざかる。それとともに離はなれた唇が、そのまま涙に濡れた頰から瞼まぶた、それから額へと伝っていく。

　咲夜はアルベルトの頰に両手を添えて、幻まぼろしではないことを確かめた。

　額と額を合わせると、目の前にある黒い瞳に自分が映っているのが見えた。

「アベル…？」

「ああ、俺だ」

　応じて、もう一度口づける。アルベルトはそのまま彼女を、誰からも見えないよう腕の中に閉じ込めた。

　咲夜の首にかかった琥珀は、ふたりを包んで守るように淡あわく明滅を繰り返す。

　一方、アルベルトの持った懐中時計からも、同じ色の光がこぼれていた。

「これ……」

　アルベルトの腕の中でそれに気づいた咲夜は、懐中時計に触ふれてふたを開けた。

　文字盤ばんに埋うめ込まれた青い石すべてが明滅していた。そしてふたの裏には、ずっと昔に撮とった写真がはめ込まれている。

　耳元で、低い声がささやいた。

「ずっと、これが支えだった」

　吐息がくすぐったくて、咲夜は反射的に身をすくませる。

　同じ写真を咲夜も持っていた。マインツ邸ていのワードローブの一番奥に、しまい込んである。

　ブラオの放つ光が少しずつ消えていく。

　時間がないことを察して、咲夜はアルベルトを見つめた。

「教えて。ブラオが見せたのは、どこまでが本当で、どこまでが噓うそなの？」

　アルベルトは咲夜の顔を両手で包みながら額を合わせてくる。

「ブラオがお前に見せたなら、それはすべて真実だ」

　アルベルトの黒い瞳に映るのは、ひどく心もとない風ふ情ぜいの自分だ。

　そして、咲夜の中にくすぶる不安を、アルベルトはどうにかして取り除いてやりたかった。

「あの夜、俺たちが森の館やかたにたどり着いたとき、灯あかりは全部消えていた。マリアも恭介もいなくて、あちこちがひどく荒あらされていた」

　初めて聞かされる、それは彼らがずっと隠かくしていた真実だ。

「それまでに何度か、カールは恭介から相談を受けていた。ある企き業ぎように誘さそわれているが、なんだか嫌いやな感じがすると」

　しかし恭介は、思案の末にその話を断ったのだ。

「無関係だとは、俺たちは思わなかった。恭介とマリアがお前を置いて同時に姿を消す理由はない。彼らは何かに巻き込まれたんだ」

　困こん惑わくに揺ゆれる咲夜の瞳が、アルベルトの胸を搔き乱す。

　あちこちに話が飛んでいる自覚が、アルベルトにはあった。もっと筋道立ててわかるように、ほんの少しの疑いも持たずに済むようにしてやりたいのに、時間がない。

　彼らを包む青い光が徐じよ々じよに弱まっていく。

「恭介についての詳くわしいことはカールに訊け。お前が訊けば絶対に教えてくれるから」

　咲夜の瞳にさらなる不安がよぎる。ああ、置いていきたくない、離れたくない。

　互たがいの姿が少しずつ透すけていくことに、もうふたりとも気づいていた。

　もうじきブラオの魔ま法ほうが終わる。

「咲夜。お前がいまどこにいても、必ず見つけ出して迎むかえにいく。だから、待っていろ」

　アルベルトは最後にもう一度、頼りない瞳の咲夜に口づけて、耳の近くでささやいた。

「何があっても絶対に、お前を守るから」

　咲夜は息を詰めた。胸の奥が震えて、閉じた瞼から涙がこぼれた。

「……うん」

　目を開けると、琥珀の光が互いの面おも差ざしを僅わずかに照らしていた。

　明滅がふつりと終わり、仄ほのかなあたたかさが消えて、辺りは瞬く間まに暗くら闇やみに閉とざされる。

　何の音もない深しん淵えんの闇やみを静かに見み渡わたして、咲夜はそっと瞼を下ろした。




　　◇　◇　◇




　こめかみを伝う冷たい感かん触しよくが、目覚めのきっかけだった。

　のろのろと瞼をあげた咲夜は、ドアの隙すき間まからほんのりと射さし込んでくる僅かな灯りを追って、ゆっくりと瞬まばたきをした。

「……ゆめ…」

　こめかみと頰が濡れて冷たくなっている。頭が重くて、奥の方が鈍にぶく痛かった。

　夢を見ながら泣いていたのか。

　ゆっくりと身を起こして、手ての甲こうで涙を拭ぬぐいながら深呼吸をする。

　若いカールやエミーリア。両親と思われるひとたち。最後にはアルベルトまで出てきてくれて、ぬくもりを何度も確かめた。

　夢だけれども、夢でも幸せだった。

「……そういえば、あたし、ジーンと話してたんじゃなかったっけ…？」

　絶句するような要求を突つきつけられて、その辺りから記き憶おくが途と切ぎれている。

　あまりにも衝しよう撃げきが大きくて、疲ひ労ろうが限界値を超こえて、気を失ったのか。

　シーツをかけてくれたのは、おそらくジーンだろう。

　夢に出てきた父親と、顔の造作が寸分たがわないジーン。まるで違ちがったひとに見えるのは、内面が顔に表れているからだろうと思われた。

　夢に出てきた恭介とマリアが、本当に咲夜の両親なのかは、まだ確信が持てないけれど。

　服のしたに下げたブラオを引っ張り出して、咲夜は声をひそめた。

「……何よ、不満そうじゃない、ブラオ。でもしかたないでしょ？　夢じゃなくて現実だって、証明できないんだ……も…の……？」

　何気なく彷徨さまよわせた手が、覚えのない固いものに触れた。怪け訝げんに思ってシーツをめくる。

　隠れていたそれを見て、言葉を失った。

「…う…そ…」

　茫ぼう然ぜんと手をのばす。

　そこにあったのは、狩かりの際にアルベルトがふるう脇わき差ざしだった。

　オリエンタールヴァンピーアが日本から持ち出してクラーンに寄き贈ぞうした神しん剣けんで、号を龍りゆう王おうというのだ。

　まさか、そんな。

　白しら鞘さやを摑つかんだ手がかすかに震ふるえる。

　ぐっと力を込めて刀身を鞘から抜ぬこうとした咲夜は、どれほど全力で引いてもびくともしない脇差をシーツの上に放り出して、堪こらえきれずに笑い出した。

　どうしよう、本物だ。

「アベルのだ……」

　笑いがとまらない。涙まで出てきた。

　これは刀自身が認めた者にしか抜けない代しろ物ものなのだ。一度試ためさせてもらったが、まったく歯が立たなかった。

　咲夜をだますために、クライスは何だってやるだろう。見た目や作りがそっくりな龍王の偽にせ物ものだって、用意するかもしれない。

　だがこれは、刀かたな鍛か冶じだったトーゴの一族が、魂たましいを込めて鍛きたえたものだ。日本では、そうやって作られたものには神が宿るのだ。ここは日本ではないけれど、作られたのが日本で、作ったのも日本人なのだから、これには神が宿っている。

「だから……、ケッツァーだって簡単に倒たおせるのよね」

　笑いすぎてにじんだ涙なみだをぬぐう。

　本当は、胸がどうしようもないほど熱くなってこみあげてきた涙かもしれないけれど、どちらでもいい。

　カールがくれた魔法の石は、咲夜が知りたかったことを、その魔法でもって教えてくれた。

「すごいよ、ブラオ。急にこれがなくなって、アベルきっと困ってる」

　でもきっと、ブラオがどうにかしてここに持ってきたのだと、彼はすぐに気づくだろう。

　服の袖そでとシーツでぐいぐいと顔をこすって、頰ほおを叩たたいて気合を入れる。

　大きく深呼吸をした咲夜は、脇差を手に立ちあがった。

　このまま手に持っているのは邪じや魔まになる。

　少し考えた咲夜は、シーツの端はしを歯で裂さいて鞘にくくりつけた。アルベルトと同じく刀を持っているトーゴは、愛刀の鬼おに丸まるを斜ななめに背負っている。この脇差より随ずい分ぶん長い得物なので、きっと腰こしに下げると邪魔になるのだろうと思われた。

「よし、これでどうだ」

　どう頑がん張ばっても抜けない刀なので、落とさずに済めばそれでいい。胸の前の結びをほどけばすぐにはずせて、打だ撃げき用の棍こん棒ぼう代わりにも使える。

　ドアの隙間から洩もれてくる光がふっと消えた。廊ろう下かの灯りが落ちたのだ。

　ドアノブを回したが、施せ錠じようされている。咲夜を出さないつもりなのだ。

　普ふ通つうだったら、ここで諦あきらめるだろう。しかし彼女は普通ではない。

　靴くつ底ぞこに隠していたピンを抜いて、鍵かぎ穴あなに差し込む。カール直伝の開かい錠じよう術だ。

　小さな音がして、鍵が開いた。

　注意深く探さぐり、ひとの気配がないことを確かく認にんして、静かにドアを開ける。

　うっすらとした緑色の非常灯が点在しているだけで、廊下の照明はすべて消えていた。

　闇に慣れた咲夜の目には、このほうが都合がいい。

　どっちだろう。咲夜は慎しん重ちように考えた。アルシェの中を探ってカールの居場所を突き止めるには、どちらに行けばいいのだろう。

　ジーンは咲夜の愛あい銃じゆうを奪うばっていった。可能なら見つけて奪い返したい。

　それから。

「───ここが本当にクライスの本ほん拠きよ地ちなら、叩く」

　モンスター・クラーンには、鉄則がある。

　自分が本当にただの人間なのか。それともアルベルトのように半分だけ人間で、もう半分の血はクラーンから受け継ついでいるのか、咲夜にはまだ確かなことはわからない。

　けれども彼女は、エーアストから銀のブローチとマントを与あたえられた。愛銃は奪われたが、牙きばと爪つめの代わりの武器は持っている。

　ふいに、ブラオの見せた夢の中で、誰だれよりも大好きなあのひとから告げられた言葉が甦よみがえった。

　──……お前がいまどこにいても、必ず見つけ出して迎えにいく。だから、待っていろ

　咲夜はあのとき頷うなずいた。

「うん。……でもね」

　待っているだけなんて、あたしにできるわけないでしょう？

　するりと部屋を抜け出した咲夜に、沈ちん黙もくしていたブラオがうっすらと光を放って行くべきほうを示した。

「ありがとう」

　無人なのを確認し、警報装置に注意しながら、咲夜はアルシェの奥へと駆かけ出した。




　　◆　◆　◆




　いつの間にか、近代的な白い建造物を出ていたようだった。

　ふたつの建物をつなぐ回かい廊ろうは、途と中ちゆうでがらりと雰ふん囲い気きが変わっていたし、壁かべや床ゆかに使われている石材も古さを窺うかがわせるものだった。

　非常灯すらもない暗い回廊は、天てん井じよう近くの小さなアーチ窓から射し込んでくる月明かりにかろうじて照らされている。

　研究施し設せつであるアルシェは、機械の微かすかな音や、モーターの唸うなりなどがほんの微かに響ひびいていた。

　だがこの建物は静かすぎて、足音すらも吸い込んでしまうようだ。

　石の壁をくりぬいたような螺ら旋せん階段を見つけて、逡しゆん巡じゆんしながらも咲夜はそれをのぼって行った。壁についた手は冷たい石に体温を奪われて、指先の感覚が鈍くなる。

　用心しながら足を進めて、咲夜は二階に行きついた。

　本当は二階ではないのかもしれない。螺旋階段をぐるぐると回りながらのぼっていたとき、随分時間がかかったのだ。

　一階分を飛ばすための階段なのかもしれない。

　窓は高い位置にあり、そこから月明かりが漏もれてくる。

　静せい寂じやくが重い廊下を、咲夜は気配を殺しながら進む。

　やがて回廊の終着点に突つきあたり、相当古い印象を与える木製のドアが立ちはだかった。

　ドアに耳を押しつけて中の音を探る。

　自分の鼓こ動どうと呼吸の音が耳の奥に響く。それらを意識でカットして、厚みのある木の向こうに集中する。

　研とぎ澄すました聴ちよう覚かくが、機械の発するごく小さなモーター音と思おぼしきものを捉とらえた。

　さらに意識を凝こらして中を窺う。

　機械の音だけだと判断して、咲夜はそうっとドアを押した。

　重いきしみを立てながら、ドアが少しずつ開いていく。

　自分ひとり通れる程度まで開いて、咲夜は中に滑すべり込んだ。

　回廊よりは低い位置にある窓から月明かりが射さし込んで、部屋の半分はうっすらと照らされていた。月つき影かげの届かないもう半分は漆うるしを塗ぬり込めたような闇やみだ。

　モーター音はそちらから聞こえてくるようだった。

　壁伝いに移動して音の正体を探っていた咲夜は、光の届かないところに大きな四角い物体が据すえ置かれていることに気づいた。

　気配を消して、探りながらそれに触ふれる。

　上質な布の感かん触しよくだった。なめらかなシルクの肌はだ触ざわりだ。それに柔やわらかい弾だん力りよく。咲夜の腿ももの高さの、長方形。

　ベッドではないか。

　どうしてこんなところにベッドがと、咲夜は訝いぶかった。ひとの気配は皆かい無むで、月明かりとかすかなモーター音だけがするような、古い石の建造物の上階に。

　さらに足を進めた彼女は、ベッドサイドに大きな機械が設置されているのを認めた。木造の家具などとは明らかに異質な気配を放つそれが、ごく小さなモーター音の正体だった。

　機械からのびたコードがベッドにのびている。

　目でそれを追っていた咲夜の手を、何かが突とつ然ぜん摑つかんだ。

「っ！」

　瞠どう目もくした咲夜の体が、凄すさまじい力で引っ張られる。バランスを崩くずしてベッドに手をつくと、ベッドカバーの下の凹おう凸とつに指が触れた。

　なんだ、これ。

　正体はわからない。けれども心臓が突とつ然ぜん激しく蹴けり上げられた。瞬しゆん時じに全力疾しつ走そうをはじめた鼓動が、警告を訴うつたえる。

　しかし、咲夜の右みぎ腕うでと左のかいなには、太い針金じみたものがからみついて、ぎりぎりと締しめてくる。

「この…っ」

　振ふり払はらおうとしたとき、ベッドの真ん中に、真っ黒い空くう洞どうがふたつあいた。

　しかしすぐに、違ちがうと思った。空洞ではなく、白目が極きよく端たんに狭せまくなって瞳どう孔こうが限界まで開いた眼まなこだ。

　とろりとした黒い眼が咲夜を捉えた。

　うっすらとした月明かりはここまで届かないが、闇に慣れた目は徐じよ々じよに輪りん郭かくを結びはじめた。

　自分を摑つかんでいるのは、骨と皮ばかりの、錯さく綜そうした枯かれ枝えだのような手だった。

　闇の中にあいたとろりとした眼は、咲夜に据えられたかと思うと、瞬またたく間にぎらぎらと異様な輝かがやきに満ちていく。

　抗あらがえないほどの力で引き寄せられ、凝ぎよう視しされる。

　咲夜が息を吞のむと、目の下のほうが横に割れた。

「………………っ…」

　かすかすとした奇き妙みような音と、しゃがれた唸りめいた音がこぼれる。

　腕うでを摑む枯れ枝の力が増した。皮ひ膚ふに突き立った指の先が肉に食い込む感触。

　一いつ対ついの眼がのろりと押し迫せまってきたかと思うと、乾かわいた土の匂においのする呼気が鼻先に触れた。

　かすかすとした音の奥に、重いうめきがまじった。

「………ク……リ…………ス………！」

　咲夜の全身は、おぞましさで総毛立った。

　全力を振り絞しぼってその場を逃のがれた咲夜は、部屋を飛び出して無我夢中で走った。

　得も言われぬ恐おそろしさが後ろから追ってくる気がして、頭かぶりを振りながらがむしゃらに逃にげる。

　自分がどこにいるのかもわからない。長い回廊を何度も曲がったところに上へのみつづく螺旋階段があり、彼女はそれを駆けあがった。

　どれほど走ったか。

　胸の奥から血の味がせりあがってきて、咲夜は窓辺で立ち止まった。

　全身から汗あせが噴ふき出していた。半分は冷たい汗だ。

　ようやく周りを見る余よ裕ゆうを取り戻もどした彼女は、自分のいる位置がまったくわからないことに、改めて気づいた。

　何度も深呼吸をして懸けん命めいに呼吸を整える。

　石の壁に囲まれた長い回廊は、アーチ型の窓から月明かりが射していた。

　地面までどれくらいだろう。五階くらいの高さなら、このまま飛び降りても死なない自信があるのだが。

　窓から射し込む月明かりのおかげで回廊は明るく、奥までかろうじて見える。

　突き当たりにあるのは、木の扉とびらのようだった。

　ふと、咲夜は目をしばたたかせた。

「……あれ…？」

　既き視し感かんがある。この情景を、自分は知っている────。

　そろそろと進みながら、咲夜は記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄せた。どこで見たのか。

　そうして、彼女はぴたりと足を止めた。

　ずっと射し込んでくる月明かり。───どうして。

　いまは七月の終わり。いや、もしかしたら、咲夜が時間の感覚を失っている間に月が替かわっているかもしれないが、せいぜい八月の上じよう旬じゆんがいいところ。

　まだ月が出る時間ではないはずなのに、こんなにも皓こう々こうと光が落ちてくるのはなぜ。

　咲夜の足は、いつのまにか進み出していた。

　木の扉に足が勝手に進んでいく。

　あの向こうには何があるの。

　ジルの言葉を思い出す。そう、あの子は確か。

　──……木の扉があって、それを開くとアーチの窓が見えて、その横に……

　扉にたどり着いて、咲夜はそれをゆるゆると押し開く。

　アーチ型の窓が、確かにあった。

　咲夜の鼓動が跳はねた。
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　窓の横に、誰だれかが立っている。

　すらりとした肢し体たい、長い髪かみ。白いガウンはくるぶし近くまで丈たけがある。

　扉の音に気づき、振り返ったその人の面おも差ざしは青白い逆光で陰かげになっている。

　ジルの夢では、いつもここで笑えみを含ふくんだ声がするのだ。

　咲夜は思わず背後を振り返った。けれども、そこには誰もいなかった。

　のろのろと向きを戻して、咲夜は瞼まぶたを震ふるわせる。

　慎しん重ちような足取りでこちらに近づいてくるその人の面差しを、咲夜は知っている。

　それはいつも、覗のぞきこんだ鏡の中にある。そして、ブラオの見せた光の中で、彼女は確かにその人を見たのだ。

　首を傾かたむけるその人を見つめる咲夜の目から、涙なみだがあふれた。

「………マリ…ア…っ」

　生きていた。ジーンと名を変えた恭介のように、彼女もまた生きていたのだ。

　突然泣き出した咲夜を見て、彼女は驚おどろいたように目をしばたたかせ。

　微笑ほほえみながら、こう言った。

「────あなたは、だぁれ？」




　　◇　◇　◇




　アルベルトが初めて作った琥こ珀はくの円は、アレキサンドラを一晩守りきることに成功した。

　気力を使い果たしたアルベルトに、感謝を込めたアールグレイが差し出される。

　無言でカップを少し掲かかげたアルベルトに、ルイは深々と一礼した。

　アレキサンドラはいま、消しよう耗もうした体力を取り戻すための眠ねむりについていた。

　シルフの調査結果をまとめたザムエルの報告書がベルヒテスガーデンに届けられたのは、陽ひが天のもっとも高い位置にさしかかった頃ころだ。

　城から派は遣けんされたのはトーゴだった。

　ベルンシュタイン家の面々が夏を別べつ邸ていで過ごすことを決めたことを受け、いつでも動きが取れるようにと彼は黄昏たそがれの城に入ったのである。

　分厚いファイルをトーゴから半ばひったくったアルベルトは、素す早ばやく必要な箇所に目を通す。

　ドクトア・ジーンの手配したワンボックスは、ケーニヒス湖岸に入った。

　三十分ほどのちに、ミュンヘン空港に、ブリンクラインが所有するヘリが着陸して、病人と思おぼしき男と、少女、マクシミリアンの主治医が降機。

　彼らはそこから、カーン氏が個人所有するジェットに搭とう乗じようし、離り陸りく。

　通常のデータではここまでだったが、ザムエルはさらに、ヨーロッパ全土の空港記録データをあらゆる手段を駆く使しして入手し、カーン氏の個人ジェットが着陸した場所を特定していた。

　ディートリヒと父の凶きよう行こうで地に落ちたカルネオル家の名めい誉よを守るために、死しに物もの狂ぐるいなのだろうことが察せられた。

「アルベルト様、カール様たちの行方ゆくえは…？」

　息を吞んで見守る一同に、ダンピールの青年は剣けん吞のんに答えた。

「おそらく───」










　ミュンヘン空港に降り立ったマクシミリアン・カーンは、ジェットの準備ができるまで、プライオリティラウンジのソファにもたれて息をついた。

　まだ本調子ではないのに、空路の移動は負担が大きいと、家族に反対された。わかってはいたが、どうしても行かなければならないのだ。

　迎むかえの乗務員が現れる。マクシミリアンは立ち上がった。

「向こうの天気はどうかな？」

　問われた乗務員は、少し残念そうに眉まゆを曇くもらせた。

「どうも、雨が降りそうなぐずついた天気のようです」

　そして彼は、努めて明るく話題を変えた。

「マクシミリアン様は、あちらは初めてですね」

　そうだねと、マクシミリアンは頷うなずいた。

「ルーマニアには別べつ荘そうもないし、さすがに機会がなかったからね。でも……」

　空を見はるかして目を細める。










　東とう欧おうの国ルーマニア、クジール。

　ヴァンピーア伝説が色いろ濃こく伝わるかの国に、マクシミリアンは初めて足を踏ふみ入れようとしていた。






















　薄うす雲ぐもの漂ただよう空にかかった月が、ぼんやりとした光を落としている。

　それよりずっと暗い、ぼんやりとした照明の灯ともった石いし畳だたみの寒々しい廊ろう下かを、少女はそっと歩いていた。

　なぜか胸むな騒さわぎがしてどうしても眠ねむれず、外の風にあたろうと思ったのだ。

　パジャマの上にガウンをまとい、さらには厚手のショールも羽織ってきたのだが、予想以上に寒い。

　テラスに出るフランス窓の鍵かぎを開け、かすかなきしみを立てながら開くガラス扉とびらは重い。

　冷たい風が打ちつけてきて、彼女は身み震ぶるいした。

「さむ…」

　月つき影かげがさしている。風が強く、薄雲は瞬またたく間に押し流されて、ぼんやりとしていた光が鮮あざやかさを取り戻もどしていく様を眺ながめる。

　息をついて、額に手を当てた。

　最近あまり体調が良くない。気だるさが消えず、立ちくらみも多い。

　くわえて、しっかり食べなければ良くならないと思うのに、食しよく欲よくがわいてこない。無理に食べようとすると気分が悪くなり、飲みもので喉のどの奥に流し込んでも、耐たえられずに戻してしまうこともある。

　早く体調を戻さないと、みんなに心配と迷めい惑わくをかけてしまう。授業にもついていけなくなってしまうかもしれない。

　胸の奥がむかむかしていたのが、冷たい風に当たったおかげで少しおさまった。

　ふうと息をついた彼女は、何気なく視線をめぐらせて、ぎくりと身をこわばらせた。

　石造りの堅けん固ごな城だ。テラスは広く、尖せん塔とうの影かげが床ゆかに長く落ちている。

　その、尖塔の影の先せん端たんに、影があった。

　風に翻ひるがえる長いケープ。無数の羽はね飾かざりが揺ゆれるコカール。腰こしに帯びた長ちよう剣けん。

　中世の騎き士しの出いで立ち。

　月影の中にたたずむ騎士は、言葉もなく立ちすくむ彼女を、やおら振ふり向むいた。

　くるぶしに届きそうなほど長いケープの裾すそが翻る。

　こちらを向いた騎士の顔面を見て、彼女はひっと息を吞のんだ。

　月の光よりなお白い面おも差ざし、落ちくぼんだ眼がん窩か、むき出しの歯。

　それは紛まぎれもない骸がい骨こつだったのだ。

　身を翻した骸骨騎士が、靴くつ音おとを響ひびかせて踏ふみ出す。

　それまで硬こう直ちよくしていた少女は、全力で悲鳴を上げた。







　真夜中に轟とどろいた悲鳴が、眠りの沼ぬまに沈しずんでいた少女たちを引き上げた。

「…………っ、なに…？」

　半分眠っている顔で呟つぶやいた少女が身を起こしたとき、ルームメイトは上着を片手に部屋を飛び出している。

　力任せに開けられた扉が反動で閉まった派手な音に、彼女はようやく本格的に覚かく醒せいした。

「……あ、ちょっと、クリス…！」

　彼女は慌あわててベッドを降り、靴くつを履はきながらガウンを摑つかんだ。

　廊下に出ると、ぼんやりとした灯あかりの中に並ぶドアがほとんど開き、悲鳴に起こされた少女たちが様子を窺うかがっている。

　よく見れば、廊下の一番奥のフランス窓が開いている。

　そこからテラスに出ていくルームメイトの姿を見つけ、少女はそれを追う。

　走りながらガウンに袖そでを通し、テラスに出た途と端たんに吹ふきつけてきた寒風に思わず立ち止まる。

「クリス…」

　震ふるえながら呼びかけると、一週間前にルームメイトになったばかりの少女が、うずくまった人ひと影かげを抱かかえるようにしながら振り向いた。

「イヴ、手伝って！」

「え？」

「気を失ってるのよ、あたしひとりじゃ動かせない」

　ようやく事態を吞みこめた彼女は、慌ててルームメイトの言葉に従った。

　そこに、血相を変えた恐おそる恐るといった体ていの少女たちがやってくる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「何があったの？」

「どうし…エレン？」

　ひときわ大きな声をあげたのは、気を失っている少女エレンのルームメイトだ。

　駆かけ寄ってきた彼女は、膝ひざをついて色を失った。

「クリスティーン、なにがあったの！」

「あたしに訊きかれてもわからないわよ。それと…」

　肩かたをすくめて答えながら目をすがめる。

「クリスティーンじゃなくて、クリスティーネよ」

　そうしているうちに、正体を失っていたエレンがかすかにうめき、のろのろと目を開ける。

「……あ…わたし…」

　イヴがほっと息をついた。

「エレン！　良かった。さっきの悲鳴はなんだったの？」

　すっかり冷え切っているエレンに肩を貸しながら尋たずねると、彼女は震えながら答えた。

「テラスに…幽ゆう霊れいが…骸骨が…！」

　彼女たちの後ろについていたクリスティーネの足がぴたりと止まる。

「……骸骨…？」

　小さな呟きに、エレンは頽くずおれそうになりながらさめざめと泣きだす。エレンのルームメイトとイヴが両サイドから支えてやる様を横目に見ながら、クリスティーネはおもむろに視線をめぐらせた。

　皓こう々こうと月影が落ちている石造りのテラス。尖塔の影がのび、その先端部分に、毅き然ぜんと立つ姿がある。

　白い手て袋ぶくろをはめた手で羽飾りのついたコカールを脱ぬぎ、胸にあてて優ゆう雅がな所作で一礼しながら、むき出しの白い歯がかたかたと音を立てた。

「咲夜、安心しておれ。我が目は獲え物ものを求めて夜よ闇やみを見通す梟ふくろうの両目にも勝まさる。何者であっても侵しん入にゆうはさせぬぞ」

　朗々と言い放つとコカールをかぶってケープの裾をばさりと翻し、手すりにひらりと飛び上がって腕うでを組む。そして、気づいた様子でケープをまとった肩かた越ごしに顧かえりみた。

「おお、そうか。ここではクリスティーネ・ベルンシュタインであったな。では我もまた、レディたちに倣ならってクリスティーネと呼ぶことにしよう」

　うむうむと頷うなずく、彼の名はロード・スケルトン。その名の通り骸骨である。

　クラーンの一員であるロード・スケルトンにまでクリスティーネと呼ばれた彼女は、いささか複雑な面持ちで呟いた。

「それは別に……ロードは咲夜でいいんだけど…」

　それよりも言いたいことは色々とあるのだが、人目があるのでぐっと堪こらえる。

　額に軽く手をあてて、咲夜はいささか疲つかれた風ふ情ぜいでふうと息をついた。

　クリスティーネ・ベルンシュタインというのは、ここに滞たい在ざいするにあたり名乗っている仮の名だ。本名であるエリアンヌ・クリスティーネ・フォン・ベルンシュタインがあまりにも長く仰ぎよう々ぎようしいのと、素す性じようを隠かくす必要性があったため、変名で通している。

　咲夜というのは彼女のもう一つの名前だ。彼女は日本人の血を半分引いており、司堂咲夜という名も持っている。家族たちは彼女を咲夜と呼ぶので、こちらのほうが耳みみ馴な染じみがいい。

「おおそうか。では咲夜。かように冷たい風に長時間当たっていては、冷えてしまうぞ。レディは体をいとわねばならぬもの。そなたの身に万一のことあらば、ベルンシュタイン公に申し開きのしようもない」

　手すりからひらりと飛び降りてきたロードが咲夜の傍かたわらで足を止める。石床を打つ踵かかとがかっと気持ちの良い音を立てた。

「さ、手を」

　エスコートしようとするロードに、咲夜は首を振る。

「いいから」

「何ゆえ。……おお、すまなかった。思い至らなかった、許せ」

　何やらひとりで頷いているロードを、咲夜は怪け訝げんそうに見上げる。

　コカールの下の白い髑どく髏ろが、かたかたと音を立てて笑った。

「そなたの手を取れるのは、父ベルンシュタイン公以外には、かのダンピールのみか。うむうむ。さもあろう。あれは実に良い青年に育った」

　咲夜は反応に困った。根本的な問題として、ここでロードの手を取らないのは、他者に見られると不ふ審しんに思われるからだ。

　大体テラスで独り言をぶつぶつ言いながらあちこちに視線を向けている時点で、我ながら相当不審だと思っている咲夜である。

「……まぁ、良い青年というのは、そうなんだけど。とりあえずありがとう、誉ほめてくれて」

　そこだけは素直に頷いた咲夜に、ロードは満足そうに目を細めた。ように咲夜には感じられた。

　印象である。何しろロードの顔は、表情が動きようのない骸骨なのだ。

　友人である東條要がいたら、おそらくこんな風に言うだろう。

　羽飾りのついたコカールに風に翻るケープ、腰には長剣、そして優雅でありながら隙すきのない所作振る舞まい、完かん璧ぺきな騎士。でも骨。

　そうそう、たぶんそんな感じ。

　どんな顔で言うのかすらも想像がつく。

　ひときわ強い風が吹く。

　ロードはケープをばさりと広げると、風から咲夜を守る壁かべとなった。

「エスコートには役者不足なれど、風よけ程度ならば我が身にも務まろう。さ、屋内へ」

　ちょうどそのとき、廊ろう下かから咲夜を呼ぶルームメイト、イヴの声がした。

「クリス、何をしてるの。風邪かぜ引ひいたら大変よ」

「あ、うん。いま行く」

　イヴに答えて、ロードに小さく礼を述べると、咲夜は足早にテラスを後にした。

　テラスに残されたロードは、ふと肩を震わせ、ケープをさばいて身を翻ひるがえした。

「……思い過ごしか…？」

　何かに見られていた気がしたのだが、見える範はん囲いに怪あやしいものは見られない。

　手袋をした手を顎あごに添そえ、ロードは重々しく呟いた。

「果たして、闇に転化したものはいずこに……」
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　一夜明けると日曜日だ。授業はない。

　昨夜の騒さわぎでろくに眠ねむれなかった少女たちは、朝食のあとに休息を取ることができてほっとしていた。

　ここはイングランド、シェフィールドとマンチェスターの中間あたりに位置する地にある私立の寄宿学校だ。昔の貴族の城と敷しき地ちが学校になっている。

　良家の女子のみで構成された生徒数は三十名足らずで、学校としての規模はそれほど大きくはない。

　生徒たちは一部屋にふたりの相部屋で生活し、勉強だけでなくマナーなども修めるため、教師の指導のもと規律正しい日々を過ごしている。

　敷地内には礼拝堂もあり、数名いるシスターたちが寮りよう母ぼも兼けん任にんしている。

　昼食後の自由時間に、中庭の温室の東あずま屋やで、咲夜は深々と嘆たん息そくした。

「……うーむ、赤の他人と一いつ緒しよに暮らすというのは、ちょっとしんどいな…」

　咲夜の実家はドイツ、マインツの郊こう外がいにある。

　マインツ邸ていを出たのも初めてなら、学校に通うのも実は初めてだ。色々と予備知識は仕入れておいたが、実際の寄宿生活は予想以上に気を張るものだった。

　ただでさえ見知らぬ土地で、見知らぬ建物の中で見知らぬ人たちと共同生活なのだ。何もなくても気き疲づかれする。加えて咲夜は素性を偽いつわっており、誰だれにも知られてはならない事情を携たずさえてこの学校に編入したのである。気疲れも気苦労も人並み以上に感じていた。

　何気なく視線をめぐらせた咲夜は、見事なバラの垣かき根ねの根元に、花びらがいやに散っているのを認めた。まだ瑞みず々みずしさの残る花びらもあれば、すっかり枯かれて変色してしまっているものもある。

　この温室の花々は専任の庭師によって丁てい寧ねいに世話をされているという話だったが、目の届かないところもあるようだ。

　落ちた花びらが景観を損そこねているのが残念だなと思った。

「……グレーテルのスコーンとルイの紅茶が懐なつかしい…」

　呟つぶやいて、肩かたが落ちる。

　イギリスは紅茶の国だ。アフタヌーンティーの本場でもある。紅茶もスコーンもそれなりにおいしい。しかし、それよりもやはり我が家のお茶とスコーンのほうがおいしいと思うのだ。

　料理上手の老婦人グレーテルの焼くチョコチップ入りスコーンと、執しつ事じの青年ルイ・アドリアン・ベリルが淹いれるアールグレイは、咲夜にとっては幼いころから親しんだもので、何よりも落ち着く味なのである。

「トワイニングもウィッタードもセントジェームスもおいしいけど、あたしはグシュヴェントナーの紅茶が好きなのよー」

　誰もいないので安心して泣き言めいたことを口にしていたら、傍らに誰かが寄り添ってきた。

「寂さびしげに曇くもった花のかんばせに輝かがやきを取り戻もどす魔ま法ほうを、我は知っておるぞ」

　片かた膝ひざをついたロードが恭うやうやしく礼をとった。

　咲夜は膝に両りよう肘ひじをついたまま、胡う乱ろんげに眉まゆ根ねを寄せる。

「なに？」

「今朝方使い魔まの報しらせが参った。本日面会人として、美しいマルガリータが訪おとずれる、と」

　美しいマルガリータとは、グレーテルのことである。

　咲夜は目を瞬しばたたかせた。

　と、温室のドアが開いて、シスターが姿を見せる。

「ここにいたのですか、クリスティーネ。ご家族の方が見えられましたよ、面会室へ急ぎなさい」

　咲夜は慌あわてて立ち上がり、シスターに礼を述べて面会室に向かう。そのあとにロードがケープを翻しながら随ずい従じゆうしてくるのだが、ただの人であるシスターにはその姿は見えていない。

　そう、大たい抵ていの人間には、ロード・スケルトンの姿は見えないのである。

　だから昨夜隣りん室しつの住人であるエレンがロードの姿を見て卒そつ倒とうしたことに咲夜は驚おどろいた。

　そして彼女に注意を向けることにした。

　ことの発ほつ端たんは、十日ほど前にもたらされた一報だった。
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　朝食の調ととのえられたダイニングに、丸められた羊皮紙を手にしたカールが渋じゆう面めんで現れた。

　ポットから紅茶を注いだカップをルイにさしだされた咲夜は、それを受け取りながら瞬きをした。

「おはよう、父さん。…どうしたの？」

　それから眉まゆをひそめてつけ加える。

「もしかして、狩かり？」

　カールが手にしている羊皮紙には、シーリングワックスの欠片かけらが付着している。残った破は片へんにかろうじて見て取れるのは、クラーンの紋もん章しようだ。

　指令書だろう。いつも使い魔が運んでくるのだが、丸めて蠟ろうで封ふう印いんということは、コウモリではなくフクロウが持ってきたのだろうか。羊皮紙の大きさを考えると、コウモリでは飛行時にバランスが崩くずれそうだ。

　しかし、話を聞くとそのどちらでもなく、昨日の夕方に城からの使いであるヴァンピーアが訪れて、置いていったということだった。

「狩りはもう終わっているらしい。こら、出ていきたそうにしているんじゃありません」

　カールに指し摘てきされて、咲夜はばつの悪い顔をした。狩りの執行者イエーガーを命じられ次し第だい、どこにだって行ってやるわと内心意気込んでいたのである。

　狩りが終わっているのなら、別段問題はなさそうだが。

　咲夜の胸の内を読んだのか、テーブルにつきながらカールが息をついた。

「異端者ケツツアーは狩ったものの、そいつがとんでもない置き土産みやげを残していたらしい」

　そうして、眉み間けんのしわを増やしながら、カールはとても嫌いやそうに切り出した。

「咲夜」

「なに？」

　カットされたグレープフルーツにフォークを刺さした咲夜が手を止める。その隣となりのアルベルトも視線をめぐらせてきた。

「お前、寄宿学校に行きなさい」

　唐とう突とつな命令に、咲夜もアルベルトも、十秒間は無言だった。

　先に口を開いたのは、普ふ段だん寡か黙もくなアルベルトだ。

「……どういうことだ、カール」

　実の父を名前で呼ぶ彼は、人間とヴァンピーアの間に生まれたダンピールだ。

　朝食には薄うすく切って少しトーストしたパンとフルーツと紅茶を好み、ほかはあまり口にしない。今日も彼の前に置かれたプレートにはロッゲンザフトブロートと、イチゴとカットグレープフルーツとブドウが載のっている。咲夜も似たようなものだ。

　カールは息子むすこに向け羊皮紙を投げた。

　焼き立てマフィンのプレートを手にちょうど入ってきたグレーテルが、カールの行ぎよう儀ぎ悪わるさに眉をひそめる。その視線に気づいたカールは、しまったと言わんばかりの様子で肩をすくめた。

　受け取った羊皮紙をアルベルトが広げると、横から咲夜も覗のぞき込んでくる。彼女が読みやすいように羊皮紙を傾かたむけながら、書かれている文をざっと読み進める。

　どうやらケッツァーは、狩られる前にひとりの人間を闇やみに染めていたようだ。

　クラーンを離り反はんしたヴァンピーアは異端者とされる。そのケッツァーの牙きばを受けたものを「闇フエにア転ヴ化アしンたドもルのング」と呼ぶ。

　ケッツァーは海を渡わたったイギリスの、スコットランド方面に向け逃とう走そうしていたところをイェーガーに発見され、無に帰した。追つい跡せきしていたイェーガーは一度ケッツァーを見失い、再度発見するまでに一日の空白があった。その間にケッツァーは驚くほど体力を回復しており、明らかに吸血行こう為いに及およんだと思われた。さらには、崩れ落ちる間ま際ぎわに、もう遅おそいと笑ったともいう。

　今回離反したのは、生来破は壊かい行こう為いを好むヴァンピーアだった。人間たちのなかでひっそりと生きるというクラーンの方針に異議を唱え、異能を持つモンスターが主導権を握にぎり、無能な人間たちを支配すべきだという危険思想の持ち主だった。その思想ゆえに監かん視しをつけられたのだが、どうやらそれが我が慢まんできなかったらしく、今回の離反にいたった。

　ケッツァーの足そく跡せきをたどり、どうやらイングランドの寄宿学校に一時潜せん伏ぷくしていたらしいというところまで突つき止めた。

　そこにケッツァーの牙にかかってフェアヴァンドルングと化した者がいる可能性が極きわめて高い。

「長老衆は、咲夜にその寄宿学校に潜せん入にゆうしてフェアヴァンドルングが誰だれかを突き止め、殲せん滅めつ、もしくは還界ツアラツクさせるようにと命じている」

　息をついてティーカップを取ろうとしたカールの指先から、カップがソーサーごと消えた。

「おや？」

「カール様。咲夜様をひとりで行かせるおつもりですか？」

　見れば、両手でソーサーとカップをさらい取ったグレーテルが、怖こわい顔をしてカールを睨にらんでいる。

　カールは肩をすくめた。

「仕方がないだろう。長老衆の命令だ」

「ですが」

　いささかむくれたカールが付け加えた。

「私だってひとりで行かせるのはひっじょーに不本意だ！　が、どうしようもないんだから仕方ない」

「全ぜん寮りよう制せいの女子校だって」

　アルベルトから渡された羊皮紙をひらひらと振ふる咲夜をグレーテルは振り返る。彼女からティーカップを取り返したカールが不承不承といった体ていで紅茶を呷あおった。

　少し熱かったのか、クラーンを束ねるヴァンピーア族の長おさは、やや涙なみだ目めになっている。

「あたしは大だい丈じよう夫ぶよ、グレーテル。フェアヴァンドルングの脅きよう威いにさらされてる隣人ナハバールたちを守りながら、必ず探しだしてみせるから」

　雄お々おしく宣言する咲夜の横で、アルベルトが険しい目をして何やら考えている風ふ情ぜいだ。

　全寮制の女子校とあっては、アルベルトもルイも同行することはできない。

　クラーンの長老たちは咲夜に不利な条件の指令を出すことが多い。多いというより、そればかりだ。

　そんな中で今回の指令は比ひ較かく的てき難度の低いものであると言えなくもないが、危険がないわけではない。

　咲夜をひとりで行かせたくはない気持ちはカールとて同じだ。

「使い魔をつけるか。いっそパラルダに頼たのんで、シルフを貸してもらうかな」

　腕うでを組んで重々しく呟つぶやいたとき、来客を告げるチャイムが鳴った。

　こんな早朝に来訪する者はそういない。

「おはようございますー」

　一同の予想通りの顔が現れた。

　登校途と中ちゆうに顔を出した東條要である。

「これ、頼まれてた障子紙と火ひ打うち石いしです。昨日届いたんですけど、早いほうがいいかなと思って」

　リュックサックを背負った要の後ろから、長いケープをまとった骸がい骨こつ騎き士しが颯さつ爽そうと姿を見せた。

「ご機き嫌げんよう、諸君。清すが々すがしく素す晴ばらしい朝だな」

　かたかたと鳴る白い歯がきらりと光る。長ちよう剣けんを帯びた旅姿という出いで立ちの爽さわやかな骸がい骨こつ、ロード・スケルトンである。

　彼はクラーンの一員だ。服の下に隠かくれた肢し体たいは骨格標本よりも立派に骨骨しく、肉も筋もないにもかかわらず自在に動く骸骨である。

　イギリス出身の骸骨騎士、ロード・スケルトン。モンスター・クラーンにかかわりを持ったため、命の危険にさらされることが多くなった東條要を守るため、カールの頼みで護衛につくことになったモンスターだ。

　要が在宅中には東條家の門番として扉とびらの横に立ち、要の外出時には愛馬骸骨馬にまたがってぱからっぱからっと軽かろやかな蹄ひづめの音を立てながら一定の距きよ離りを置いて同行する。要の日常生活に支障のないよう細やかな心配りをする、礼れい儀ぎ正ただしく優ゆう雅がで洗練された物もの腰ごしのまさにジェントルマン。

　そんなロード・スケルトンを一いち瞥べつして、要は苦み走った笑えみを浮うかべた。

　でも骨。この骨骨しさに、慣れるまで数日かかった。いまではまったく気にならないが、夜に用事があって外に出ようとすると、ドアの横に剣けんを持った骸骨が立っている。ホラー以外のなにものでもない。その骨が要を見下ろし、惚ほれ惚ぼれするほど綺き麗れいな並びの白い歯をかたかたと鳴らして言うのである。

　おや、要殿どの。このような遅い時分にいずこへ。

　悪気はなくとも見てくれが充じゆう分ぶん恐おそろしいので、卒そつ倒とうしそうになったことも数知れず。でも慣れた。骨骨しいが、それだけなのだ。慣れればロードは本物のイギリス紳しん士しで、とても良いひとなのだった。

「ありがとう要君。わざわざすまなかったね。言ってくれれば取りに伺うかがったのに」

　立ち上がったカールが要から品物を受け取る。ちなみにこれは日本びいきのカールが所しよ望もうしたわけではなく、先ごろからベルンシュタイン邸ていの離はなれで籠ろう居きよしているオリエンタールヴァンピーアの希望だった。日本にいる要の祖父が宮大工なので、少し珍めずらしいものでも都合してもらえることは、カールたちにとってはとてもありがたかった。

　ロード・スケルトンは、咲夜のそばにやってくると、マナー通りに一礼した。

「朝日すら色あせるほど輝かがやく美しさをたたえた姫ひめよ、ご機き嫌げん麗うるわしく」

　咲夜は苦く笑しようして応じる。

「ありがとう、ロード」

　彼女の傍かたわらのアルベルトもいささか苦笑気味だ。

　要はそうっとルイとグレーテルの近くにより、こそこそと尋たずねた。

「アベルさん、怒おこらないんですね」

　ルイは朗ほがらかに応じる。

「ロードはどなたに対してもあのように接せられますので」

「アルベルト様もそれがわかっておいでですもの」

　グレーテルがころころと笑う。そうして彼女は、ぽんと手を叩たたいた。

「そうだわ。カール様、咲夜様の護衛を、ロードにお願いしてはいかがでしょう」

　全員が目を丸くしてグレーテルを見つめる。ただひとりロードには目がないので、空っぽの眼がん窩かを向ける。

「む？　美しいマルガリータよ、我には話が見えぬぞ。しかし……」

　咲夜を顧かえりみて、ロードは胸に片手をあて、咲夜の前に片かた膝ひざを折った。

「美しい姫の身を守るは、騎き士しの誇ほこり。このロード・スケルトン、命に代えても御おん身みをお守りいたそう」

　即そく座ざに応じるところは、さすがロード・スケルトン。

　一方の要は、自分をさしながら呟いた。

「ええと、俺はどうなるの…？」







　時間の関係で要はとりあえず登校し、放課後にベルンシュタイン邸に立ち寄って、ロードともども詳しよう細さいを説明された。

　彼が学校に行っている間に、ロード不在中要の護衛をどうするかをカールとアルベルトとルイが合議した。

　風の精せい霊れい王パラルダに頼んでシルフをひとり貸してもらい、ベルンシュタイン邸に籠居しているオリエンタールヴァンピーアとルイが交代で要につくことになった。とはいえ、彼らふたりは四六時中ついていられない。そのためのシルフだ。異変が起こった際にはシルフが知らせてくれる手はずになっている。

　それらを取り決め、フェアヴァンドルング用に作られた弾だん丸がんを携たずさえた咲夜がドーバー海かい峡きようを渡わたったのは、指令が下ってからわずか二日後だった。
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　咲夜がこのソーンヒル・スクールの門をくぐったのは、ちょうど一週間前だ。

　女子のみの学校に護衛として同行することになってから、ロード・スケルトンはどこで調達したのか出で立ちを一変させて現れた。懇こん意いにしている仕立て屋がいると聞かされた咲夜は、ああクラーンにはそういうのもきっといるんだろうなと大して驚おどろくことなく納なつ得とくした。

　世界中に散らばったモンスターたちは、その大半がナハバールたちのなかにとけこんで生活している。モンスターたちの生活を成り立たせるために、モンスター専用の職人がいて当然だ。

　咲夜自身はナハバールたちの作り出すもので生活できるのであまり気に留めたことはないのだが、ロードのように明らかな異貌のクラーンは、それなりに苦労もあるのかもしれない。

　そんなことを考えながら面会室に向かった咲夜は、ソファにかけているふたりを見て目をしばたたかせた。

「アベル、グレーテル」

　ふたりが立ち上がる。彼らの向かいには、寮りようの管理をしているシスターが腰こしを下ろしていた。

　二十代半ばほどの、物静かで端たん整せいな容よう貌ぼうの女性だ。

「クリスティーネ、まずはご挨あい拶さつをするべきでしょう」

　咲夜は慌あわてて頭を下げた。

「失礼しました、シスター・シーラ」

　テーブルに飾かざられているバラの鮮あざやかな赤が視界に入る。生けてから時間が経たっているのか、花びらが数枚落ちていた。

「よろしい。面会時間は一時間です。クリスティーネ、お二方に庭園を案内して差し上げたらいかがですか」

「ありがとうございます。では、そうさせていただきます」

　シスターの心こころ遣づかいだろう言葉に礼を述べ、咲夜はふたりを連れて面会室を出た。

　三月の庭園はまだまだ寒い。しかし、建物の中ではだれが聞いているかもわからない。シスターの勧すすめは好都合だ。

　庭園に出た三人は、周囲に人気のないことを確かく認にんして息をつき、石のベンチに腰かけた。咲夜を挟はさんで、グレーテルが右側に、アルベルトが左側に。グレーテルの傍らに、同行してきたロード・スケルトンが立つ。

「美しいマルガリータよ。その名よりさらに気高く美しいそなたとまみえる僥ぎよう倖こうがどれほどのものか、そなたにはわかるまい」

「あら、お上手ね、ロード」

　ころころと笑い、グレーテルは咲夜に微笑ほほえんだ。

「さあ、お土産みやげですよ。後のち程ほど召めし上あがってくださいね」

　渡されたのはペーパーバッグだ。中を見ると、小さなステンレスボトルと、綺麗にラッピングされたチョコチップスコーンが入っていた。

「こちらに来るぎりぎりにルイが淹いれたアールグレイと、朝一番に焼いたスコーンです」

「ありがとう、グレーテル…！」

　まさにこれを欲ほつしていた咲夜は、感極きわまってペーパーバッグを抱だきしめる。多少冷めていようとも、味に変わりはない。冷めてもおいしいのがルイの淹れる紅茶なのだ。

「様子はどうだ」

　隣となりに座ったアルベルトが、長い足を持て余し気味にしながら問うてくる。

　少しだけ青みがかった長めの前まえ髪がみがアルベルトの目にかかり、鬱うつ陶とうしそうに目を細める。咲夜は指をのばしてその髪をそっと払はらった。

「勉強も礼れい儀ぎ作法も、難しくはないしついていけてるからいいんだけど、団体行動というか、知らない人たちと生活するのは、やっぱり大変」

　ふうとため息をついて背もたれにもたれた咲夜の頭を、アルベルトがぽんと軽く叩いた。

　グレーテルが立ち上がる。

「あちらの花か壇だんを見てきますね。ロード、案内してくださいな」

「喜んで」

　季節になればバラが咲さき乱れるだろう茂しげみの枝ぶりに興味を持った風を装よそおって、グレーテルが咲夜たちから少し距きよ離りを置く。ロード・スケルトンはそんな彼女を見事にエスコートしている。

　早くうちに帰ってゆっくりお茶が飲みたいなぁと胸の内で呟つぶやきながら、咲夜は口に別の言葉を乗せる。

「昨夜、ちょっと騒さわぎになったのよ。生徒がひとり、ロードを見て卒そつ倒とうしたの」

「ロードを？」

　訝いぶかるアルベルトに頷うなずいて、事の仔し細さいを伝えた咲夜は、膝ひざにのせたペーパーバッグからボトルを取り出した。

　吹ふきさらしの庭園はやはり寒い。

　外コップに中身を注ぐと、まだまだあたたかいことを証明する湯気が昇のぼった。

「おいし…」

　嬉うれしそうに目を細めて、両手でコップを包むようにして持っている咲夜を見るアルベルトの目が優やさしい。

「危険なことはないか」

「うん。それは大だい丈じよう夫ぶ。ロードもいてくれるし、生徒たちはみんな、ただのナハバール。でも、さっき話したエレンはちょっと気になってる。ロードが見えたのは、おかしいわ」

　寒さですぐに冷めてしまう紅茶を飲み干して、もう一いつ杯ぱい分を注ぎ、アルベルトに渡す。彼はそれを少しずつ飲みながら思案するような顔をした。

　彼が紅茶を慎しん重ちように飲んでいるのは、熱すぎるものが少し苦手だからだということを咲夜は知っている。小さいころからずっとそうなのだ。

「ケッツァーの牙きばを受けていても、誰だれにも危害を加えていなければ、フェアヴァンドルングは還界ツアラツクできる。そのエレンがフェアヴァンドルングだとして、ツァラックの可能性は？」

　闇やみに染まった者が昼の世界に戻もどることを、クラーンは「還界」と呼んでいる。

　咲夜は口元に指を当てた。

「彼女だとしたら…まだ、大丈夫かもしれない。少し様子を見てみるわ」

　様子を見ると言いながら、咲夜の目は獲え物ものを追うイェーガーのそれだ。

　アルベルトは息をついた。

「無茶はするなよ。俺もしばらくこの近辺に待機する。何かあったら呼べ」

「わかった」

　応じながら咲夜は思った。ということは、グレーテルもしばらく近くの街に滞たい在ざいするのだろうか。そうなると、うちは大丈夫なのだろうか。ルイがいるものの、普ふ段だん家事一いつ切さいはすべてグレーテルにお任せなのだ。

　できるだけ早めに片をつけようと心に決める咲夜を、紅茶を飲み干したアルベルトが見つめている。

　咲夜は首を傾かたむけた。

「なに？」

「よく似合ってる」

　咲夜は自分の姿を確かめた。ソーンヒル・スクールの制服は、赤いジャケットにスカート、シャツに赤のタイを結んでいる。ジャケットの左胸にはソーンヒル・スクールのエンブレムがついている。ソーンヒルの頭かしら文も字じＴをデザインしたものだ。

　アルベルトに全身が見えるように、咲夜は立ち上がった。

「ほんと？」

「ああ」

　頷くアルベルトは、咲夜には絶対に噓うそはつかない。

　寄宿生活はそれなりに苦労もあるが、生まれて初めて通う学校は楽しいことが多く、制服に袖そでを通した時は心が浮うき立った。

「やった」

　嬉しそうに笑う咲夜を見上げて、アルベルトは穏おだやかに目を細めている。

　花壇を見ていたグレーテルは、ふたりを一いち瞥べつしてにっこりと笑った。

「よくお似合いですこと」

「うむ」

　頷いて、ロード・スケルトンが朗ほがらかにつづけた。

「あの制服、品がよく、咲夜の清せい楚そな雰ふん囲い気きを実に引き立てている」

「ええ、制服もよくお似合いです」

「うむ。双そう方ほう盛装でないことを差し引くにしても、花はな咲さく季節でないことが実に残念だ。微笑む華はな一輪ではいささか寂さびしい。が、その一輪は千のユリにも万のバラにも勝まさるがな」

「ええ、本当に」

　風は冷たいが、寒さは大して気にならない。彼らはモンスターなのだ。

　アルベルトが立ち上がった。

「そろそろ中に入ったほうがいい」

　ダンピールであるアルベルトは気にならないが、咲夜は人間だ。いつまでも吹きさらしでいると、体の芯しんまで凍こごえてしまうだろう。

「寒くないか」

「ちょっと。でも大丈夫」

　これがあるしねと笑う咲夜の手には、ペーパーバッグがある。

　頷こうとしたアルベルトは、ふいに視線を走らせて二階の窓を睨にらんだ。

「アベル？」

　気づいた咲夜が怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せる。

　ダンピールの青年は低く呟いた。

「妙みような視線が…」

　二階を見上げた咲夜は、いくつかの窓に生徒たちが鈴すずなりになっていることに気づいた。ルームメイトの姿もある。

「あの子、何やってるの…？」

　胡う乱ろんな顔をした咲夜に、イヴはぱたぱた手を振ふってくる。

「咲夜様、アルベルト様」

　グレーテルとロードが近寄ってきた。

「そろそろ一時間になります。あまり時間オーバーしてしまいますと、咲夜様が叱しかられてしまうかもしれません」

　庭園に入る扉とびらの横の窓に、シスターの姿がちらと見えた。

「私たちはソーンヒルの街におります。何かございましたらお呼びくださいな」

　どこかからきいきいとコウモリの鳴き声がした。使い魔まだ。呼べばコウモリがそれを聞いて、アルベルトに伝えてくれるのだろう。

「そのような備えをせずとも、我がいる限り姫ひめには狼ろう藉ぜきものの指一本触ふれさせはせぬものを」

　胸を張るロードに、咲夜は小さく笑って何も言わないことにした。

　門の外まで見送りに行きたかったが、それは許されなかった。

　面会室でアルベルトたちと別れた咲夜は、ペーパーバッグの中身を念のため見せるようシスターに言われて、素す直なおに従った。

「これは？」

「執しつ事じの用意してくれたお茶です」

　ボトルの中身を問われて答える。スコーンは見たままだが、不ふ審しんに思われるのは嫌いやだったので、個別にラッピングされていたひとつをシスターに差し出した。

「ああ、結構です。あなたのその行動で、何も疑う余地はないと証明されました」

　あまり表情を変えないシスターにそう言われた咲夜はほっと胸を撫なで下おろす。

　部屋に戻ると、興きよう味み津しん々しんの顔をしたルームメイト、イヴが待ち構えていた。

「クリス、あの人、誰なの？」

「……なんでそんなに目が輝かがやいてるの」

　いささか及および腰ごしの咲夜にルームメイトは上じよう機き嫌げんだ。

「だって、あんな素敵な人がいたなんて、教えてくれなかったじゃない」

「教えるもなにも、話す機会もないし話す理由もなかったわよ」

　肩かたをすくめる咲夜に、イヴは詰つめ寄ってくる。

「たったいま理由はできたし機会が到とう来らいしたわよ。あの人は誰なの、あなたの恋こい人びと？　婚こん約やく者？　家族だなんて言わないでよ、夢がなくなるわ」

　両手を握にぎり合わせ期待で目をきらきらさせているイヴに、咲夜は少し言葉に詰まった。

「……」

「クリス？」

　瞬まばたきをして、咲夜は静かに笑った。

「……大事な…、あたしにとって、あたし自身よりも大事なひとよ」

　ほんとはひとじゃないんだけどと胸の中でつけ加え、ペーパーバッグからスコーンをひとつ取り出した。

「うちのひとが焼いてきてくれたんだけど、イヴも良かったら…」

　言いかけたところで、咲夜は絶句した。

　少しウェーブのかかったセミロングの栗くり色いろの髪かみをしたルームメイトは、赤みの強い茶色の瞳ひとみを星のように輝かせていた。

「素敵…！　そんな風に言えるなんて、運命の恋人ね…！　なんてロマンチックなの！」

「……えーと…あの、イヴ？」

「ああうらやましい！　エレンといいあなたといい、どうしてそんな人たちを置いてこんな学校に来ちゃったのよ。離はなれ離ばなれなんて私には耐たえられないわ！」

　盛り上がるルームメイトの口から出た名前に、咲夜はすっと表情を引き締しめた。

「エレン？　昨夜倒たおれた彼女よね」

「ええ、そうよ。エレンは幼おさな馴な染じみの婚約者がいるのに、お父様の命令でここに来たの。結けつ婚こんまでにきちんとした知性と教養を身につけるためですって」

　しかし、エレンは婚約者に会いたくて、何度も寄宿舎を抜ぬけ出ようとしてはシスターに見つかり、何度も反省部屋に入っているのだという。

「ついこの間も抜け出そうとして、西の塔とうの最上階にある反省部屋に一晩入れられたの。ああもう、エレンのお父様も、彼女の寂しさをわかってあげればいいのに。あれから彼女はよく眠ねむれなくて、食事もろくに喉のどを通らなくなったって聞いたわ」

　熱っぽく語るイヴに曖あい昧まいに頷うなずきながら、咲夜はさりげなく尋たずねた。

「それは、いつごろから？　エレンがよく眠れなくなって食事も喉を通らなくなったというのは」

　イヴは頰ほおに手を当てた。

「確か…二週間くらい前かしら。反省部屋から出てきたときに少しふらふらしていて、シスター・シーラに抱かかえられるようにして部屋に戻もどったのよ」

　二週間、と呟つぶやいて思し慮りよ深い顔をする咲夜に気づかず、イヴは首を振った。

「あと三年も離れ離れだなんて、可哀かわい想そうだわ」

「はいはい、そうね。ところでイヴ、そろそろ夕食の時間みたいよ」

　軽くいなして時計を示す。

　休日の夕食は夕方五時だ。大広間に生徒たちとシスターたちが全員集まって、祈いのりを捧ささげたあとで静かに食事をするのが決まりだ。

「あら、いけない。急がないとシスターに叱られる」

　制服を整えて大広間に向かいながら、咲夜は胸の中で呟いた。

　三年なんて大したことないわ、十年間まったく会えなかったことに比べたら。







　夕食の際に注意して観察していると、確かにエレンは料理にほとんど手を付けていなかった。食後のお茶を飲んで立ち上がり、青ざめた顔でうつむき加減に戻っていく姿は、体調が悪そうに見えた。

　就しゆう寝しんまでの自由時間は、生徒たちにとって憩いこいのときだ。思い思いに過ごし、明日からの一週間に備える。

　エレンは食後しばらく図書室で雑誌をめくっていたが、息をついて立ち上がり、早々に自室に引き揚あげていった。

　咲夜はそれをずっと見ていたが、顔色が悪い以外に決め手がないので、彼女がフェアヴァンドルングか否いなかの判断がつかない。

　就寝一時間前にはシスターたちが生徒たちに部屋に戻るように促うながす。就寝前に心静かに明日の備えをするためだ。

　部屋に備え付けのバスルームでルームメイトがシャワーを浴びている間に、咲夜はステンレスポットのお茶を飲みながら考え込んだ。

　荷物の中には、愛あい銃じゆうＳ＆Ｗ、Ｍ36チーフス・スペシャルを忍しのばせてある。対フェアヴァンドルング用の金の弾だん丸がんも予備を入れて五発。ケッツァーと対たい峙じするわけではないので銀の弾丸は今回所持してこなかった。

　もうだいぶ冷めてしまったアールグレイをマグカップに注ぎ、大事に少しずつすする。

「呼び出す？　でも、ほとんど面識もないしねぇ。いきなり問い質ただしたって答えてくれるわけもないし…」

　イヴの話が確かなら、たとえフェアヴァンドルングとなってしまっているにしても、本人の意思ではないだろう。誰だれも襲おそっていなければ、アルベルトの言っていた通りツァラックさせられる。咲夜としても、命を奪うばう狩かりよりはツァラックのほうが気が楽だった。

「どうするかなぁ」

　しみじみ呟いたところにイヴが出てきてバスの使用を勧すすめられた。

　就寝まではあと三十分もない。

　熱いシャワーでも浴びれば気分が変わっていい考えが浮うかぶかもしれない。

　頭から熱めのシャワーを浴びて、咲夜は何気なく呟いた。

「エレンがフェアヴァンドルングかどうか、確かめられないかしらねぇ」

　そのとき。

　肌はだ身み離はなさず首にかけている青い石が、仄ほのかな輝きを放った。

　時折こうやって不思議な現象を起こす石だ。咲夜はその色そのままにブラオと呼んでいる。

　壁かべにかけられた楕だ円えん形の鏡に光が注がれ、ひとつの光景がそこに浮かび上がった。ふたつの影かげがゆらゆらと動いている。

　咲夜は目を瞠みはった。

「え……？」

　ブラオの放つ光が消える。

　シャワーを浴びたまま呆ぼう然ぜんとしていた咲夜は、どんどんとドアを叩たたく音にはっと我に返った。

「クリス、クリス、聞こえる？」

　咲夜は慌あわててシャワーを止める。

「なに？」

「シスター・シーラがお呼びよ。今日面会にいらしたご家族のことで何か…」

　バスローブを着た咲夜は、濡ぬれた髪を乱暴にぬぐいながら出ていく。

「なんですって？」

　イヴは狼ろう狽ばいした様子で頰に手を当てていた。

「シスターの使いで、いまエレンがあなたを呼びに来たの。シャワーを浴びてるって言ったら、出たらすぐに面会室に来るようにって」

「シスターの使いで、エレンが？」

「ええ。急いだほうがいいわ」

　時計の針はもうすぐ二十一時をさす。

「わかった、ありがとう」

　セーターとジーンズパンツを着て、まだ湿しめっている髪を手て櫛ぐしで梳すき、ニットのロングカーディガンを羽織りながら、イヴに見えないように愛銃をパンツのポケットにねじ込む。

「行ってくるわ。鍵かぎは開けておいてね」

「気をつけて」

　身を翻ひるがえして出ていく咲夜の背に、ルームメイトの気き遣づかう声がかけられる。咲夜はひらひらと手を振ふった。

　家族の何やらというのは、咲夜を呼び出すための口実だろう。

　階段を駆かけ下りていた咲夜は、面会室の奥にある庭園に出る扉とびらから、いままさに外に出ていくエレンの姿を認めた。

　制服を着たエレンは、ふらふらとした足取りで温室の方向に足を進めていく。

　咲夜は迷わずそのあとを追った。

　三月の風は冷たく、夜ともなれば恐おそろしいほど冷える。

　温室の中には照明はないが、庭園に点在している照明の光が届くので、ある程度は見える。

　吹ふきさらしの庭園と違ちがい、温室の中には常に花が咲さいている。

　季節を問わず咲いている無数の花が放つ香かおりが、夜の匂においに混じって独特の雰ふん囲い気きを作り出していた。

　ぼんやりとした光に照らされる赤いバラは、ここが貴族の邸やしきだった頃ころから代々専属の庭師に手入れをさせているという話だ。

　バラの香りはいい香りだと思うが、咲夜はそれほど好きではない。

　ヴァンピーアが好む血の匂いは、しばしばバラの芳ほう香こうに喩たとえられる。

　その場合のヴァンピーアは大たい抵ていケッツァーだ。

　バラの垣かき根ねの向こうに、青ざめたエレンがうずくまっているのが見えた。

　そしてその前に、シスター・シーラが。

　シスターは、垣根に咲いているバラをむしり取り、口に含ふくんだ。

　はらはらと花弁が散る。エレンがのろのろと顔を上げ、呆然とシスターを見上げた。正確には、シスターの唇くちびるから覗のぞくバラの赤い花びらを。

　まるで、唇から赤い血がこぼれるようにして花びらが落ちてくる。

　咲夜ははっとした。エレンがごくりと喉を鳴らしたのがわかる。

　彼女は落ちてきた花びらを摑つかむと、それを口の中に押し込んだ。美味なるものを味わうように目を細めて、垣根に咲くバラに手をのばし、シスターと同じように食べはじめた。

　咲夜は息を詰つめ、心を落ち着けるためにゆっくりと吐はき出した。

　垣根の根元にたくさん落ちていた花びら。面会室のテーブルに生けられていたバラも花びらが落ちていた。

　シスターもエレンも、咲いているバラを摑んでは食はんでいく。その目が異様に血走っている。

　愛銃を抜ぬき、シリンダーをスウィング・アウトさせて、金の弾丸が装そう塡てんされているのをちらと確かく認にんする。大だい丈じよう夫ぶだ。

「シスター、エレン」

　少しずつ近づいていくと、ふたりは刮かつ目もくして咲夜を凝ぎよう視ししてきた。

「お尋たずねしますけど。二週間ほど前この学校に、侵しん入にゆう者がありませんでした？」

　注意深くふたりの喉のど首くびを確認する。牙きばの痕あとは見受けられない。二週間経たっているから、消えてしまったか。

「……クリス…ティーネ…」

　エレンがよろりと立ち上がった。

「あなた…何か、知っているの…？　どうして私、バラがほしくなるの？」

　なおも言いつのろうとしたエレンを押しのけて、シスターが全身をわななかせながら訴うつたえる。

「あの男を、知っているのね？　そうだと思いました。だってあなたを訪ねてきた家族は、あの男と同じ、この世のものではない気配を漂ただよわせていたのだから」

　ふらりと足を進めて、シスター・シーラは苦く悶もんの表情を浮かべ両手で顔を覆おおうようにした。

「あの夜、西の塔とうの反省部屋に、あの恐ろしい男が…！」

　咲夜はシスター・シーラの口元を見つめる。歪ゆがんだ唇の狭はざ間まに、長すぎる犬歯がちらちらと覗きだしている。

「あの晩から、どうしたわけか、何も喉のどを通らない。バラ以外、何も。ああでも、バラよりも…」

　シスターの目が爛らん々らんと輝かがやいた。

「あなたの血のほうが、きっとおいしいわね、クリスティーネ…っ！」

　くわっと開いた口に牙が見えた。

　がらりと豹ひよう変へんした獰どう猛もうな顔つきのシスターに銃じゆう口こうを向け、咲夜は答えた。

「いいえ、シスター。あたしの血はきっとまずいわ」

　シスターの背後でシスター同様顔つきの変わったエレンがゆらりと立ち上がる。

「ロード！」

[image: ]

　垣根の陰かげに身をひそめていたロード・スケルトンが躍おどり出た。

　同時に咲夜は、とびかかってきたシスターの首筋めがけてトリガーを引く。

　銃じゆう声せいが轟とどろく。衝しよう撃げきでシスター・シーラが吹っ飛ぶ。エレンを取り押さえたロードがシスターを片手で抱だき留とめた。

　さすがにバランスを崩くずして倒たおれかかったロードは、しかし女性二人を道連れにすることなく見事に体勢を立て直した。

　暴れるエレンの首筋めがけて咲夜の銃口が再び火を噴ふく。めり込んだ弾だん丸がんが体内に留とどまり、エレンは白目を剝むいて昏こん倒とうした。

　咲夜はふうと息をついた。

「さすがはベルンシュタイン公の愛まな娘むすめ。実に見事な狩かりの腕うで前まえよ」

　銃口を下げ、トリガーガードに指をかけた咲夜は、正体をなくしているふたりの様子を窺うかがう。

「良かった、ふたりともツァラックしたみたい」

　牙に変形した犬歯はすっかり元に戻もどり、呼吸も脈も規則正しい。

「して、あの男、とは？」

「たぶん、こういういきさつだったと思う」

　ブラオの見せた鏡の向こうの光景だ。

　二週間前の夜、反省部屋の様子を見に行ったシスター・シーラは、ベッドの上でエレンに覆いかぶさっている怪あやしい男と遭そう遇ぐうした。悲鳴を上げる間もなく飛びかかられたシスターは、生なま臭ぐさい吐と息いきが首にかかったところで恐きよう怖ふのあまり気を失った。目を覚ました時には窓が開いており、男は姿を消していた。

　意識のないエレンは首に虫に刺さされたような小さな傷が出来ていたものの、幸い着衣のひどい乱れもなく、シスターは心の底から安あん堵どした。目を覚ました彼女はふらついて、シスターの手を借りて部屋に戻った。

　しかし、シスター・シーラはその日から己おのが身に生じた異変に悩なやまされることになった。

　奇き妙みようなものが見える。長い歴史を持つ貴族の邸をそのまま使用したこの学校には、時折あの世の者たちが徘はい徊かいすると言われていたが、それらが見えるようになった。さらには食事がほぼまったく食べられなくなり、代わりにバラの花びらが欲しくて欲しくてたまらなくなったのだ。

　シスターは、自分の首にもエレンと同じようなふたつの傷が出来ていたことに気づいた。

　覆いかぶさっていたあの男は、エレンの首に嚙かみついていなかったか。

　もしや、空想上の存在としか思っていなかった恐ろしいモンスターが実在していたのだろうか。

　エレンはあの晩のことを覚えていないようだったが、自分と同じようにものが食べられなくなっている。

　しかし、こんなことは誰だれにも相談できなかった。話したとしても頭がおかしくなってしまったと思われて終わりだ。へたに話が広まれば、ソーンヒル・スクールの名に傷がつく。

　数日後、編入生がやってきた。

　彼女を見たとき、シスターは奇妙な安あん堵ど感かんを覚えた。骸がい骨こつを従わせた少女は、ほかの生徒たちとはまとう空気から何からすべてが一線を画していた。

　そして、面会にやってきた彼女の家族を見て、それは一層強くなった。

　シスターは焦しよう燥そうしていた。時間がない。早く手を打たなければ、手て遅おくれになると。




　　◇　◇　◇




　よく晴れた早朝に、荷物を詰めたスーツケースを持った咲夜は部屋を出た。

　生徒たちは朝食の時間だ。

　もうすぐ迎むかえがやって来る。

「咲夜、このスケルトンに荷運びの栄えい誉よを与あたえてはくれまいか」

「えー？　いいわよ、大丈夫。それに、ロードの姿は見えないんだから、スーツケースだけが宙に浮ういてるのはちょっとしたホラーだわ」

「そうか。それでは致いたし方かたあるまい」

　階段を降り切ってスーツケースを下ろし、息をついたところに、イヴが駆かけてきた。

「クリスー！　もう行ってしまうの？　いくらお父様の仕事の都合とはいえ、こんなに急に転校だなんて…！」

　いまにも泣き出しそうなルームメイトに、咲夜は苦く笑しようした。

「いつも急だから仕方ないのよ。短い間だったけど楽しかったわ。ありがとう、イヴリン」

　ぐすっと洟はなをすするイヴに手を差し出すと、彼女は固く握にぎり返してきた。

「元気でね、クリスティーネ。インドは水が良くないそうだから、絶対に生水は飲んだらだめよ。恋こい人びととも仲良くね」

「え…、ええ、そうね。ありがとう」

　頷うなずいて、スーツケースを引きながら手を振ふり、歩き出す。

　イヴは目め許もとを拭ぬぐって、咲夜が見えなくなるまで手を振っていた。

　並んで歩くロード・スケルトンが首をひねった。

「何ゆえインドに赴おもむくことになっているのだろうか」

「なぜか、そういうことになってるのよね…」

　急な話ですが父の仕事の都合で退学して外国に行くことになりましたと告げたところ、嘆なげき悲しむクラスメイトたちの間でいつの間にやらどういうわけか、咲夜はインドに移住することになっていた。

　腕うでを組んだロードが思し慮りよ深い仕草で顎あごに指をあてる。

「ふむ…。さながら、ダイヤモンドプリンセスと呼ばれた少女の物語のようだな。もっともあれは、インドからイギリスに渡わたってきたのだが」

　ああ、と咲夜は得心がいった。昔読んだ記き憶おくがある。

　ポーチに出ると、ちょうど迎えの車が門を通るところだった。

　三月も下げ旬じゆんに入り、少しだけ風が暖かく、やわらかくなったようだ。

　見納めにと建物を振り返ったロードは、生徒たちが窓に鈴すずなりになって、咲夜と彼女の迎えを興きよう味み津しん々しんに眺ながめている様を認めた。

　レンタカーのハンドルを握っているのはアルベルトで、後部座席にはグレーテルの姿がある。アルベルトが運転席から降りてきて咲夜のスーツケースをトランクに入れた。

　小さな歓かん声せいを風が運んでくるが、エンジンの音に搔かき消けされて咲夜の耳には届かない。

　助手席のドアを開けて乗るよう促うながすアルベルトに、咲夜が笑え顔がおで応じる。

　清すが々すがしく晴れた青い空を見上げた時、礼拝堂の鐘かねが鳴った。

「おお、七時の鐘か」

　空を鳥が飛んでいく。あれは雲雀ひばりだろうか。

　ロード・スケルトンは天を仰あおぎ、この情景にふさわしい詩を朗々と諳そらんじた。

「時は春……」

　ロードのまとうケープが、春風をはらんで華か麗れいに翻ひるがえる。

　満足そうに頷いて、ロード・スケルトンは後部座席に乗り込んだ。

「ロード、何か言ってた？」

　助手席から後部座席を振り返った咲夜に、骸骨卿きようは優ゆう雅がに応じた。

「ソーンヒルの乙女おとめたちに捧ささげる、詩を一いつ篇ぺんほどな」










　神、そらに知ろしめす。

　すべて世は事も無し。

　──ロバアト・ブラウニング「春の朝」







　あとがき




　親愛なるナハバール諸君、第六巻『モンスター・クラーン　別離の嵐シユトウルム』をお届けしよう。

　今回は残念ながらあとがきが一頁ページなので、キャラクターランキングは次のモンクラ最終巻で発表したいと思います。最後は誰だれが一位となるのか、楽しみです。

　作中で咲夜が一番好きと言っている紅茶ブランド「TeeGschwendner」。これはドイツの紅茶ブランドで、ずっと「シュヴェンナー」と読むのだと思っていたら、じつは「グシュヴェントナー」が正式らしく、執しつ筆ぴつ中に発覚して慌あわてふためきました。今後可能な限り修正をしてもらう予定です。既すでに既き刊かんをお持ちの皆みな様さまは、これからは頭の中で「グシュヴェントナー」と修正しながらお読み頂けますと幸いです。

　風雲急を告げる六巻、いかがだったでしょうか。ぜひ感想を聞かせて下さい。それを励はげみに、長い長い間ずっと大事にしてきたこの物語を、ラストまで一気に走り抜ぬけたいと思います。

　それでは、次刊『少年陰陽師』尸櫻編最終巻で、またお会いできますように。
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〈初出〉

別離の嵐シュトゥルム　本編　　書き下ろし




すべて世は事こともなし　カドカワムック

　　　　　　　　　　「プレミアム・ザ・ビーンズ VOL.1」

　　　　　　　　　　（２０１１年７月発行）
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